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第 15回 全 国 バ ズ 学 督 研 究 集 会

開 催 要  項

1.開 催 期 目 昭和 53年 10月 20日 径 )21日 は )2日 間

2.研 究 主 題  地域の教育課題 をふ まえた教育内容の創造

一一 幼・ イヽ お中・高一貫教育態勢づ くりをめざ して 一一

3. 主   燿  全国バズ学習研究連絡会

広島県豊高校区教育推進協議会

4. 共   催  広島県教育委員会

豊町な らびに豊町教育委員会

豊浜町 ならびに豊浜町教育委員会

広島県高等学校教議員組合

5。 後   援  広島県同和教育研究協議会

広島県尾三地区高等学校同和教育推進協議会

広島県解放・ バ ズ教育推進研究会高校部会

広島県豊日郡下島 PTA連 合会

広島県立豊高等学校 PTA

6. 会   場  広島県豊爾郡豊町 豊゙浜町

i   3 章昨率豊中学校
公 開 授 業 校 ll)豊 町立沖友小学校・同幼稚園

0 ″ 久比小学校・ 同幼稚園

総  ″ 豊 ぜヽ学校

141 ″ 豊中学校

(5)豊浜町立斎 小学校

紛  〃  大浜小学校

(7)〃   豊島小学校

(81 ″  豊浜 中学校

紛 広島県立豊高等学校
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全 体 会 次 第

第 1日

I開 会 行 事

開会のことば      第 13回 バズ学習研究副会長        脇 本   操

主催団体あいさつ    第 13回バズ学習研究会長         新 田 正 彦

全国バズ学習研究連絡会長         永 井 辰 夫     ャ

共催団体あいさつ    広島県教育委員会 教育長         高 橋 令 之

豊・豊浜町代表 豊町長          多武保 清 水     ι

豊・豊浜町教育委員会代表 豊浜町教育長  北 恵 長右工門

広島県高等学校教戦員組合執行委員長    佐 藤 峯 生

後援団体代表あいさつ  広島県尾三地区高等学校同和教育推進協議会

会長 宮 IFt・ 信 生

歓迎のことば      豊圏郡下島PTA連合会長         藤 田 長 重

事務連絡

Ⅱ .基  調  提  起   第 13回バズ学習研究集会事務局長    越 智 昭 孝

第 2日

I  記  念  講  演   名古屋大学名誉教授・南山大学教授  塩 圏 芳 久 先生

亜  開  会  行  事

V

主催団体あいさつ    第 13回バズ学習研究会副会長       畑 本 達 磨     諄

共催団体あいさつ    豊町教育委員会 教育長          木 村 吉 聴

大会に参加 して

感謝のことば     豊 中学 校 PTA会 長         宮 城 秀 実

豊 高 等 学 校 PTA会 長        北 村 初 海

閉会のことば      第13回バズ学習研究副会長       木 谷  
｀
陽
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記 念 講 演

演雷「 今 日の 教 育課 題 ゴ

名古屋大学墓誉教授。南山大学教授 塩 囲 芳 久 先生
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分 科 会 構 成 な ら び に

研 究 主 題 研 究 内 容 提 案 校 お よ び

第 1分科会 (一貫態勢づ くり)

一貫態勢づ くり

をどうすすめる

か○

基調提起を受lrjて_

貫教育態勢づくりの

具体的な方向付けを

模索する。

学級集団からはみ出

さされている子ども

を中心lrc集闘づ くり

を考える。

今日までの実践の洗

い直しを軸に今後の

方向性をさぐる。

船場小  (姫  路 )

白鷺中  (姫 路 )

校区教推進協・久比幼

東部中  (春 日井 )

城南小  (姫  鋒 )

校EXl教推進協・豊浜中

高丘中  (姫  路 )

林爾中  (姫  路 )

寝屋J:|四中 (寝厨 II)

校区教推進協・豊浜中

南部中  (豊 り|:)

藤山台中 (春 日井 )

校区教推進協・豊 中

勝川小  (春 日井 )

高座小  (春 日井 )

旭陽小  (姫 路 )

白鷺中  (姫  路 )

大里中  (静  岡 )

校区教推進協 与豊 中

第 2分科会

第 3分科会 (特 設 バ ズ )

第 4分科会 (言 語 と 生 活 )

学級集団づくり

をどのようにす

すめるか。

地域バズなど、

特設バズをどう

広げるか。

言語 と生活をど

の ように結びつ

けるか。

第 5分科会 (社 会 と 生 活 )

社会生活にかけ

る社会的認識を

どう育てるか。

社会人として、地域

を中心として社会状

況を的確につかませ

る教育内容を考える

(学級集団づくり)

今日もっとも欠除じ

ている表現力をどう

つけていくかを中心

に考える。

分 科 会 ,名



分 科 会 役 員 一 覧 表

提 案 者 司 会 者 記 録 者 助  言  者

三村 寛次

山本 亀夫

横手二重子

尾上 茂夫  (兵 庫 )

松本 重雄 (春日井 )

国実  忠 (豊 中 )

岡本 典子 (久比小 )

堀江 明美 (久比小 )

塩田 芳久 (名 古屋 )

四宮 恒夫 (徳 島 )

梶田 稲司 (愛 知 )

深JII 勇 (広 島 )

加納 弘雅

森本 俊和

木村 正直

石部 清申 (滋 賀 )

堀江 常登 (豊 中 )

土井 深枝 (豊島小 )

神田みづほ (久比小 )

永井 辰夫 (姫 路 )

荒本真寿男 (長 崎 )

松浦昭一郎

加藤 倖一

西尾 時雄

亀本 邦彦

顔願 良久 (土 岐 )

永浜  進 (姫 路 )

船越 禾口吉 (新 潟 )

井川 武彦 (豊浜中 )

野村 幸子 (豊 高 ) 鈴木 武士 (姫 路 )

清水 快雄 (岐 阜 )

鈴木  昭

大島 郁雄

森岡  勉

吉圏 武雄 (姫 路》

宮崎 淳右 (長 崎 )

塩顧 博久 (豊 中 )

広近 先子 (大浜小 ) 梶田 正己 (名 古屋 )

古り:1 厳 (徳 島 )

鹿内 信善 (名 古屋 )

荻原 克己 (愛 知 )

片山富次郎 (広 島 )

佐橋 修吾

日本 安広

池圏 正弘

高餞 忠実

安居院達男

住吉 光彦

今尾 啓―  (春日井 )

牛尾 照夫 (姫 路 )

池上 誉雄
1(鳴 門 )

大成  治 (豊浜中 )

土井 正直 (豊 高 ) 高馬 正則 (姫 路 )

瀬良 賢― (姫 路 )

前田 義夫 (明 石 )

堀田 昭晴 (広 島 I



分 科 会 名 研 究 主 題 研 究 内 容 提 案 校 か よ び

第 6分科会 (自 然 と 生
i活

)

自然をみつめ、

とらえる力をど

う育てるか。

自然認識をどのよう

な教材内容の中でつ

くり出していくかを

考える。

新宮小 《兵庫新富 )

八木小 (姫  鋒 )

城南小 (姫  路 )

泉 中 (鮫阜土鍍 )

校区教推進協・豊 小

第 7分科会 (数 と 生 活 )

かずと生活をど

う結びつけてい

くか○

計算でのつまづきの

分析か ら、指導内容

を考えてみる0

篠木小 (春 日 井 )

安室東小 (姫  路 )

依那占小 (二重上野 )

校区教推進協・豊浜中

第 3分科会 (健 康 と 生 活 )

健康な生活を送

るためにはどう

したらよいか○

体力増強に向けての

動 きの工夫を中心に

考えてみる。

五個 t/jヽ (滋  賀 )

小宅小 (兵庫竜野 )

高座小 (春 日 井 )

東部中 (春 日 井 )

校区教推進協・豊浜中

久比小

豊 高

|      |

第 3分科会 (芸 術 と 生 活 )

|  |

芸術釣な表現力 1感動し、そして鯉造
|をどう育てるか
ltiⅡ ]雪∫

じを明
砥堀小 (姫  路 )

校区教推進協 0豊 中

豊 中

湖斃碩孟赳毅纂
1'“
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提 案 者 司 会 者 一記 録 者 助  言  者

平野  博

撰   肇

山本  岡J

小島 幸彦

岡調  真

和 a13  直 (姫 路 )

石原  貢  (姫 路 )

本原 延之 (大浜小 )

高橋  修 (豊島小 ) 市川 千秋 (二 重 )

中りil 豊 (姫 路 )

塩津  進 〈兵 庫 )

内海 律夫 (広 島 )

加藤 一成

堀江 光明

野口 俊史

麗敷  光

水野  明 〔春日井 )

金原 きみ (東 京 )

賀戸 文夫 (豊 中 )

湯藤 泰浩  (豊 中 ) 宿南勝之助 (姫 路 )

望月和三郎 (東 京〉

杉江 修治 (名 古屋 )

原  正治 (広 島 )

小菅 敷宣

郡安 義之

土麗 正広

佐善 康郎

村圏 俊六

佐 木々力也

鎗野由起江

山本 重信 (兵 庫 )

宮地 友成 (豊島小 )

金子 順子 (豊 4ヽ )

石井 幸恵 ≪豊 小 )

金治 靖治 (竜 野 )

花本 次夫 (広 島 )

柳内  翠

長尾 源一

東 登基子

詈E n貢  i曇日辱 ;1 

藤原 有「也  (久比増ヽ )

花本 喬二 (豊 小 )|

自井  仁 (愛 知 )々

平野 正宏 (広 島 )

∫轟離二守ξ妻誹島「季=摯≒豊
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第 15 回 全 国 バ ズ 学 習 研 究 集 会

大 会 運 営 役 員 表

導  名 古屋大学名 誉教授  塩 日 芳  久  先 生指

会

副 会

委

事 務 局 長

事務局 次長

新  田

脇  本

畑  本

木  谷

長 谷 ∫ll

越  智

横  手

吉  岡

望  月

永  戸

長

　

長

正  彦  (豊中学校長 )

操  (豊高校区代表幹事)(斎小学校長 )

鰤貝 服 部 秀 峰 (沖友4ヽ学援 )

越  田  正  記  (豊4ヽ学校長 )

日 浦  芳  穂  (大浜4毒校長 )

松  浦  宏  守  (豊島J蟷校長 )

達  磨  (   ″

陽  (   〃

敏  (豊浜中学校長 )

昭  孝  (豊 高 校 )

茂  (豊 中学校 )

晃  (豊 小学校 )

民  雄  (豊浜中学校 )

享  (豊島小学校 )

)(久比小学校長 )

)(豊高校長 )

事 務 局 員 (豊高校バズ教育特Ell推進チーム )

岡 本 一 士 (錦 校 )

佐  伯  志 津 代  ( ″ )

竹  田  勝  枝  ( ″ )

奥 家 豊 治 (F)

野 村 幸 子 (″ )

笹 原 法 義 (″ )

新 開 涼 子 (″ )
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(要 旨 )

はじめに

全国からか集りいただいた諸先生方、遠路はるばる御苦労様でございました。

はじめに、本来ならば全国バズ学習研究連絡会の責任にかいてやっていただ〈べき基調提起を、まだ

実践のない当広島県豊高校区教育推進協議会がさせていただくことになった経過を述べさせていただき

たいと思います。

昨年度末、か前たちのところで、第 13回 全国バズ学習研究集会を開催 してみてはどうかと、か申し

入れがありました。

と申しますのは、部落解放運動の高まりの中で、同和教育運動が進み、広島県同和教育研究協議会の

下部組織として、各町単位にある同和教育研究会が、それぞれの幼 .小 .中 を一つにして組織されてお

り、すでに日常的な取り組みが校種をこえて行われておりましたc

また、一方、今春豊高等学校として独立を果たしましたが、当時の大崎高校下島分校が劣悪な教育条

件の中で、いわゆる分校差別の中で
'申

吟 してかり、その差別をl・

rlね 返すためには、なによりも教育内容

の充実、すなわち、分校であるが故にf_A位 とみられている生徒の進路保障をはかることが必要であると

して、これまた解放運動に学んで取 り組みを始めてかりました。

そして、そのためには、どうしても中学校との連携が必要であると考え、新入生の聞き取りに中学校

へ出向いたのをきっかけに、中学校との交流が始まり、以前より豊浜中学、豊中学共に塩田芳久先生の

御指導のもと1/Cバ ズ学習に取 り組んでかり、その成果 もあがっていたこともあって、高校側も塩田先生

の御指導を受けるようになる中で、多方面の交流研究が行なわれるようになっていました。

その結果、これまで、それぞれがやっていた公開研究会を、春季は豊中学校と豊高校、秋季は豊浜中

学校と豊高校と合同で持つようになり、昨年夏、小 。中 .高合同合宿研修会が、一泊 2日 で持たれると

ころまで来てかりましたO

その合同合宿研修会を契機に、 9月以降幼 .小 。申 .高一貫した教育推進組織を造ろうということ■

各校代表が集まり、その上両町教育委員会の参加をいただいて、結成準備委員会が組織されました0

しか し、これまでの各校の実践の経過もあり、原則的には誰も反対はないものの、具体的には踏み出

せない状況のままで年度末を迎えていたのでありましたO

丁度そうした時期であり、時期簡早 ということで御辞退 しようとも考えたのでありますが、豊 .豊浜

両町の全面的なパッタア ップもいただいてかり、むしろ、そ うした具体的な目標があることで一歩踏み

出せるのではないかとか互いに確認 し合い、組織の結成が決定されると同時に、本研究集会のか引き受

けも決定 したのでありました。

そして、6月 に結成大会を持ち、具体的な研究テーマの設定が行われました。その研究主題と、推進

の具体的な構成、 9部会に分け、各部会に幼 .小 。中 .高から参カロし、実践を積み上げながら模索を続

けていく態勢を一応創 り上げましたc

その内容を持ちまして、全国バズ学習研究連絡会、かよび懇談会に御相談申し上げましたところ、面

=-1
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白いではないか。それでゃってみると言 っていただき、全国集会の主題を「地域の教育課題をふまえた

教育内容の創造 __1、 当面の具体的な目標である。「幼 ,小 。中 .高一貫態勢づくりをめざしてJを副題

とさせていただいたといういきさつがございます○

そうした経過によって、私共が基調提起をさせていただいているのでありますが、この主題は私共の

実践の裏付けがあるものではありません○一つの予授1に もとづいた目標であります。

ましてや、バズ学習の取 り組みに至 っては、まさにこれからであり、今日かこがましくも公開授業 と

称して加入 9校で授業を公開致 しましたが、これは御参加下さった皆様に、この地域の学校の実態にふ

れていただこうという意図のもので、全 くバズ学習にはなっていないと思ってかります。

ごらんいただいて、先進校の先生方はそのことをかわかりいただいていると思いますが、バズ学習と

はどんなものか見てやろうとしてかいでになった先生方が、私共の授業をみて、あれがパズかとか思い    こ

になられますと、塩田先生をはじめ先進校に申し訳けございませんので、一応か断り申し上げておきま

す。

ただ、そうだと致 しましても、これまでにあまり例の見られない、幼 .小 .中 .高一貫 した教育態勢

をめざした教育推進組織をつくることができ崚したのは、本第 13回 全国バズ学習研究集会を当地で開

かせていただいたことによるもので、皆様におネL申 し上げたいと思い甕す。

別に組織的に決定 していることではありませんが、スタートで皆様のか力をか借多するのであります

から、当然のことなが ら、 3年 もしくは 5年以内には、もう一度研究集会を持たせていただいて、その

ささやかではあり崚しても成果 らしきものをご覧いただかなければと、私共は考えてか り唆す し、それ

をめざして精進を続けていくつもりでおります。

地域の実態

地域の教育課題をふまえるためには、まず地域の実態を見極めなければならないことはいうまでもあ

りませんO

したがって、私共の地域の実態について少 し述べさせていただきたいと思いますが、瀬戸内海の中央

部にあって、いわゆる芸予諸島の中ほどにあります。この地域特有のものも無いとは申しませんが、私

共は特殊な地域だとは考えてかりませんO

この地域の状況は、まさに今日の日本のかかれている状況であり、この地域の将来展望が打ち出され

ることは、また日本の将来展望につなが っていると考えてかります。

当地域は、かつて瀬戸内海が交通の主要路であった時代、交通の要衝の地でありましたO御手洗港と

して栄えた歴史を持ってかります。                                   o

したがって、文化の交流もはげ しく、文化的な水準は決 して他に比して遅れているものではありませ

んでした0

そのことは、この地域固有の文化遺産を持 っていないことか らも証明できます。この島にしかない民

謡はないryDかなどとたずねられることがあります0私共はないと答えるしかありません0

この地域で古 くから謡われ、あたかもこの地域の古謡のように考えられている民謡は、全て日本で古
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くから知られている、すく
゛
れた民謡に源流が求められます0

つまり、よりすばらしいものを求めつづけた先祖の姿が、そこには浮かび上がってまぃり
｀
ますきな

`√

.

生きた人びとの進取の精神が うかがわれるのです。

その精神は、ず っと受け継がれてきま した。

例えば、島なるが故に狭い土地 。近代化から取り残される条件である交通の不便さなど、曜難を条件

もありますが、一方では四方を海で囲まれているために温暖であるといった利点もあ.り ます0 1_:|:=■ i

そうしたメリットやデメリットと考え、この地の将来を考えた先輩たちは、早くも明治初年に雌 i.争

の地に適 した作物として温州みかんの導入をしてかります0そ して、裁培技術を磨き、まさに耕じ菫栞ニ

に至るということば通 り、畑地として開懇可能な傾斜面を全て切夕拓き、みかんを植えつづけてまいた

ました()

その過酷な労働に耐え抜き、島内だけでなく他の島へ、遂には本州にまで耕地を持つに至る苦斗の貸

で、広島みかんの主産地としての地歩を築いてまいりましたo                _|「

その結果、昭和 20年代 を中心に黄金期を迎えたのであります。しかし、 40年代以降、農政の運姿

から生産過剰となり、価格の暴落によって生産費を害Jる現状にはなってはいますが、すばらしいエネ脅

ギーを示 してきました。

また一方、豊島港を基地とする、広島県内最大の漁業は、約 700隻の漁給によって 西日本一覇准:出

漁をしてかり唆す。

その漁業形態は、いわゆる一本釣形態で、今 日大部分は延縄漁業ではありますが、通常夫婦二人の乗

組みで典理的な小幾模漁業であります。しかし、西日本一円の沿岸漁業に、新しい漁場の開拓や、集妹

の発見、新 しい漁具の開発は、大書6分 この豊島の漁民によって行われている事実があり
｀
ます0しかも、1

その人たちは満足に義務教育も終えていない人たちであります。       :       ● :「
‐

そして、今では自分たちで開拓した漁場を、地元の人たちから締め出される状況が続出し、音境に立

たされてはいますが、その生活にかけるすばらしさは眼を見張るものがあります。        1

ただ残念なが ら、私共はこのすばらしさを教材化 し切るところまでいってかりませ
～
O     I

しかし、この伝統も反面学庭生活に目を向ける時、子どもたちの発達を障害する要因も作 り畠してか

ります。

農家の基本的な生活形態は、かつてのように星をいただいて家を出、また星空をみなが ら帰宅すると

いうほどのものではないにしても、子どもたちがまだ寝ている間に、学校に遅れるなこと声を挙iけて家

を出ます。そして子どもたちと接摯のあるのは、夕食時をはさんでの数時間で、昼間の労働に疲み望 っ

ている親たちは早 く就寝 します。

そうしたすれ違いの生活の中で、子どもたちとの対話の時間など殆んどないのが現実であり、その短

かい時間すら今 日では TVが奪ってlr_る といえましよう。                  、

また、先にもふれましたように  ゝ40年代以降生産費を害Jる みかんの価格に、生活が圧迫され出稼ぎを

余儀なくされ、父親不在の家庭、あるいは両親不在の家庭も増大 してかります。        ′

現在の不況は、それ,さ えも許さなくしてきていますQ            ‐

一方漁業の方では、大部分の漁船がぶ に出漁 し、正月と盆 と祭以外には両親共不在であり、祖父母
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や、兄弟だけで生活をしている子 どもが半数を超えています0ま た、地元にいて毎 爾出漁 している場合

で も、潮流 1/Cよ る漁法である関係か ら、朝 3時頃に農漁 じ昼前に帰る0あ るいは一晩中出ていて昼間家

にいるとい う状況があります0

いわゆる共働 きであり、不在家庭の問題であります。 しか し、子どもたちのために家に居て欲 しいな

どとは言えない生活のきびしさの上 に立たされています0

その結果、一般的には家庭で獲得され るものと考え られている基本的な生活習慣が、あるいは言語能

力が身に付いていない現実があります0

次に、行政釣に近代化を遅 らせ られた畠は、島であることが即ち差別の対象とされてきた歴史があ り

ます。

島の住民であることだけで、あの島か と馬鹿にされた経験は、中年以上の人たちなら大なり小な り持    。

たされてきま した。

それは、残念なが ら、そ うした人たちに差別意識を持たす実態が存在 していたことを意来 します。 日

く、島は便利が悪い、 曰く、島は教育水準が低い、島には田んぼがないなど、さまざまな理由によって

差別の対象にされてきま した。

根本的には、そ うした近代化に遅れそ うな条件を持つ地域から行政施策をしなければならないのに、

常ケこ後廻 しにされてきた行政差別にあります。

しかし、ひとたびそ うした状況が生まれてき峻す と、島の住民たちの間には分裂が起 こり始めます。

自分たちだけは差別対象か ら逃れたいとい う発想か ら自己中心的になってまいります。また一方、そ う

した状況に追い込まれるか ら、いわゆる下見て くらせとい う発想 も生まれ′ます。他を差別 しなければ立

つ瀬がないとい う心境に知 らず知 らずさせ られて行 きます。

残念なが ら、この地域 もそ うした意来では例外ではありません0現在で も、この小さな島の中で、他

の地区を下げて言 うことばが残 っています。そ して、その最底辺に被差別部落が位置づけ られているこ

とは申すまでもあ りません0

そ うした差別構造の中で、戦後 30数年を経なければ、 島内に高校す ら持つことができなか ったので

あ り、高校教育を受けるためには島外へ、多大な経済負担に苦 しみなが らも出す ことで将来展望を開こ

うとしてきたのが これまででありす した。

今 日、同和教育運動を、民主教育の基底に据えて取 シ組んでいるのも、被差別部落の完全解放は、買「

ち、こうした私共の身の回 りの差別を取 り徐 くことに、直接的につなが っている問題であり、私共 自身

の問題であるか らであります。

本研究集会で、私共の願いとして、同 じところを見据えている、同和教育 とパズ学習の統合を言 うの

も、またこうした地域の実態があるか らであり雄す。                          °

こうした地域の状況の中では、親たちの発想の中に、私の子でなくて、私たちの子だととらえ る土壌

はまだないと言わざるを得ません●

しか も、今日の社会は、依然 として差別と選別の教育体制を強化 しようとしています。人間を一片の

ベーバーテス トで評定 しようとしています。

これまで、いささか否定的倶1面を述べてまい り竣したが、 しか し、今 日このような研究実会が諄催で
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き、 しか も、この除先生方は うん と勉強して下さい。下働 きは私たちです るか らと言 って、今 日と明 甲

私共を一切の雑務か ら解放すべ 〈、多忙 な時期にもかかわらず仕事を放 って手伝 って下さっている保護

者のその姿の中に、教育疎外百年の重み と、それを受けた教育の中にこそ今後の展望を期待 している地

域の人びとが確実に動き始めていることも事実 として受け止めていただきたいと思います○

本研究集会に期待するもの

地域の実態を、 ごくかいつまんで申し上げま した。細か く見てまい ります と、睡史的には七つの村で

形成されてかり、それぞれの発展段階 もあ り́、 とても総括的 1/rr_は か話できませんので、大 きな流れを申

したにすぎませんが、秘共が地域の教育課題としてとらえ́なければならない大筋は、その辺 りにあろう

。 ′ と考えています。

それでは、か前たちは今後 どうしようとするのか と問われました時に、私共は現時点では明確な方向

付けをまだ持 ち合せてかりません○

したが って、本研究集会にかいて、先生方のか力をか借 りしたtAと い うのが、私共の虫の 1/・ い期待で

あります0

今 日、これか ら始ま り峻す分科会には、数の書J合はまち崚ちではあ りますが、確実κ幼 .小 。中 .高

の先生方が参加 してかられます0そ して、それ́ぞれの立場か ら実践を出し合 っていただ くなかで、必ず

新 しい ものが生まれてくると信 じています。その「澤き台にしていただ くべ く、私共 も各分科会に提案を

用意致 してかります。

ただ、全般的には、次のように考えていることを申 し上げてみたいと思います0

前述 1/D地域の実態に対応して、私共がこの地域の子どもたちに期待するものは、 よりよい地域社会を

負」造 じうる子どもに育 ってもらいたいとい うことに尽 きると思います。

そのためには、現状か ら将来を見通せる力、即ち科学的な思考力を身につけ、新 しい価値感あるいは

人生感を持ち、目標達成のために自他共に認め合 う中で協同 じて進める子 どもになってくれなければな

りません●

そのことを目標 と置き、地域の実態、とりわけ、その中での子 どもの現実 をみつめる時、まずなによ

りも地域 く
｀
るみの教育態勢の確立があると思います。

今 日の家庭の状況、地域の状況を考えた時、学校は学校、家庭は家庭といった仕切 り方ができない現

実にあると思います。

即ち、家庭、地域社会、学校の三者が有機的に結合 ヒ́て教育を進めてい く方策をたてなければならな

いであろうとい うことであります0

■     次に、今回の研究集会にかいては、昨年姫路での第 12回大会にはあ りました 同租教育の分科会があ

りませ /t/。

これは、バズ学・どにかいて、常に態度 目標 と認知 目標の同時的達成をれらうとい うことと、全 く同 じ

ものととらえているか らでありますQ

つ唆 り、同和教育、即ち差別を見抜 き、差別を許さない子どもを育てるとい うことは、教育の全領域

にかいて目的的意裁的に行わなければならない内容であるか らであり、教育の基盤が人間関係にあるな
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らば、教育の基盤として絶対に忘れてはならないことだからであります0

ただ、政党などの介入もあ り́、同和教育のとらえ方がまちまちであったり、あ:る いは地域によっては、

いまだに全くそのことばす ら聞かれない状況 もありますが、そのことも含めて、全分科会にかいて、そ

の基盤にすえていただきたいという発想であります0

具体的FCは、取 り残されようとしている子に常に焦点をあてていただきたいということであります○

次に、第 4分科会から、第 9分利会までの、いわゆる教科内容にかかわる分科会は、全て何と生活と

いうように、生活ということばをつけてか
_り ますcも ちろん、学校教育法にかいても、高校段階まで|ム

生活に結びつけて段階的に示 してあるのでありますが、そのこともさることなが ら、地域の教育課題八

生活から遊離 したところに教科があるとするならば、かそ ら〈課題はつかめないだろうという考え方か

ら、このように設定をさせていただきました0

最後に、そうした取 り組みを進める上での一貫教育態勢づ くりでありますが、その第一点は当然のこ

となが ら、一人の子どもの立場から言えば常に一貫態勢であり、一貫していなければ困るという自明の    争

事実があります。

しかし、私共の倶1か らみますと、そのことは具体的にはどういうことを意味するのか。なかなか多〈

の問題をはらんでいます○

先ほど地域 ぐるみの教育と申しました。その意味では、まず学校 ぐるみの教育を成立させる営みの中

で、校種を超えた、幼 .小 .中 .高 く
゛
るみの教育がなによりも必要であるといえます0

ところが、これを一歩押 しすすめて、どうあるべきかを考えてみる時、熊度目標を共通にすることか

ら始めなければならなぃとか、つまづきの要因追求から始めるべきだとか、さまざまな問題が提起され

ています。

こうした、さまざまの視点の中で、まずこれから行こうではないかといった方向付けを示唆いただけ

ればと願っています0

かわ りに

バズ学習の研究集会でありなが ら、バズ学習について、基調提起の中では殆んどふれることを致 しま

せんで した〇

一つには、私共にそれだけの実践がないことに起因致 してかりますさ

もう一つは、バズ学習が、すでに塩田先生御自身が述べられてかられるように、教育の科学的研究の   e

中で、教育の本質そのものの研究段階に至っていると受け取らせていただいて、私共のかかえている間

題は、今日のパズ学習が全て包括 している内容なのだと、大へん甘えた位置に立たせていただいたこと
,

にあります0

私共、私共 と、自分のところに引き寄せて、しかも私共だけのため1/Cあ るかのような提起になってし

ま ったように思い峻すが、どうか、御参加下さった先生方全てに実り多い集会に、これまた先生方のか

力でしていただくようにか願い申し上げて、基調提起を終ちせていただきます。
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わ が 校 わ が 園

沖友幼稚園・沖友″簿 校

「伊予の島山彩やかに、波が呼んでる瀬戸の海、ここは平和の浜の里Jと校歌にあるよ,1`、 ,広島県

の南端で南向きの斜面の段 畑々に良質のみかんを産し、学区全部が農家で、児童数48名、幼稚園児7名

の小規模校である。みかん産業の不振と過疎現象の中できびしい事象が生まれる。「わたりどりJ方式

といわれる複式学級の指導は、地域の特性と学習指導の二面から問題を見い出すことができる。

地域の特性の面では、_へ き地に育つ子どもは生活環境が他地域に比べ必要なすべての要素が存在せず

(生活の単一桂)地理的にも不便である。従って外的刺激が少なく、それにともな,思考活動の場が少

ない。  学習指導の面からは、複数学年を含む小人数の学級編成の中で思考の多様化と深化ができに

くく、また、単一学級に比べ教師との対面時間は÷にとどまり、学習内容の深化を欠く問題、教師の交

流がはげしく、継続研究が困難等の問題をかかえている。  しかし、子どもは、素直て明朗、且つ従

順な点が長所としてあげられ、これを学習指導改善のための一つの視点として生かしていきたい0

複式学級のもつ悩みは、教材内容の精選、思考力をねる時間をどの様にして生み出すか等がある。その

ためには、間接指導の効率化が一番問題になつてくる。それらの問題解決の方法として、  ①FE5題 と

の出合いを大切にして主体的行動の持続ができるようにする。  ②シート式磁気録音機を聞接指導に

導入し、間接指導といえども質の高い学習をする。  ③子どもの自らの力、みんなの力によって問題

にとりくみ解決していく力をつくりたい0  本年度は、複式学級で最も指導上問題点の多い理科.幼

稚園では自然分野をとり上げ研究し、以 上=点の実践を重ねていくことにしている。

研究主題  問題との出合いを大切にし課題をもつて追求する子どもを育てる。   幼稚園では自然

と遊ぼう。 低学年では発見したり、試したりして成功の喜びを味わせる。 高学年では経験をもとに

課題をつかみ、すじ道を立てて確かめる。   研究仮設  学習の成立をとらえるためには、ひとり

ひとりの子どもがその子なりに課題を見い出し、その子なりに追求していく過程を大切にする。

A.学習課題の成立

課題作りの手だてとして子どもと教材の出合いをとりあげる。その時子どもが主役の場合もあれば

教師が働きかけることもある。生活場面は具体的代表的な場面を選ぶ。子どもは能動的、個性的であ

る予想もたてる。

B.課題追求と変容場面

ひとりひとリカI主体となつて課題追求をはじめ

ると学習は拡充深化する。 追求過程では子ども

に変容がみられるような指導をする。

生活課題を持続させる場合は、体験的活動を通

してねばり強 く追求する態度 と実践化をはかりた

い 。       
「            ‐

変容がみられると発想に転換を示 し、

題に結びつける。

新 しい課

子ども→繭 哺 値ある教材

軍 一生活場面

子どもなりの課題 ↓ 共通課題の焦点化

_二IIF干追求過程、操作
→
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た し た ち の 学 校

久 比幼 稚 園・ 久 比小学 校

1,学校の所在地  広島県豊田郡豊町久比 2411の 1番地 (〒 734‐ 02 TEL084666‐ 2351)

。幼稚園 (昭和 %年開設)は、同敷地内に併設され、日長を小学校長が兼務するふ

o広島県の南端の島で大崎千島と称 し、一部豊浜町が隣接している。

0正面に県道をへだてて、今年度独立 した豊高等学校がある。

2.児童 D職員数  0園児数 42名 (男 21,女 21)児 童数 112名 (男 60,女 52)

o職員数 12名 (校長園長兼、教頭、教諭 6、 助教諭 2.主事、主事補 )

3.施 設 の 状況  0幼 稚園  木造 2階建      396″
0小学校  鉄筋コンタリート3階建1676″ く昭和 45年度》

0体育館  鉄筋 576″   o運 動場 2450″ (1人当り21.8″ )

4.児童数の推移
「 明治6年に開設、幾多の変遷を重ね、昭和 21年には高等科を含めて51[名 に建

と地域の寒態  .したが、その後特IC 40年代後半ょり減少し現在に及んている0             .
o久比地区 総人口 1541名 (男 713、 女 823) 世帯数 481          1

0地場産業の主体は柑橘栽培 (段 畑々で山頂近 くまで,)で、出稼ぎ兼業農家が多     |
く、みかんの安値、過疎化等により不況で経済状態はよぐないし また、高令化

現象がいちじるしく、若年層は島外に出るのて後継者対策に悩んでいる0

o区民は、古くから教育に深い関心 と熱意をもち、学校教育についても住民すべ

てが協方的であり、 PTA活動や奉仕活動 (労働力提供 )等には、惜 しみなく

積機 にとりくむ。

OPTAは 、子ども会活動、交通安全対策に熱心である。

5.学 校 の特 色  o交通事故ゼロ  11年 と273日 (昭和 53年 10月 1日現在 )

o特記すべさ特色はない力ヽ 園児・ 児童は島としての開鎖的な雰囲気の中て,平

和で温摯で素直である。反面、積極性に乏 しいため自己主張することが少な喝    。

_    精神的に進歩性を養い言語能力を高めようと努力している。

6。 今年度の目標  。「 ひとりひとりを伸ばすための授業をどのよ多に展開していく力J         9
と重点教科   .教科の本質を見きわめ、自分の授業をつくり出す。

〔授業の組織化・考えさせる。教える・学習評価・反省・課題・研究と実践〕

「
:    (主

》音楽科・「
正しい発声法を身につけ.歌電力を高め、すなかに表現する心情を

1■         育てる。J

(副》体育科・器械運動 :|「跳籍に興味を抱かせその特性に応 じた技能を身につけるご

Ⅲ引0



広島県豊田郡豊釘立豊小学校

広島県豊田郡豊町大長字蔵な大浦 40参 0の 1番地

児童数 3104  学級数 12  職員数 13名

1 校地面積 11160ゲ  校舎昭和 48年鉄筋 4階建新築 建坪 4001ガ

1・ 学区の環境

本校は、豊野の中央にあり、前方は愛緩県関前村 との間に景観のよい海を船が走 り、後方は,峯寺山

の頂上まで大長みかんが栽培され́ていて、自然環境には比較的恵まれている。

学区内においては、殆どがみかん栽培を営み、農船を利用した出作が多く多難ではある澤ゝ 学区民こ

ぞって教育熱は高く、学校に対 して非常に協力的である。

2.本校の概要

本校では、かって科学的能力の育成をゅざして、科学環境を整え、理科教育に力を注ぎ、ソニー理科

教育振興による賞を2回 (昭和 34、 35年 )受けるほどの功績を挙げているO

現在では、教育機器を活用し「子どもひとりひとりの能力を開発し、学習効果を高める方策を深め電

の研究主題をたて、教育研究の基盤としているG

(D 新校舎

校合は、パソテリー型教室、学年棟等、いわゆる新しい学校スタイルで教室自体がゆとりを持・った新

校合である。教科担任tilを 一部実施しつつ、教育機器の全面的利用tFc新機軸を求跡ている。

教育施設の特徴は、同軸共聴方式を採用 し各教室からそれぞれ全放できる設計の点にあり、放送室は

3元デスタアンプのほか、全館連動時計の親機の設備があり、調整室は、カラーTV調整卓の操作室の

ほか研究室の兼用である6ス タジオのほかに視聴党教室、音楽教室がスタジオにもなるようrCな って移

る。また視聴覚室にアナライザー、プラネタリウム室に五藤プラネタリウムE5型が設置されている○

9 教育機器の活用

児童会の放送部が中心になつて、月躍轟の「学校激送Jはスタジオから、火曜日の「学級放送」は音

楽教室から音楽の実演を放送している。

主題研究部や視聴覚運営委員会、同係によって授業研究を中心にAM放送、 TV利用、VTR、 Tムヽ

OHP等の導入による、教授工学習過程の最適化など、作業目標に従いながら実践を続けており、 51

年2月第 1回の公開授業を実施し、 54年 2月 第2回公開授業を予定している。

(3 教科担仕制

教師の特性を生かすと共に子どもを多面的に指導していくために、学年共同経営を5・ 6年生に実施

して8年 目になる。多面的にみるために火曜日の放課後、学年部会を開き共通な意識のもとに水曜日の

学年朝会で指導している。また授業研究グループで開菫深まりのある教材研究をしている。

4。 今後の目標

0主体的に問題のできる子どもの育成をはかる。 O機器の特性を生かす授業の創造をしていく。

0‐ 教師の特性を生かすための分担と協力の指導体tllを さらに深めていく0 0菫ましい環境を構成する。

校章のシンポルになっているように、太陽に向かって、子どもは希望のある明かるい若芽のように育

っている。私たちは両手を広げ愛情を持って育てて杯きたいものである。

亜―(31



学 校 紹 介

豊 町 立 豊 中学 校

1.基本 とする信条 教育とは、先達者と後続者とが一定の目標にむかつて、具体的で計画的に創造に

むかつて、継続する相互の営みであることの確認の上に立つて実践を進める。

2.学校経営鈴目標 鱒 生徒が喜びを持ち、全力をうちこんで、 ともに力を出しあい、練 りあいなが

ら自己実現力を高める学習活動づ くりを目指 し、.(3 父母 と教師が気軽 く学習を重ねあい、生徒の進

路保障に向って協同独 地域の教育づくりに向う活動の推進をはかる。(3 ことに教戦員は、専門戦

としての資質と能力、とシわけ、「生徒を見る力J「教材を見分ける力J洋 習を組織する力Jをバ

ズ学習法のとりくみに焦点をおいてヽ 出しあい、練りあい、確かめあいながら実践により高める。

3.教育ヨ標 人間の基本的欲え 即ち、「如多たい、あじわいたいJ「ともに伸びたいJ「たくまし

く、はつらつと生きた,いJ「あせをだして、工夫をこらして作り出したいJ「正しい道すじにそって

生きがいを得たいJの願にむかつて、一つ一つ、一歩一歩近づくことの力をつけさせたい0

4.具体的な行動饉標 「知るためにJためしてみて(テストを正しく活用}.問題点をはつきりする

o問題点は勇気を出して進んで、まわりの人に情報を求める。提起をうけた問題点は事を正して受け

とめ、自己の情報を感し、少しでも多くの人の情報 とからみ合せ練り、整理 してより確かなものにす

る。確かになつたものは自分の言葉て説明する。「なかまとのびるために」 素直に自分を出し、気

軽く自分を役立たせて自己発見をする。他のよさを認める。自他の役立つ場としてのグループ、共通

の課題には集中してきびしい交流のあるグループ、更に所属して良かった事実をつくるグループづく

りにつとめる。ダループがより結合してより深く学習しあえる学級集団をつくる。「たくましく、は

つらつとするためにJ ル‐ルを科学的にわきまえる。ことに交通ルールや、生活のルール。生活の

リズムをつくり、リズム的けじめのある行動をする。一方に偏リカミないようにきびしく律する。進ん

で体力を練り、健康をつくる。常に背すじをのぱし、胸をはった正しい姿勢を保つ、「汗と工夫をだ

してつくりだすために」 労作に気軽くとシくむ。一つの方法にこだわらず、発想をかえてやってみ

る。試みたら、評価して、よいところを相互に承認しあ椰、不」t分なところに発想を出しあつて、も

多ひとふんばりがんばる。わずかな事でも、やりとげた事実を認め喜びあう。やってみることから学

ぶ。「正しい道すじで歩むためにJ目標を定めて、めやすをもって順序立て、やつてみて、どこがど

うであったか整理評価 して、更にねばってみる一連のすじ道で実践をする。

5.努力していること

。学校の緑/1Lについては、教師と生徒が「 あせと工夫」をだして手造りでやろうという事で出来上つ

たものであるし、自分達の育つ姿を夢ryCた くして卒業時に手植えをして残してくれた累積である。.

0掃除や校庭の革むしり、わずか15分であるが「汗と工夫Jと「 協同Jの労働学習rc位置づけている。

O自主的・協目的・創造的学習活動づく、りの基本づくりを六校時終了後の縛分学活に位置づけている。

o本年度、見通しをもって、自主釣・協目的・剣造的な能力・態度を高める意図で、単元単位 (ユ ニ

ツト)学習法の実践にとりくみはじめたO単元を通してのプリテスト→単元の見通 しての内容説明→

課題提示と自主釣・協同的解決活動→まとめ→ポストテスト→単元の補充強化の一連の学習法である。

地域学習会へとシくみをはじめた0
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学 校 紹 介

豊 浜 琴 立 斎小 学 校

斎島に渡って来 られる旅の方はめつたにいない0交通の不便 と島の産業経済のもたらすゆえんであろ

う。二棟あるとはいえ、平屋建て、普通教室に換算 して5教室分しかない校舎をみた或る旅の方が、

「 これ学校か ?J 「 そ うよ、ちやんとした独立校で校長 も教頭 もかるんでJと話 し/Fら通 り過ぎるの

をみたことがあるO

本州まで最も近い所まででも 27詭、本町の中心である豊島 (地教委・役場所在 )か ら7.7職 の海上

に浮かぶ 0。7婦 の孤島、これが豊浜町大字斎島であり、へき地指定 3級地であるo 51世帯 10略程

の人口であるが、遇疎の波は容 じやせず今簡減少の傾向を続けている。

児童数は少なくとも、学校を存続 して欲しいという区民の要望 と、それにこたえる町当局、教育行政

の努力によって独立校として存続し、本年度は在籍児童数 2名 と、県費負担教員 3名、,野費負担職員 1

塩の典型的な小規模校である。報道関係者が取材を申込む回数の多いのも当然か ?、 へき地教育の研究

会ならともかく、バズ学習研究での公開授業実施については二の足を踏んだが、地域の実態を直視する

なかで、教育とは何か、指導 とは何かを追求 していぐ内容の研究会ということで積極的に参力置すること

にした。

児童数 2名 ということで、指導が行き届いていいだろうといわれる方が多いいが、 2名 ということで

多くの問題点がある。問題解決学習等にかいて集霧思考の場の設定が甚だ困難なことであり、子ども相

互のはげまL認 め合いが少なく、また、慣れ合いということから意志表示があいまいになり易く、い

わゆる根雄も育てにくくなる。加えて、児童数 2名 という安易な気持から子どもの実態を固定的に提え

る危険生のあることである。

指導にあたっては、暖かさと厳しさを常にコントロールしてなければ、教育はだ性に、なれ合いに流

される危険性を多分に含んでいる。 この点を強く意識するなかで本年度の具体目標を、①、体力づく多

②、基礎学力の充実、③、教師も含めて認め合い、はげまし合 う仲間づくり、○、基礎的生活習慣 (社

会隆 )の 育成の 4点に集約して実践している。

なかでも、自分の意志をはつきりと相手に伝える表現力の育成 と基本的生活習慣 (社会窪とも軽い得

る)の陶なが地域実態からして特に重要課題であると提えている。

2墓 (5年男子、 3年女子各 1)しかも、学校生活 。地域生活をFn3ゎず常に行動を共 lrcし てい /・ 実態

では、議す内容に限度があり、主述を明確にしなくとも意志の疎通は得 られる現状である。大きな集覇

に所属した場合に色々な面での表現活動が不充分であればある程進路保障に大きな障害となる。相手に

よく解る話し方、最後まではつきりいい切ること、相手の話す内容を正しく聞きとる力の育成等に努め

ている。また、少数での学校生活では具体的事実を通しての対人関係のあり方を反省じ学び合 多機会が

極めて少ない。 これら課題を学校教育全領域を通 じ解決 していく筋道を明らかにしない限 り、子どもに

真の学力向上を期待することは出来ず、記憶中心の学習 1/4と どまる結果 となる。フンツーマ/型式では

記憶中心的なものには効果的であるとしても、思考力、人間性の面に大きな問題がある。典型的な′蟻

模校だ於ける教育とは、指導とはということについて、本研究大会を通して明らかにし、違ってい くな

かで、 1対 1の教育を創造 していきたい○
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″o大浜の実態

(1)位  置

大 浜 小 学 校

広島県の南端、愛緩県 と県境を接する。周囲 20キ 爾メー トルの大崎下島の西部に位置している。

総 産  業

離島振興法や過疎対策法等の適用をうけるなかで第一次産業の振興 (柑橘栽培、漁業 )に重点が

おかれ開発がすすめられている。簡大浜の主要産業はミカノ栽培である(柑橘家庭泌 戸漁業家庭 9戸 )

⇔ 家庭の環境

出稼ぎ兼業化は家庭経済を豊かにし、生活水準を高めてきたOその反面父親不在の家庭がふえる

とともに、仕事の関係でそろつて食事をしたり話し合 ったりといった心のふれあいや、やわらぎの

場が失われているよつである。そこで児童が下校しても留守家庭が多く、多くの子どもは夕方おそ   毎

くまで、学校 。持社の境内で友だちと遊んでいる。

総 課  題                                          ノ

農業経営の構造改善、生産技術の向上による良質みかんの生産等によつて現在をど多切りぬける

かが当面の課題である。また、子どもの生活環境の改善、留守家庭でも自分で生活 リズムを整える

子どもに育てるかが教育的な課題である。

0学校の概要

斡 沿  革

明治 5年学簡1施行の翌年の明治 6年 12月 6轟 文饗舎 と称し、創立 106年 目を迎える。

421 児童数・学級数・職員構成

o校 長 1  0教  頭 1
o教 諭 4  o養 護婦 1
0事務員 1    計  8名

(3本校の歩み

O昭和 46年  2月 24日  広島県へさ地教育研究会推進校中間研究発表会

o昭和 47年 10月 20日  広島県へき地教育研究大会

o昭和 49年 2月 26日  文部省研究指定校研究発表会

o昭和 50年 10月 22日  全国へ き地教育研究大会 (3日 FH3)第 3分会場体育科発表

t41 児童の実態

0少人数でお互知り過ぎてよく口論するが、その反面覇気に乏しい。

0と もすれば依存的になり、主体的な姿勢や、ればり強さが足らない0

451教育目標

いつも明るくはきはきとものが言え行動 し、ればり強く最後までやりとげる子どもを育てるO

O情操が豊かで、健康な子ども

o不合理や矛盾を許さないて真理を追求する子ども

o自 主的に仕事をし、最後までやりとげる子ども

以上を学校の目標とし牛歩ではあるが地域の支援を得て、同人協カヘき地教育にとりくんでいる。

五一紛

学 年
０
ん

■

３

１

４

１

”
Ｄ 6 計

学級数 T二

児

童

数

男 7 2 2 4 5 6 26

女 8 4 5 6 2 26

計 8 10 6 9 8 52



豊 島小学 校  13学級 393名     豊 島幼 稚 園   5学 級 95名

豊島は広島と今治を結ぶ内海航路の寄港地で、愛援県 と境を接する周囲 12胸に面積 5。2島ぽの瀬戸

内海の島で、産業は村橘栽培の農業 と大部分は小型漁船による(‐本釣 り。はえなわ漁法 )水産業が主

なものである。

しかし近年では 200浬 問題による漁獲の減少で、各地からのしめ出しに、漁業権確保の為移住する

家庭が多 く、過疎化現象が起 き、かつては近在にはまれな 1000人に余る児童を擁したァンモス校 も、

390余名 FC、 数年後には 300名 を害Jり そうで年 減々少の一途をたどっているのが現状であるo

特に漁業家庭では両親が揃つて3ケ月以上にも及ぶ長期出漁の留守家庭もかない多く、幼稚国・小学

校 ,申学校の子ども達の中には学寮で生活 している者、子ども達だけで生活をして通学、通園している

口
   者も50名余 りとなっている。

児童はいたって素直で、明朝であるカミ 基礎的学力と基本的生活習慣に課題があることから、子ども

_   達の進路を保障する為、基礎学力の充実に努め、学力の向上を計ることを主題として次の様な教育目標

をたてた。

教育目標

ひとりひとりを大切にし、お二の立場や願後を認め合い、助け合い、補い合って学び、健康で明るく

情操豊かな子どもの育成に努める。

努力目標

1.基礎学力の充実

2.健康教育 (疾病予防と体力づ くり)

3.学習集団づ くり

4.FFl題行動の発見と健全育成

具体的計画

1.基礎学力の充実

o算数科指導主事の指導訪間を受け授業研究を進める。

0計算力と漢字の読み書き能力調査を期末毎に実施するO

2.健康教育

0業間体育 (毎 日15分問 )を設定 し、体力づくりに努める。

0体カテス トを実施 して、その診断をし、体力についての自党を高め4。

o給食の偏食を矯正し、食が残 じをしないように給食指導を行 う○

o給食後の歯みがき、 うがいの励行をする。

3.学習集団づくり

o算数科の授業研究で指導過程 と併せて学習集団づくりの研究をする。

。人権学習、学級会活動を充実する。

0児童会、委員会活動、学級の係活動を有機的に結びつけ「 わたし達の学校Jを意識づける。

4.問題行動の発見と健全教育

0児童を全戦員で細かく観察して記録をとり、全体研で問題を分析して、課題を設定する。

Ⅱ甘(彿



豊浜 中学 校 紹 介

1.本校がパズ学習を取 り入れた動機

辺地のため経験の幅、言語量が貧弱で、濃極的になりがちな生徒の実情を克服 して主体隆を身につけ

け、意欲的に学力を高めるには、生活態度の確立なしには学力の向上は望めない。人間関係の好転な

しには生徒を変革することは困難であるとい つことと、教育の進展は父母や地域住民の理解 と緊密な

連携が重要であるという考えのもとに、地域住民に教育に対する関心を深めてもらうためにゆさぶ多

をかけるとい惨ものであつたO

2.本校におけるバズ学習のあゆみ

o復習バズ  毎 日放課後 30`れ 生徒の教科委員を中心に復習バズにとりくむ。(昭和42～ 45年度 )

。町内バズ  地域父母の教育に対する啓蒙 と学習の手だてをつかむことをねがい町内パズにとりく    
′`

む。 (曜泰 40～ 47年度 )・

0学校生活でのパズ学習  清掃、クラブ活動、生徒会活動の中へ積極的1/CIバ ズを活用し、給食教育    し

の徹底をはかる0(昭f涸 47年度 )

o地域課題をふまえた道徳教育 「道徳授業にかける指導法の研究Jを行なつ0(曜郷48～ 磐年度)

○創造力を高めるパズ教育 「地域課題をふまえた指導のあb方』にとシ〈む0(昭和磐 ～53年度)

3.本校FFtおける公開研究大会

曜租 43年  2月 21藝  第 1回バズ学習研究大会

略雅 43年 11月 22爾  第 2回バズ学習研究大会

曜都 45年  1月 23日  第3爾バズ学習研究大会

曜郡 4b年 19月 28猥  第 4回バズ学習研究大会

曜群 46年 12月  3難  第 5国バズ学習研究大会 ・

曜番目47年  3月  :日   第 4回全匡l´
ミズ学習研究大会 (第 6回バズ学習研グEIた会 )

昭和 47年 10月 20日  第 12回広島県へき地教育研究大会 (第 7回バズ)

昭和 49年 10月 24興  広島県道徳教育研究大会 (第 7ロバズ学習研究大会 )

1轟和 50年 10月 ::爾  全国へ羞地教育研究大会(第 8回 バズ学習研究大会 )

躍摯 51年 11月 26日  第 9回バズ学習研究大会

霧鵞 52年 11月 17日  下島地区秋季公開研究会≪第 10回バズ学習研究大会 )

4.生徒の地域別通学状況                                     r、

地 域 山 崎 小 浦 内 浦 立 花 大 浜 学 寮
合 計

徒歩 鰺 徒歩 渡船 渡 船 徒 歩 徒歩

1年 8 30 7 8 2 10 66

2年 7 59 17 3 6 3 96

3年 3 49 17 9 2 5 86

合 計

¢

18 138 41 5 23 5 18 248

7 56 17 2 9 2 7 100

菫一織



′ 豊高校までの 30年の歩み

1,本校は、今年 4月広島県立大崎高等学校下島分校か ら、分離独立 した高校であり、昭和 23年に昼

間定時制 として発足 した。

設置学私は、農業科 (の ち園芸科 )と 生活科 (の ちに家政科 }で あり、地域産業の中心である。

かんなつ裁培の後継者育成を主眼に、施設、設備は全額地元負担で、地元民の勤労奉仕でつくられて

いった。 しかし、昭和 46年度、 国芸科入学生が 10名 となり、 しかもかんなつ産業の不振から、島

内にとどまることのできない状況があるなかで、地元中学の希望調査を勘案 し、より広範に対応でき

る学科として、普通科への転換をはかったO(昭和 51年 に家政科募停により普通科 2学級へ )

2.本校の 30年間の歩みは、 この地域の教育課題、教育要求の歩みでした。

島であるが故に、差別と分断のとりことなり、教育疎外を疎外と感 じなくさせられていた歴史、そ

うさせていたものに対する怒 りが真に地域高校として根づ くための取り組みとなっていった0

勿論こうした取 り組みは、分校に対する、社会意識としての差別観念との開いであり、私たち自身

その方向性を_見失っていた時期もあった〇

こうした状況に対して、明確にその方向性を示 してくれたのが、昭和 44年度豪初に起きた、財称

語差別事件と、それをめぐっての部落解放運動の高まりの中で、私たち自身がかかれていると立場の

認識ができた時でありましたO

3。 本校 1/Cかける教育内容の創造、進路保障の取 り組みは、まず生徒の枠組みの中に迫ることから始峰

られた。つま り、われわれ教師は、自分の都合のいいように事実と所見を混同じて生徒をとらえてい

ることに気付かされ、個 の々生徒をとらえきる取 り組みとして、新入生に対する中学校からの聞き取

り、度重なる事例研究の実施、生徒の親たちの意識変革をはかる場として、春、秋三度の地区別懇談

会、学校と家庭とを結ぶかけはじとして、PTA機関紙「かけlrlし」の発行を進ぬてきた。

その間、昭租 46年 尾三地区高校分校部が結成され、私たちと同じ状況で「申吟 している仲間のいる

ことを知り、横への運動の広が りを得たO(以後、教科別の研修会、夏の全員合宿を続け、今年度独

立校化に供ない解散。 しかし、その精神を発展 し、広島県解放研究 (高校部会 )の発足 )

しかし、私たちの様々な取 り組みも、学力保障につながる授業の中味に、さしたる進展がみられな

かった。「 わかる授業Jの倉J造 をめざす取 り組みが、生徒が「 わかりたいと思 う授業」からかけ離れ

ていた。

4.昭和 49年度の入学生が、ある課題を提示した時、「先生、班でやっていいかJと いうFn3ぃ かけを

してきた。中学校で何か学習法らしきものを身につけているらしいということで、中学校へ出向いた

のが躍禾露50年 2月 のことでした。

昭和 50年 5月 から、 50分授業を5分問短縮 し、撮除の後 l・C30分学活を持つ露程に踏みなった

以後ゝ朝バズ→教科授業→ 30分学活→家庭学習とい多学習のサイタル化をめざ
｀
す取 り組みを続け

てきている0

真に地域高校 として根づくためには、地域の課題を踏えた教育内容を倉む造 していかねばならないと

いうことから、自主性、協調性、創造性を本校の教育量標 としている0

五一綺)
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1.一貫態勢づくりの意義するもの

小学校の立場 よりとらえられる一貫態勢教育の現状とその反省

一一一船場小学校 (市街地校 )の実態を中心に

同和教育の面から

0幼・小 。中の異校種問研修のねらいとその実4青

0幼からだヽ、4ヽから中をつなぐもの、地域社会の中で

:曇曇:雲量
す竺>リンンマ

生活指導の面から

0児童生徒の問題構造 と生活指導

0児童生徒の愛護補導 学校―PTA一地域社会

0漁極的な非行防止から、積極的な社会の一員としてのあるべき姿ヘ

学習面 (特に言語認識 )か ら

。小学校教育の実態と幼・中に望むこと

o保護者からみた幼・小・ 中の教育から

o解放への学力づくりをめざして

‐貫態勢づくりの視点から′鮮 校教育を見直して

o横わりの学年中心主義に、たてわりの教育を

・奉仕活動  ・児童会活動  ・校外児童会

・子ども会活動

0同和教育における小学校内での一貫態勢を

一貫態勢教育のあるべき姿の模索

o高校入試をめく
い
って

0姫路の地域性

分 1-tll… 1

(D

9

(3

3.

4.

第 1分科会 (一貫態勢づ くり )

幼 ・ 小 。中 教 育 の 共 通 の 場 を 求 め て

兵庫県 姫路市立船場小学校  三 村 寛 次



第 1分科会 (ヽ 貫態勢づ くり )   1
-貫教育態勢づ くりの具体的な方向付けを模索する。

兵庫県 姫路市立自鷺中学校 山 本 亀 夫

1.は じめに

教育とは、いうまでもなく、人間の教育のことであり、知・徳・体の調和的な発達を遂げる人格の

形成者として、価値ある目的意識に貫かれた人生を生き抜く人間を育成することであるO同和教育も

「 人間尊厳の真実を貫き、その事実をつくり土げていく教育はどうあるべきか。教育の本すじはなに

かOJを追求するもf70で、どう生きていくべきかを考えるとき、その根底に「 差別を許してはならな

いものである。Jということを基盤にすえなければならない0したがって、生徒ひとりひとりに応じ

て、ひとりひとりを生かす指導に最大の努力をはらわなければならない。さらに生徒は未来に無限の

可能性を持っている。その可能性を追求するためにも、毎日生きがいのある生活をさせたい0このこ

とをふまえて、一貫態勢づくりの方途を考察してみた、

2.本校の地域の実態

(1)姫路市の中心部を校E/1に もち、かつ大部分が商業を営み、一戸独立の商業地域で、戦業構成も多

JFnに わたり、土着の住民の少い所で、経済的にも上下の差が大きく、在留外人家庭もかなり多く混

住している。

121 城下町として栄えた町でもあるので、大本たちの意識の根底に深く食い入つている身分意識 (社

会の階級構造を反映している意識 )が生活の構造の中につくりあげられている0子どもの民主的成

長をはぼむ地域社会 (特に家庭 )の条件が子どものパーソナリテイのうちに内在している。

431 地域社会を支配しているさまざまなものの見方、考え方を子どもたちは受けとり、そのパーノナ

リテイのうちに定着させている。むしろ人間解放を阻害するものをもつ0

44b か っては他校区から越境通学生が多く、いわゆる有名高校への進学率が高く、名門校といわれた

意識がまだ消えないている。うらがえせば、学習結果にこだわり、子どもの生活基盤が「 競争」と

「 せきたてられJにあり、利己的な保護者や子どもが多い。

3.地域の教育課題

(D 主体性、可能性を促進する

0学習や生活の場のあらゆる面において、現実の問題をみつけ、互いに認め支え合い、励まし合 ,

ことによつて、みんなで解決する方法を仲間とともに考え、それに基づいて行動できる主体的な

子どもを育てるO  ″

0学習や生活を通して生きて働く力を身につけさせ、可能性にいどむ子どもを育てる。

0同和教育の場で認知が先走り、態度目標としての行動力、実践力が遅れるという知と実践のズン

を克服するため認知獲得と態度形成過程における望しい経験獲得をはかる。

121教師の姿勢

分1-421,1

へ
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知識の獲得の過程が個人の関心や興味や経験と深い結びつきを持ちえないというとこうに「落

ちこぼれJという学習不適応児たちを生み出す原因の中つがある。

学習課題が子どもたちにとつて興味あるものであるというだけでなくも学習意欲を持続、強化

させる学習指導が必要である。

兵庫県でも生涯教育を提唱している現今、学習意欲は自らの学習計画をたてることのできる人

間というときの中心をなすものである。学習意欲はまさに学習を推進していく力である。特に小

学校段階ではゝ拍象的なヨドバで思考をすすめる以前において、自分の持っている経験による裏

づけやイメージに結びつけ、それを変容していく指導カミ必要である。そうすることによつて.圏

有の「 知的装置Jを訓練し、単に知識の受容器としてでなく、それを修正し、発展させていく習

慣がつく。

つまり、学習者にとって、知識が自分以外にあるのではなく、自分自身を変えていくために存

在するものであるということを学ぶことになる。

③ 白律性の育成

自発的学習態度は自律性の問題である。人間には自ら成長しようとする欲求があると認めなけ

ればならない。この欲求が自律的に働《ようになるのは,小学校高学年以降であるとしても、そ

れ以前の子どもに対してもこの欲求を育てる方向での適切な指導が必要である。

子どもの学習面ばかり気にしてゝ他の生活面を経視してはいけない。「 勉強さえしてくれれば

よい。」という親の態度が学習への自党を持たない子を作り出す甘いしつけを生み出す源である。

子どもの独立′二 自主性、自己責任性を育てる配慮が学習面に限らず、子どもの生活全般rcおい

て必要である。

●承認、信頼

人だれでも「承認されたいJ「信頼されたいJといつた欲求を持っている。この欲求が満され

ないと、より高次の「自己実現の欲求Jは発達しない。自発的学習態度を育てる根本的条件は

この承認 と信頼である。子どもを肯定的に信頼 し、承認することが、子ども自身自己の成長を

目ざした自律的態度を育てることにつながる。

6。 終わりrc

どのような社会においても自分の力で生きていける人間、個隆的な適応と自己決定の力をもつた人

間そのような生きる力を持 った人間を未来に生きる人間と考えられる。人間は自分なりの生き方をつ

かみとり、自分のやり方で歩むほかない0その方向は社会や周囲の人々静ミ決めるのでなく、自分で決

めなければならない。教育はこのような自己選択的な方向決定に対する援助活動であり、それによつ

て個人の中に主体性という羅針盤をつくり上げることだといえる。

分1■②-4



第 1分科会 (一 貫態勢づ くり )

研究主題 にかか わ って

一 その模索の方向付けは 一

豊 高 校 区 教 育 推 進 協 議 会  横  手  二 重 子  (久 比 幼 )

はじめに

本研究集会の研究主題である「 地域の教育課題をふまえた教育内容の創造Jを 目標にかかげ、その目

標に迫るための基盤としての幼 .小 .中 .高一貫教育態勢づくりをめざして、広島県豊町 .豊浜町の両

町に所在する全ての学校教職員が結集した教育推進組織が「広島県豊高校区教育推進協議会Jである。

しか颯 このテーではひとつの見通しを立てたものにすぎなく、具体的には何一つ実践として報告で

きる内容を持ち合せてはいない。

したがって、本研究集会にかいて、先進的な実践を積んでこられた方々から多くの示唆をいただき、

今後の活動の具体的な方向付けを明らかにしたいと願っている。

結成に至る背景

今春、豊高校区教育推進協議会が結成されるに至った背景としては、次の二つの要因があった。

その第一は、昭和 44年に豊町、 46年に豊浜町 、それぞれに部落解放同盟支部が結成され、解放運

動が前進する中で、同和教育運動も高まり、両町共に、幼 .4ヽ 。中の教職員で組織されていた同和教育

研究組織の活動が活発になり、 日常的な研究活動が行われ、両町の交流も大崎下島地区というプロック

として、しばしば行われてきた。また、両町の小 。中PTAも 下島PTA連合会として結集されてい為

次に、早くからパズ学習の実践を積んできた。豊浜中、そして豊中。二方できびしい分校差別を教育

内容ではね返を,と した豊高校く今春まで大崎高校下島分校 )と 力、入学生徒の進路保障をめぐっての

連携から、塩圏芳久先生のご指導を一諸に受けるなかで、パズ学習を軸に、春季公開研究会は豊中と豊

高、秋季公開研究会は豊浜中と豊高と、共同で開催するところまで来ていた0

こうした二つの教育推進の流れが、両町教育委員会の物心両面にかける全面的なパ ックアップによっ

て∵本化されたのである。

いうまでもなく、その背後には離島なるが故に、永い教育疎外に呻吟 してきた地域住民の教育に対す

る深い願望があったのである。

地域の教育課題とは

今後の活動の方向付けを明らかにするためには、地域の教育課題とはどういう内容をもっているのか

を具体的に模索しなければならない。

そして、その前提として、まず両町の児童 .生徒をとりまく地域の実態を、とりわけ家庭状況を中心

に把握しなければならない0

この地域にかける産業は、広島における温 Jま みかんの主産地としてのみかん裁培が農業の全てである

分 1く3-1
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と同時に主産業である0

-方、豊島地区は、延縄漁業 。‐本釣漁業の県内最大の基地であり、その大部分は沿津漁業てはある

が、他県に出漁 してかり、 しかも家族 (ほ とんど夫婦 )に よる乗り組みである。

したがって、地域住民の 90¢以上は、 このどちらかに関係 していることになる。

その両者に共通 していることは、親がたとえ.在宅していても、子どもの生活とは完全にすれ違いの生

活であり、しかも、柑橘の生産過規からくる低
`面

格によって出稼ぎを余儀なくされてかシ、不在家庭の

全体に占める書J合はますます増大 している。

こ多した状況の中で、児童 .生徒が従来は家庭で獲得されるものとしてきた、基本的な生活習慣が充

分に身に付いていない現状がある。

ご     特に不在家庭にかいては、対話の久除からくる言語能力の未発達がみられ、また、そうでなくても、

TVな どに時間がさかれ、家庭での対話の機会静ヽ大中に減少 している。

一方、過疎化現象が進む中で、自己中心的な発想も強くなり、 よその子はよその子とする傾向があり、

問題行動等にも、見て見ぬふ夕をする場合が多くあるO

また、地域産業の不振は、地域の将来展望を暗いものにし、青年層の島内定着の条件をなくL住 民

の老令化に拍車がかかっている。

たとえ、若者たちが島内に残りたくても、義務する場 もなく、親たちも後継者になってくれることも

菫めない状況の中で、過疎化が進行している。

このような実態の中で育つ子どもたち力ヽ 足元をみつめることができなくなっていくのは当然のこと

であろう。

そ うした現状打開の方策は、政治をはじめ種々の惧I面 から考えなければならないことであるが、教育

の分野にかいては、基本鯰には次のような目標の設定が必要であろうと考えるO

それは、よりよい地域社会を創造することのできる子どもを育てることである。すなわち、現状から

将来を見通すことのできる、科学的な思考力をもち、新 しい価値観 (人生観 )を 身に,け、協同じて社

会に立ち向い、誇かの持てる地域社会を建設できる荷負い手を育てることである。

私たち教師が、そ多した目標達成のために、当面何をしなければならないのか、その具体的な中味が

「地域の教育課題理 ということになるであろう。

その視点は、家庭と学校を有機的につないている地域社会の変革も含めた、いわば三者の統合された

教育活動とは何かに焦点をあてたものでなければならない。

少なくとも、私の子どもから、私たちの子どもとい う発想へ変革した地域づ《夕が、その基盤となら

なければならない。

し     そうした状況をつくり出すために、まず学校教育にかいて、地域 ぐるみの取 り組み、すなわち、地域

の幼 .小 。中 .高の一貫した教育態勢づ く)がなされなければならない。

そして、私たちの立場から言えば、なによシも児童 .生徒の変革を、具体的な教育実践の中でめざじ

ていくことである。

基本的には、そのよう1/C考えたい。

分1くe-2



幼 .小 。中 .高一貫教育態勢とは

前述のように考えを進めていくと、幼 .小 .中 .高の一貫した教育態勢づくりは、当然のことと考え

られる。

また一方、子どもの側に立つと、一人の子どもが、幼 .小 。中 .高と成長して行 き、自己実現のでき

る社会人に成長 していくのであるから、常に一貫態勢でなければならない。

言いかえれば、教育が子どもをf申ばすのでなくて、逆に駄目にしている現実は、さまざまな問題の起

きている現実は、学校教育にかける一貫性の久除にも大きな責任があるのではなかろうか。

また、今日、すぐれた教育実践を積み上げている学校はゝ殆んど例外なく校内に一貫した教育推進態

勢が整っている事実も、これを裏付けるものであろうO

それがより拡大され、一方では地域 ぐるみに、一方では、幼 .小 。中 。高にとなれば、これは当然す    こ

ぎるほどの必然性を持 っているも

しかし、それでは、何が一貫性なのか、その具体的な課題はまだ明確になっていないし、その模索す

ら、今始まったばかりであるc

また、それカミ示 している内容は多岐にわたってかり、とても包括的につかむことは困難なことでもあ

る ,たと思われる。

観念的には、教育基本法、そして学校教育法に示されているが、その目標到達のために、また、先に

述べた地域の教育課題を果たすために、当面どこから始めるべきか、はうなりしていない0

ただ、その道すじは、児童 。生徒の全人的な発達を願う、′

'ズ

学習に見えてきはじめたところと言え

るくわろう。

わわりに

は じめに述べさせていただいたようl・C、 本研究集会に参加された方々から、さまざまな御指導を受け

る中で、なにか一つても一貫した取 り組みが始められることを期待 している。

分 1-判卜… 3



第 2分科会 (

学級集団づ く

学 級 集 |

りをどのよ

団づ くり )

うにすすめるか。

兵庫県 姫路市立城南小学校

1.は じめに

子どもたちみんなが生き生きと目をかがやかして授業に参旗臥 校F電 を出る時には「 楽しかった、

こかったJと満足した顔で帰っていく学校や学級でありたいと願っている。

それにもかかわらず、最近では、学校ぎらいや登校拒否、無気力でやる気をなくした児童生徒が多

くなり、非行にはじる傾向がある。この原因は種 考々えられるが学級における人間関係がつまくいっ

ていないことにあるといつても過言ではない。

学級内に望ましい人間関係を育てるためには、競争を原理とせず、教師と子ども、子どもと子ども

の心のふれ合いを大切にして、協力しあい、お互がはげまし合って学習や係活動に参加できる学級集

団を意図的、計画的に組織しなければならない。

2.望ましい学級集圏をつくるために

(1)集団の目標を持つ

学校の目標←一一→ (学級目標 )一 ―
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子
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目的意識化されたもの

絶えず高められるもの(地
域の実態

)

教 育 目標

(場

(3i

||

(協力と努力によって違求される目標 )

班 編成

       _シ ョ   

ヘの参    問題場面 一― 問題解決の力  え

i志の交換  ふれ合い  認め合 う  感謝

(学習効果を高める。人間関係を高める)                     L

教科指導の充実

授業の中でこそ豊かな人FE5が育つ

“

)教材の研究 ¨ …̈…・・・学習内容の精選.課題の明確化(学習の手事|き 、学習1の しおり)t  f

韓教育機器の活用・・・・・"授業の効率イ鳳 貝「時評価

いパズの導入 "……・・"・ 全員参加、コミユニケーシヨンの方法を知る(態度を育てる)1  .

⇔特設時間(7校時バズ)の設定 "・・・生活の点検と学習の援助

分2す(0■ 1

集国の目標



総 教師の学級経営の姿勢

教師の人間性を高める →学級づ くりへの意欲 →支持的風土ときびしさ →指導の一貫注

3.研究経過の概要

(■ 学級の実態を明確 t・
C把握 し、問題点を知る。

0前学年の反省 0新学級に対する期待 ○新 1霧担仕F85の連絡 0家庭訪問

0標準学カテスト ○ソシオメトリツク・テス トによる集翻構造

⇔ 学級目標の設定 と組織づ くり

◎目標 (め あて)づ くり ○自分の努力目標 ○班 (学習班、生活班 )の目標 0学級の目標

◎班編成 0男女混成、集国内異質、集団問等質、4人を原則

0役書J分盤、係活動の決定(学習班、生活班、リーダー )

o轟成替えは 2カ 月毎 (4月 、6月、 9月 、 11月、 1月 )

o編成の方法‐―― 仲よヒ 教師による、係中心、班長選出、自由・―・・…

(3 生活態度、模範の育成

バズノー ト、驀番翼誌、作文、日常生活の中から悩みや問題点を知る

A子について・……「私ばっかりJの作文より

o本人・・・・・過保護、自己中心的な考え方、学力は中上、身体的欠陥はないが行動がにぶい

o作文の内容 (事実 )に対する考慮 問題点は何か

0学級鍛取組み・・。今までの反省、A子の願いrc対する班や係の行動.A子に対する願い

o教師の手だて・・・学級づくりのあまさ、 AttllC対するかかわり、家族との連絡、班の指導

(41 学力をつける

授業 一――一一二7校時バズ(復習と予習課題に対する学習方法等 )

(隻
量馨責F属置

)カ
ンL瞳 集

匡 詈

=暑

II:1111こ
に対する

4.ま とめ

学級づ くりは、教師 と子どもとの根比べだと言われる通 り、一つの問題が解決するとまた新 しいFn5

題があらわれる。これが生の学級の姿である。悩みと期待を持ちながら教師は豊かな人間性を持った   ,

子どもと望ましい人間関係のある学級集団をつくるために熱意 と創造を持つとともに、教師集国が同

じ基盤だ立 って一貫性ある教育をすすめることが大切である0

5.提案する問題

(D 学校生活の中に家庭環境や性格からのFnl題行動が起ころが、このような子どもの指導にどのよう

にかかわったらよいか。

(0 形式的rcは組織づくりができた力ヽ 実践面で子どもの点検活動のあまさや価値基準のちがいによ

り、集団が高まらないがどうすれば=よ いか。

分 2-(■ -2



1。 1年生の学級集団づくりはどう考えたらよいか

校舎新築移転に伴って、学区の一部変更があったOそれまでは、 1学年 1ク ラスの小規模校であり

入学前保育図で集団生活をしていた者が、学校 という場に生活を移 したにすぎないという感じであつ

た。 しか私 本年になつて、他の保育園からの入学、 1学年 2ク ラスという今までにない経験を子ど

も達はしなければならない0何 となしに集団を作っていた子どもたちは、新しい集国の中で新 しい経

験をしなければならないのである。

そこで、 1年生なりの集団づくりを手がけているわけであるが、自己中心的未分化な子どもたちを

学級集圏を媒介にして協力精神に基づいた自主的な活動を通 じ民主的人格を育成するという目的をか

かげ実践 したところで、形式的にそれが可能であっても.、 子どもたちが、それ′に価値を認め実現のた

めに積極的lrt活動するということは期待できない。学級集団づくりはかくあるべしということばとし

ての計画や学級像は描 くことはできても、子どものめざまし椰活動を期待することは不可能に近鳴

そこで、 1年生の学級集団づ くりは、子どもたちが、自らの手で学級集団づくりを意向することを期

待する学級経営の在り方ということになる。

2.開かれた学級が学級集団づくりの基本ではないか0

入学式を前に、子どもたちひとりひとりに夢と希望に胸ふく

らませて学校に来られるように手紙を出すことから学級集団

づくりを始めたO

また保護者に対しては、学級だよりを毎週発行することに

よって、開かれた学級Ftす ることを考えた。開かれた学級 と

い うのは、

(D 教育は、教師の独占行為ではないという考え方に立つ。

(a 教師と親が共に学級を見るという目を持っている。

(3 親は、 うちの子どもそあると共に学級の∵員であるとい

う認識を持っている。

い 教師・親・子どもの三者が、みんなでみんなのことを考

えるという姿勢がある。

451 親も教師も要求が素直に出せるというなっかけがある。

親と教師が共同で学級集団をサポートすることである。その意味では、学級集団づくりを教師ひと

りの仕事にしたり、教師のひとり上がりにしてはならないと考える。「 お願いしますJ 陶 |も 受けま
・            分2引の‐1
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2分科会 (学 級経営 )

学級集団づ くりをどうすすめるか

1年生の学級集団づ くり

豊川市立千両小学校 丸 山 正 克



した」という契約行為かり、共に学級を見つめるという風土の中に学級集団づくりの基本があると考え

えている.

3へ ひとりひとりを認めることが学級づ くりではないか○

リーダーが居て、ある提案をし討議をし、タラス全体がそオ1,に応呼じ行動する。確かにすばらしい

学級集闘であろう。 しかし、気がついて見ると、ひとりひとりは陰 FCか くれ、ある種のリーダーによ

って学級が動いてしまつているという経験がある。これで望ましい学級集団と言えるだろうか。

1年生の学殺集団づくシは、みんながみんなを認めあう、支え合 う態度づ くりだといってもよいの

ではないか。ひとりひと夕を認め合 うというのは、親も教師も子どもも必要である。そして、その子

どもなりの成果を認めてやることが、学級集麗づ くりそCDも のであると考えている。

(1)ひ とりひとりを認めるとっかけを作る

カルテの作製をし、 とり組んだ事実を認めそれを大切にする。望ましい行動の模倣を奨励 じ同一

視傾向を強化する。学級だよりを通 して家庭でもひとりひとりを認めるきつかけを作る。

121 集団の一員としての自党の芽を育てる。

「 量ようのお手本Jという役割行動を全員経験させることによって、全員が リーダーであるとい

う自党の芽を育てるとともに、集団の一員 としての望ましい行動を期待する。

紗 他人を認める発言のしかたを指導する。

「○○さんちよっと違椰ますJ「 も,すこしくわしく言いますJというような形式の発言をさせ

ることによつて、糧手の考え方感じ方などを認めた上で、自分の考えを言わせ、常にみんなを意識

させることにつとめる。また、それを通 して、みんなに意識されている、つまり集団の一員である

とい うことを感じとることを蟻待 したい。

1年生の学級集圏づく りというのは、教師の定めた路線にしたがって子どもを整然と活動させること

だろうか。望ましい行動を期待 し、形式を整えたり組織や規則を作ったりすることを否定するわけでは

ない。 しか私 きわだ つた形式や組織がなくても、学級集団づくりに必要な意欲や態度を育てることが

結局は、学級集団づくり、に欠 くことのできない側面であろう。

わたしの学級集団づく夕のれらいは「みんなで支え合い認なあって傷事にも意欲的rc取 り組む集団J

である。工亀50程度傘障害児がひとりで水泳の練習をしていた。水に顔をつけるごとすらできない。

すると、だれかが行らて鐘アドバイスをしている。 10日余り、ビ管卜板を使らてどぅゃら伏面ができ

るようになった。「 これで、■んな泳げるようになったぞJと言った時、「 ワーイ」とクラス静二あげた

かん声が、ささやかなわたしの営みを支えている●

分 2-(秘 -2



第 2分科会 (学 級経営 )

学級集団づ くりをどの ようにすすめるか 0

未 村 政 直 く豊浜中)豊高校E/1教育推進協議会

1.は じめに

子供達が学習活動を行なう上で学級集団が及ぼす影響は大 きい○まとまりがあり、1相互が強い信頼

感で結ばれている学級にあつて子供達は安定感を持ち意欲的な学習活動カミなされる。 しかしながら、

そのような学級集団は初めからでき上がつているものではなく、子供と子供、子供 と教師が作り上げ

ていくものであり、ここに教師が学級に果たす役割の重大さがある。幼・小 毒中・高の教師力い 同に

会して、個々の学級の実態のもとに、どのように学級集団を作るか、またそのためにどのような方策

をとればよいか、集目にとけ込めない子を中心に考えてきたOその過程で共通理解を得、むずか L″さ

も再認 した○

2.実 態

学級集団にとけ込めない子は、現象的に 2つ に分けられる。その一つは、自己中心的な行動をとる

子 (き ままを通す子 )と 逆て、自分を表現できなくて存在を無視されているような子である。自己中

心的な子は、年少では、きままを通そ うとし、年長では自分の意志を決して曲げようとせず言動が浮

き上が り嫌われる。表に出ない子は、自分の考えがうま〈表現できなかつたり、対立意見があると獄

を開してしまう子で、ばかlFCさ れたりする。 しかし、学級にうちとけない子の周囲の学級集団にも問

題がある。失敗をばかめたり、自分達の活動の判断を教師にゆだねたり、問題行為を学級で解決でき

な軽0自 分も他人も学級を構成する一員で共1/t成長 しようとする意識が うすく伸良じグループで行動

する。

3.集圏目標

学級にとけ込めない子の背景を探ると、家庭環境・地理・ 性格・親の職業などからくる問題があり

教師力I働 きかけるところもあるが、学級集輝が有機的に相互作用をしていくことによつて解決できる′

ものが多い。相互作用し得る学級集団づ くりをめざして目標を設定 した。

●相手の立場を考えて発言や行動をする。

。人の発言をよく聞く. ・失敗したときに笑わないく人をばかめない)        |
o何でも議せ る。                               1 )

。わからないことをみんなの前rC出せる。 ・つまつたところでは他の人が競ける。

●やる気を起 こさせる。

・互いによい所を認め合いほめ合 ,。  ・成功の喜びを味わう。

4.手だて (実践例 )

教師がただ傍観 しているだけで子供が変容するものではない。学校生活のいろいろな活動場面 (授

業・ HR・ 班活動・係活動・学校行事 )で、幼・小 。中・高それぞれの発達段階に応じて適切に系統

分2-鶴… 1



的に教師が指導・ 援助する必要がある。

〔実践例 1〕

集団に入 りこめない Aさんへのとりくみ

(1)入学当時の実態

豊島小  1年

心入学当時、幼稚園の先生 より話をきき、見かけると声をかけていたので、走 って来て頭を下げる

ようにはなっていた0

o友達がいないく友達の名前がわからない )

o文字の読み書きができない0数を数えることができない○

oベルの合図で行動できない0(プランコにいることが多い )

0返事だけ「 はいJは小声で言える。

O友選から特男電扱いされている。何も言わない、何も出来ないと決めこまれている。

421取 りくみ

月 日 Aさ ん を め ぐ つ て ・集 団 づ く りの 中 で

412

4.18

4.鯖

5,10

6.1

6.2

。名前を呼ぶ。「ハイJと小さな声。後、

何を聞いても「
ハイJ皆が笑う。「 Aさん

は一」という者もいる。バカにしているの

が感じられた。

,襲会、みんな走って轟ている滲、 一人遊

んでいる。だれも誘ぅてあげる人がいない

。放課後、何十画書かせても字にならな棒

「 ダメジヤ」カミ農て、しまつたと思ったが

手かくれ′。 Aさん涙をこぼす○残 っていた

T君「先生がダメじや言うけんよ。でも宇

のようなのもあるでJとかばうo

o今 日やっと姓の 4字がノ‐ 卜4列かけれ

大きな丸をつけ、全員に見せると推手が起

ころ。「お母さんに見てもらいなさいね」

とだれかの声。

・放課後残っている時「 え、ええJと低い

声、́いつもなら「 やかましいJとすぐ言う

C君。「 Aさ ん読みながら書くようになった

でJと報告して来たO

・算数のドリル、カー ド読み、たまたま(■

がAさ んrc当たる。皆の前で初めて(Dが読

めた。

・人の失敗を笑わない。わからぬことはだ

れ′にもあることを話 し合 う。

t自 分が笑われた時のことを考えさせ、ど

んな発表でも笑わない約束をしたO

・ 朝の会で、 どうした らよいかを話 し合 う

Aさ んに限らず遅い友達に声を梵嬌よう

・思わず短気になつてしまった自分を恥じ

T君のノむ根にうたれた。

根気よく指導して軽かればならなことを

再認識させられたO学級の中に「 T君」を

ふやしていかなければ。

oAさ んの喜びを、自分のことのように喜

んでいる。

・ Aさ んの成長を暖かい日で見守っている

C君を感じた。

。一斉に拍手

分 2-(3)-2



。次にt41が当たるが、これも「 イチ」と読

む0皆笑わなかつた0

,朝、教室に向かっていると二人走って来

るO F早 よ来て」「Aさ んが字書いたんよ。

見てあげてJとのこと0

隣のBさん小さい声で「 シJ

略

(31 Aさ んのこのごろ

o文字・・・・・ 見て大体書ける(読めない )。 名前がひとシで書ける時もある。

o算・・・・・・・ 1～ 10ま で呼唱できる。具体物 3ま でわかる。

o黒板に書くことを好む0

oノ ー トを見せ築くる時、友達の中に入り、順番を待つ。

o時夕、人にいたず らができる。

0給食当番を喜んでする。

(0 課 題

oAさ んをとりまく時、してあげる、教えてあげるの意識が前面に出やすい0

o「 AさんだからJの声が出る。

o班がえする時、Aさ んにつく人が数人に決まる。

○競争になると、 Aさ んに対 してやさしさに久ける.

0教師のいないとき、充分
~m~倒

を見てくれる学級trc育 っていないO

oAさ ん以外にもAさ んに近い者がいるのではないか○

〔実験・Fl1 2〕

学級にとけこめない Bさ んへのとりくみ 豊浜中 2年

(1)Bさ んの実態

o一年時に隣の教室にいたことや授業に出ていたことから、じぱしば話をする機会があった0

0同地域からの入学者が他になく、気心の知れている友達が少ない0

o神経質なところがあり、人の目、表情を気にする。

o健康面で異状を訴えることが多く、久課がときどきある0

o語調があらく、人から誤解を受けやすい0

o自 分の考えを素直に言わないて黙 り込むところがある。

O毎土曜日、実家へ帰 り、平日は祖母のもとから通学 しており、家庭での対話が少ない。

粉 学級での取 り組み

Bさ んをとりまく学級の雰囲気 としては、まじめで海極的で個々が地道に活動 している。何かが

あつてもそれに対 して意見や考えを述べる者は少なく、許容しているのか、非難 して軽るかつか滲

ないことがある。したがって、 Bさ んをすすんで学級集団κ誘い入れてくれる者が少敬く、 自分か

らとけ込 もうとしても入 り口‐ti見つからないような状態であった○

そこで、学級でいろいろな活動を班中心に行なわせ、対話を多く持たせ、問題発見、解決をさせ

分2-(3-3

・黒板にやっと○○の二字が判読できたO

涌さないでよろこんでいる。



ることが必要であると考えた。一方、個別に教育相談の機会を多く持って援助することも大切だと

興監う。

。班編成・班長選出

男女 2名づつて4人班 とし、班長は班員FElで互in_さ せ、自分達で自分達の班をつ くるように指れ

o班活動・・…・学級生活のほとんど大半が班で行動する。

・清掃・給食・復習バズ 。1日 の反省

ある日の反省項目から・・・・・ F授業中手わるさをしているが直したらいい0」

放課後、事情を聞 く 班員「注意したらおこったが手わるさはやめたJ

Bさ ん「私ばかり注意してばかにしている」億外とあっさシじ嗜

o週間目標・・・・・反省項目より、各班が出し合って決める。このことは、班の課題が共通の課題 と

なって学級の目標に発展させている。

0新聞作り。・―・ 2班 で合作

∠
`電

量Я堡量:奮[曇:    し級)→ (学校)

種爾
成

o学力の充実

・試験予想蘭題の作成・・・・・朝の学習会 (定期試験前 )

・復習バズ (毎週一回 )

oン クアーシヨン・・・・・●●●●●●班で内容を提案 し、クラスで決定、係が企画、運営する。

Bさんの姿「
バスタツトJ・・・真赤な顔をして走 り回クス簿―インはほとんどBさ んがしていれ

「
バンーJ・ ………声をかけ合いながら抜けたポールをみんなと追 う。

(3 教師の連絡

教科担性制であるため生徒一人一人を理解 しにくいところがあるが、教師間の情報交換によつて

知らない一面が理解でき、指導の充実につながる。

5.反省・課題

o良いところをほめてやる(ややもするとくさすのが先になってlltめ ること静ミ後になるが、この逆

にしないと閉じた子供の意志は開かない。 )

0子供の活動をよく観察して理解をはかることによって適切な指導をする。 (ふれ合いの場 。資料

の確保 )

0いろいろな活動がダーム化しないように目的 (露 標 )意識を把握させ、指導の系統化を図る。

0集団に入 り込めない子と集団とのかかわりをどのように組織づけるか。

O話し方、話し合いのルール等ltt、 教科の指導を通してより充実 したものにする。

分2-6-4
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第 2分科会 (学 級集団づ くり )

学級集団か らはみ出さされている子 どもを中心に集団づ くりを考える。

兵庫県 姫路市立白鷺中学校  道

1.は じめに                                    ‐― .1

中学校における学級集団づくりは、教科担任制ということから道徳・特活を中心に毎日の学級準難

を通して行う場合と、各教科学習活動を通して取り組む場合とが考えられる。前者は、学級担任でな

ければ実践できなわが、後者は、教科担任が授業の中で行 うことができるであろう。すなわち、学級

集団づくりは学級担仕が主に努力すべきことであるが、教科担性といえどもかろそかにはできなぃこ

とである。そこで、学級担任としての″学級集置づくり″ではなく、教科担性としての″学級集圏づ

くりのすすめ方″について、理科の学習活動を通して取り組んできた実践から、本課題につぃζ考え

てみた榛。

このことは、中学校と同じように教科担仕制をとっている高校についてもいえるであろう―。,.

2.経 過

本校は、人口 45万の姫路市の中心部に位置し、商業地域を主として住宅地域とから成り立ってい

る。また、一部には少数ではあるが戦後の混舌L麟から¥|な 続いて住みついているバラツク住層地域が

あって、ここは主として外国人の居住地となっている。このような環境から学校の教育活動の墨潮に

崚、商業地域・住宅地域の人 の々考えがはいりやすいといえる。したがって、他の都市に見られるよ

うに、'教科学習活動のあり方には非常に関心が高いといえる。過去においては、友人を蹴落してでも

自分が優位な立場に立とうとする空気が強かったようである。バズ学習がねらっている協調雄:・ 思い

や夕などが育つ素地は薄かったといえるであろう。このような生徒の風潮も、高校入試の改善から、

一時は打破されようとしたけわ′ども、進学率の高まりがかえって塾通いの増加を誘い、正常化と従来

通りの二面隆の学習生活を広げる結果になっている。理科学習においても、実験・観察をからそかに

して、参考書などによる既成知識の暗記に時間を費すことが学習活動だと考えている生徒が多いこと

からもう力謗まい知ることができるであろう0

教科学習活動で暗記の多少を競 うような学習活動をとれば、必然的に脱落していく生徒がでてくる。

これらの生徒が｀落ちこぼれ″` となって、学習の場から逃避 し、学級の望ましい姿を
'こ わしていくと

棒える。将来に希望をもって学習している生徒では、何とか遅れ漱いように、と努力するであろうが

夢も希望ももつていない場合には、 これらの活動が相乗作用 となつてはたらき、だんだん手に負えな

くなっていく。バズ学習をとりいわ′ることによつて、ひとりひとりの生徒が自分の活躍θ場を得れば

楽 しく学習活動を営むことができる学級づくりが可能になるであろう。それは、実験 。観察の場であ

っても、実験・観察後の思考 。まとめの場であっても、 グループの中で個の活躍する面がわるからで

ある。                                     …

分 2-総… 1



理科学習におけるグループとしては、男女 4人の班編成とし、 4人の学習育
=力

は異なるようにする

のが適当と思 う0座席は、実験・観察、実験後の選、考 。まとめの活動、いずれの場合も、男子どう軌

女子どうしが並んで座るよりも、対角線に座るのがよいよう1/C思 われる。 しかし、 1学級の男女の人

数に差があるときは、学習活動をしていく上で問題を抱えている生徒が属する班だけは、必ず男女各

2人にすることが必要なようrC思 う●いわゆる｀落ちこぼれ｀の生徒と同じ整風のものが 3人で、 1

人が異雄という場合には、班の中でまともな話 し合いがなされないばかりでなく、他の班にも影響を

与え、ひいては、学級全体の雰囲気をこわすようになる。実験 。観察では、害]合い多まく相互作用が

はたらいているようにみえても、思考 。まとめとなるとグループの話 し合いから離れていく生徒が

｀はみ出た｀生徒の中には多い0このような場合のことを考慮 してグループを編成することも、教科

学習で学級集国づくりをするには必要なことである。

次に、生活グループと学習グルTプは同じがよいか、異なるのがよいかにつ棒て考えてみたい0現

在、授業にいっている3年生の理科では、生活グループ即学習グループとして各学級とも学習活動を

しているが、学級担性 との考え方、生徒憫 l々rc対する観察の相違、生徒の教科に対する得手・不得手

などがあることを考えると、.2つのグループは変える方がよいように思われる。 しかし、生活グルー

プでしつかり指導がなされてかり、学級集団づくりが努力されてかれば、同一がよいと思う。駒な見

方をすfl′ ば、生活グループが学級集国づくりに役立つようにしようと思えば、同一にすべきなのかも

知れない。また、教科学習活動の中で発表させる場合、風じ生徒が何回も発表 しないで、全員が一回

は発表する機会をもつよつに配慮することも` はみ鏃た生徒｀をつ く与な移ためにはたいせつなこと

である。

以上述べてきたようなことが、学習進度を急ぐあまり、教科学習では見逃されているように思 つ。

″落ちこぼれ ″から″はみ出てい く″生徒がでないようにするためには、教師の学書活動への配慮が

必要である。生徒にだけ原因をかぶせるわけにはいかないだろう0

メズ学習をと勢入れることによって、学級集団づ くりを目ざして教育活動を進めている現状の中か

ら、障害となっていると思われることをまとめると次のようなこと力よいえると思 うO

(1)学校のおかれている環境から受ける暗記を1主 とした知育中心が重点関心の教育課題 と協調整・思

いやりの社会性とを学習活動の中でどう関連づけて棒くか。

総 教科の内容指導だけが学校教育の使命ではなく、全人的教育を目ざした教科学習活動が必要であ

ることの共通理解にたって、教育活動を進める中で自らはみ出そ うとする生徒を指導する教師の考

え方・態度 (姿勢 )は ど

'あ

るのがよいか。

総 将来への展望を持たないで生活が荒れている生徒は、どのような質の班編成で学習させるのがよ

いか。

(4 生活グループと学習グループとは、同一がよいか○異なるの静まよいかO

3.問題提起

止鷲己まとめの 4項 目
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第 2分科会 (学 級集 団づ く

短 学 活 で 培 わ れ た 力 を 通

0生活ノー ト

o家庭生活の計画・反省

o家庭学習の疑問を課題ヘ

し た

愛知県

1)は じめに

生徒ひとりひとりの学力を高め、相互の人FEl関係を深めるようにと進めてきたバズ学習への取 り組

みも、今年で 13年目になる。そしてその間全教師が積極的な姿勢で取 り組み、共通理解のもとに学

習を深め、新任 。経験者を問わず同じ基盤に立ち進めてきたO

しかしながら、研究 13年 目ともなると高い次元への深まりを考えがちであるカミ年度当初の定期

異動のたびに、教員構成も大きく変化したOそこで、「 原点に立ちもどれJを合い言葉に、パズ学習

に対する体制づくりから再出発したわけである。

まず、今年の研究主題をどこにおくかについて年度当初話し合い、「短学活で培われた力を通した

バズ学習Jと決めた。そこで、全体会、学年部会等で、班編成・短学活・授業等各 の々分野について

過去の研究実践記録をもとに学習を深めた。その研究成果の上に立って、短学活・授業・家庭生活等

を密接なつながりをもたせつつ学習面・生活面にわたるパズ学習をいかにするかを、わたしたちの研

究目標において学習を深めることに決めた。

2.主題にせまるために

(D 方  針

短学活において培わ力′る生徒相互の人間関係 (社会隆 )、 望ましい生活規範ミ 自主的な学習態度

とそれに伴 うバズ学習の基本的なルールなどを日常の学習面や生活面に生かすことを考えなければ

ならない。そのために授業 と短学活 と家庭生活の有機的なつながりをもった体制づくりを次のよう

に考えた。

学  習

1義あ為学活|

0学習・生活目標の設定

o班からの課題処理

帰 りの短学活

一   「

○学習 。生活の反省

o課題処理

○疑問解決

分2-451-1
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ア・ 相互作用による自主的な学習や生活 轟標の設定 。反省の場 となる短学活を重視する。 しかし全

く白主的な活動は初期の段階では望めない0そ こで、節度ある効率的な学習や生活反省習慣の基

盤のできるまで意図的に課題を用意する。

ィ.朝の短学活にか軽ては、班か ら提示された課題 く躍日によつて科目の変更 )を学級全体で処理

する。課題を提示する班は交代する。その目の課題は、前日までには用意される。また課題は約

15分以内の時間で処理できる内容を考える。

ウ.授業にかけるポイント及び帰 りの短学活への課題の提示を行 う0

工.生活ノー トを使用 し、学校生活と家庭生活 との関連をはかり、計画的な学習生活の習慣を身に

つけさせる。

42)具体的な方法

ア.バズ学習への体制づくりの確立

oバズ学習の理論を学び合 う○

教師健だけでなく生徒領1に も理論を 1(「バズ学習のてびきJを利用 )

o基本釣学習ルールの徹底

0班編成の意味とその方法

・ リーダーを選ぶときの姿勢

,班になじめない生徒の指導

o班長 と班員の機能

o教室の環境

ィ.パズの意識化のてだて

生徒を自らがバズ体制づくりの問題点に目を向け、自ら解決 していこうという意識を育てる。

o学級の係活動の組織づ くり

o学級を高める級訓・週訓の決定

o個人の問題、班の問題、係のF・B題等を気がるに書けるような班 彗記 ざ単学ノー ト・生活ノー ト

てがくり。

o学級 。班・個人の諸問題を解決するために、積極的に話 し合える学級会

O学年の問題を話し合える組織づくり

ウ,意欲的な短学活参加へのてだて

短学活への参加度を高める要因は、 F短学活をしてよかったOJという溝足感であろうと思う0

こういう内容のある短学活にしてい く0

0短学活の意義について自党させる0

「
バズの手夢|き Jを剰用

0短学活のあり方を考え合 ,。

短学活の公開 (教師 。生徒 )

短学活の内容を問い直す。

o短学活の内容・形式を学級で工夫する。

分2-鱚 -2



○学習面では、短学活・‐授業・家庭学習との関連を、生活面では、短学活・学級会との関連を密

PvCす る。

島 学年部会・教科部会・全体会 との調整をはかる。

オ.少経験者の研究会・授業交換、短学活の参観を随時計画する。

力.年間指導計画 (夕1:1年 )

バズ学習体制づ くり 活学短

4

館
　切ヽ

ル
　
ロ

　

　

　

　

リ

一
　

り

　

　

　

　

く

ル
　
新
４　
　
　
　
　
　
づ

習

（の
　
　
　
　
境

成
鮮
難
　
型
麟

臨
繊
響
用
椰
孵

一列体型や班編成での

様子、違いを見る。

係活動内容の把握

5

・班編成 (暫定 )

/班長指導

|バ
ズの― ル

＼バズの意義

第 2次学習環境づ くり

。第 1回 目の班編成、授業

へ移行 (班の必要性を実

感させる。 )

)バズ学習を経験させる

!短学活の公開

意見交換 (学年部会 )

学習相談 (班 `個別 )

t授業へ移行できるよう

な体制へ

6

・第 2回 目の班編成

てびきで学びあう

係活動の指導 と評価

短学活の公開

生徒相互観察

短学活の見なかし

意義を自覚させる

7

・ バズに対する意識化

こうあるべtき だ

こうしたい

・短学活の公開

意見交換

指導のまとめ

分 2-修■ 3



キ.短学の内容

短 学 活 と そ の 指 導 の た め に (例 1年 )

短学活の準備をする。

・不要物をかたづけ、短学活ノー ト用意

・ 課題を黒板に書 く。

・何をどんな方法でやるのか確認 (係 )

課題に取 り組む
。まず自分で
。練習・テスト・調査など場合に応 じて

能率的にすすめる。

解答の発表 とバズの指示 (係 )

・ 疑間点・不明確な点を話 し合い確認

・不明な場合教科担仕へ質問を用意

・ ポイン トは 10分放課に短学活 ノー ト

に記録 してお く。

生活轟標の反省 (生活日記の記入 )

。何をどえ′な方法でやるのか確認指示係

個人的生活問題

・内容  班内の生活問題

学級・学校内の生活問題

個人

・交換方法  個人=班
個人一班一学級

朝や帰りの短学活、給食時、放課時を

利用 して日認を輪読する(問題討議 )

生活ノー ト記入の指示 (係 〉

・各自が家庭学習のプランニングをする
。科目、どこからどこまで、どんな内容

で何が重要か。
。短学活ノー トのポイントと合わさて検

討する。
。右ページに内容をメモする。

連絡事項の指示 (係 )

・すべての活動を中断 しメモの用意

連続 は生活ノート予定欄に記入
。係からの連絡や要望を伝達する0

・班内確認活動

明日持ってくるもの、調べてくること

約束など。

さらに翌朝確認

指 導 上 の 留 意 点

0第 6時授業者による準備指示と確認

。まず学習体需1にけじめをつけさせる

。個人でしっかりできるように

・共同思考に移った場合の体詣りづくり

のための QЮ Sttp.

・その日の授業でわからなかったこと

を教え合い、確め合い、自分のもの

にする機伝にするための QЮ Step・

・個人、班、学級の成長過程が記録さ

れてい く目記をね らう0

・単なる事実の記録ではなく、主張・

提案を具体的に書かせ る。

・ 目標達成、あるいは学習促進のため

に役だてる○

・個人の問題を全体の問題 としてとら

えていく0

・家庭で学習すべきものの課題や重要

事項、学習の方法を具体的に受業で

指示 してかく○

・学校の授業 と家庭学習を結びつける

接点として家庭学習のプランニング

をこの場面で行 う。

。内容、運営方法など学級経営におけ

る係活動が生かされるように工夫す

る。

・担仕所感・評価

徒

家

庭

学

習 |

課

題

班

・
学

級

の

課

題
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3.実践の中から

(1)生活にどのように生かしているか。

生徒自ら生活課題を見つけ、解決 し身につけてい く過程を日々の生活 リズムとして学びとら毬

よう「生活の輪Jを設定し、その完成をめざしている。

―

l

l

|    (家
庭生活 )

生活ノー ト

帰 りの短学活

ア.学級の週目標

生徒が学級の目標をいかに自分たちの目標 としてとらえるかを工夫する。それには班 日記、_生

活ノ
=卜 、毎日の活動のようすなどの中から、学級の実態にあった適確な目標を設定しなければ

ならない。またそれにともなう指導計画を立て実践される。さらにフイー ドバツクとしての短学

活ノー トの活用があげられ、 生活面における教育活動を組織化するように図っている。

イ.班目標

学級の週 目標を具体化 したものを班目標 としている。 これは帰りの短学活において、一日の生

活の反省を短学活ノー トに記入したものをもとにして決められる。一 日だけの目標 とはかぎらな

く、目標がある程度達成されるまで、その目標は二日、三日と続 くことがある。 これは、 目標を

決めることや形どかり反省しあうことだけに意味があるのではなく、可能なことを決め、それを

守ることに意味があるからである。 このように班 目標を生きたものにするために、弾力的にあつ

かい、日標を教室内に遂次掲示している。

ウ.反省および評価

どのような効果があったか、あるいは今後どのように調整して指導していくべきかを診断する

ために、短学活ノー トの反省欄があり、短学活の点検表がある。短学活ノー トにかける反省欄は

主 として自己評価 としての機能をもち短学活の点検表は、相互評価 としての機能をもつ0これら

の評価活動は、ただ診断することにとどまらず、どのよう1/C治療 (指導 )するかが問題になつて

くる。そのために生徒自身が自主的かつ協調的にとりくみ方を考えるような処方が必要となって

くる。そこで班内にかける話し合いや、班長会議で評価表を集約して、とりくみ方の問題や成果

などを検討する。これらの方法は単に目標をかかげるだけに終わりがちな活動を意図的に調整じ

意識化するうえtFc効果が認められた。
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課題提示

→ 1帰 りの短学活

朝の短学活

総 学習ではどうか

(学習の輸 )

(自 主的な課題 )

■ 帰 りの短学活

その日の授業で解 らなか った ことを教え合 った り、学習のポイントを確め合った り、学習課題

を解いたりすることによって、「 解 ったことJ「解らなかったことJを明らかにすることができ

家庭学習の計画、明日の授業への足がかりとすることができた。

イ.家庭学習

帰りの短学活で、家庭で学習することを明確にしたことをもとに生活ノー トに計画し、その方

法を確かにすることによってより充実 したものにする。

また、生活 ノー トに記録することによって、家庭学習を自らコノトロールする資料 としたり、

家庭学習でのつまづきを明らかにし、明日の学習への意欲づけを図 っている。

ク.朝の短学活

ある教科の授業で「どうも解多にくかったJと棒うことで、班で教え合ったり、話し合ったょ

うを課題や家庭での復習でつまづいたような課題を班でまとめ、学級全体に提示する。またその

課題内容を教科担任は知ることによつて、生徒の弱点を把握、次時への参考とすることができる0

工.短学活ノー ト

分2‐働-6
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0短学活ノT卜 の反省欄 より抜粋

数学の負の数をひくの計算があまりよくわからなかった。アの練習問題であっていたのもあっ

たけど、間違っていた方が多かった。だから短学活で-8-(-5)の 解き方を班の人 1/C教 え

てもらって解 った。家庭学習で他の間違えたところをやりなおそうと思っている。(原文のま鱒

オ.生活ノー ト

予 定 ・家庭学習の疑問点・重要事項

。家庭生活のようす

。等を書 く

９

１

Ω
リ
　
ー

７

１

家庭学習 時間 分 1.ABC

評価はどのようにおこなわれているか。

班毎に班長を中心に話 し合いで評価を試みている。

評 価 表
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4.今後の課題

わたしたちは、短学活で培われた力を授業・生活 (家庭生活を含む )に発展させるべく研究を進め

てきたが、まだまだ体怖1づ くりの段階で充分 とはいいされない。今後に残され′た課題は山積 している。

○学級経営にかける担色の指導と教科担任参授業における指導のずれ′の中で、主体的な学習をどんな

形で指導していくか。

o短学活にかけるマンネリ化をどう防く
゛
かO

o個人思考と集圏思考のけじめなど基本的なバズ学習ルールの継続をどうはかるか。

0班毎に今日の目標を守っていこうとする意識化は見られ′るがィ実行 。実践に移させる指導のてだて

はど多すべきか○

○班や学級での約束事が守れない生徒への突き上げはよいが、班の伸間への配慮が少なく、自分を同    t

一視 した評価で批判 じがちである。

0生活ノー ト、短学活ノー ト、班日記から生じた個人の問題や学級の問題を解決 していくための時間    金

をどのように生みだすか。

今後、わたしたちは、上記の課題解決のため、全教師共通理解のもとに強力な実践を続けたい。

分 2‐⇔ … 8



第 5

1.は じめに

本校では生徒の自主性ゞ相互作用を養 うため

兵庫県 姫路市立高丘中学校 松

分科会 (

地 域 社 会

特設バ

と結 ぶ バ

ズ )

ズ学 習

の形式による教育体制のもと、自他共に高めるべ〈努力をしてい     
。

具体的には各教科におけるパズの他に、 7校時を設け、教科の復習パズ、生活反省バズを行い、相

補的な関係をつくり、さらに7校時バズでの過程を地域にもつていき、町毎によつて学年の枠をはず

したオープンなパズも行なっている。その進展として各町には、地域生徒と保護者による自主活動の

ための中学部会も活動をしている。か〈して学校教育、社会教育ゝ家庭教育を支える支点としての町

バズが効果をあげ、三者のパイプ役を果していると思われるO

2.町バズ実施の現況

0 町バズのねらい

① 学校、家庭:地域を結ぶバイプ役にするO

② 父母の目を自分の子だけでなく、地域全部の生徒の上に江がせる。

O 集団の相互作用により、人間関係を高め、個人の発達と集団の成長をねらう。

④ PTA活動の正常化、活発化をねらう0

⑤ 中学部会を通し、地域の社会行事に参加することにより、地域社会への連携を進める。

0 実施方法

① 日時 木曜日 午後3:20～ 4120(会場により時差あり、弾力的運営を行なう0)

② 内容 a学習バズ 3120～ 4105(45分 )   反省パズ4105～ 4:20(15:が

0学習パズは、課題方式とし、各学年毎に町バズ委員が教科の担当を決め、輸番で課題プリント

を作製する。 (町バズ係の先生が指導する)

0プ リントは 3教科(9教科を3回に配分 )を集め、 45分の復習分に収める。配布の都合上プ

リントは各タラスで、パズ委員が配布する。正解答は明金躍日の朝バズで委員が行なう。

o反省バズは、その日の町バズの反省の他、校外地域生活での反省、良かつた行為の発表もさせ

る。他に野lllでの行事の話し合いもある。

9 参加方法

0生徒 6校時が終了臥 清掃後公民館に直行し、終了後はそのまま帰宅する。

o父兄 輪番による責任当番告1で、生徒の出欠確認、町バズ日誌の記入、その日の状態に対する

意見発表、欠席の多い生徒の家庭への連絡、公民館の整備、戸締り等0

o職員 各町担性は可能なかざり復習バズの指導、生徒役員の助言をする。課題プリントの事前

分3-(D-1



指導、生徒からの相談に応じる。

出席父兄との対話を可能な範囲で行ない、学校 と家庭、地域 とのパイプ役にな為

⇔ 実施時期 (下記以外 )

短縮時、長期体業中、定期考査中、学校行事の場合は

止する。

3.町パズ日誌の形式

右に示す日誌は町毎、学年毎に町班長、町の父兄が記入

する.

4.町別中学生部会 と非行問題

10年の積み上げた伝統の発展として各町単位による地

域 く
い
るみの自主的活動が盛んになつてきた。各町毎に地域

中学生部会結成へ歩みを続けている。具体的には姫路城や

書写山の清掃奉仕作業、テンピ局見学等の社会見学、キヤ

ンブ、海水浴、栗拾い等のリクリエーシヨン、野外活動ヘ

と保護者からの働きかけ、生徒の自主的運営などにより、

自分の子どもだけでない地域の子どもへの親近感、逆に生

徒からは、自分の町のかじさんへの信頼 と責任感が生れる

ようになつてきたOその成果として非行問題などは年ごと

に減少 してきたO

5。 同和教育における野バズでの役害』

本校におけるバズ学習推進の発想は、その初難にかいて同租教育と無関係でなかつた。バズ学習の

推進が即同和教育の発展であった。同和教育の一環として行なわれている解放学級の開講への運び、

組織 ,運営等町バズの果 した役割は大きい。同和教育を進めていく上で町バズの積み重ねが学力充実

や学習への意欲向上へ及ぼしたものは大きい。

6.問題点 と今後の展望

はじめてから 10年余になり方法的にも定着化がみ られるが、現実を眺めると問題点や困難点も多

ね。以下その苦 しみや課題を列挙して提案 としたい。

① 学校と各町静ミマンモス化し、公民館などのパズで会場収容人員の問題

② 年度毎の職員、生徒、保護者の入れ替わりが大きく、共通理解やそれに対する認識に手間どる

ことが多い。

③ 形式化とマンネリ化のF95題、ややもすると形式的に流れ、時間の無駄と比判する人も出てきれ

④ FIIバ ズ日と部活動の問題

⑤ 各生徒個人の能力差の問題、ただ教えてもらう、答を写させてもら,生徒についてのFn5題。

パズ学習の深化、謬1練のいきとどいた学級とそうでないものの格差による問題

⑥ 高校入試制度とバズ学習のねらいとの価値感の相違から生ずる問題

分 3-(1)… 2
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第 3分科会 (特 設バ ズ )

学 力 保 障 を め ざ した特 設 バ ズ

兵庫県 姫路市立林調i申学校

教育の場には厳 しさと秩序がなければならない。そして不断の努力によって螺施状階段を登っていく

ように向上 し、人格の完成をめざしていくものである。

教育の荒廃の声を聞いて久 しい。そこには種々の原因はあるだろうが、我 教々師には生徒達に日々の

生活の中に生き甲斐を持たせ、息吹かせることが要求されている。生徒が将来自立 し、正しく判断して

行動し得る学力、希望に満ちそして展望を持 って生活 じ得る基礎を保障 してやらねばならない。助け合

い励まし合える連帯感や正 しい人間観 と人間関係を育てていくことが我 教々師の使命でもあろう。

1.バズ学習をとり入れた動機

農村地帯で平和な環境であるが小規模校であるが故に東1激に乏 じく、学習意欲もあまりなく、叉学

習態度も受動的で主体性はそれほど認められなかつた。叉過去においては授業中に嘲笑や攻撃が平然

と行なわれていたも しかしその反面生徒会活動は自主的で立派にできていた。そこで認知 と態度の同

時達成をめざし、一斉授業での一方通行の弊害を改善するため校内研修部を中心に小集団によるパズ

学習を始めた。

2.バズ学習を活かした授業研究

①生徒に活動の機会を与える。   O積 極的に授業に参加させる。   ○学ぶ意欲を持たせ、生

きいきした雰囲気をつくりだす0  0学習意欲をつけさせる。

等を目標に 49年度より基本的な体制づくりを行なった。 50年度は更に学力の向上と人間関係の深

まりを高めるため、「学ぶ姿勢の確立」を目指し毎月研究授業を公開した。

3.第七校時バズの特設

従来の短学活は生活バズのみで「学習へのつなぎJがなかった。   ④話し合いの訓練

○学習内容のポイント把握   ○自主協目的態度の確立   ○時間の効率的運用

等の定着を学級経営の中で位置づけるために
"年

度より
"分

間の復習バズを第七校litに特設 した。

4.評価と反省

気力的で、積極的になってきたが、個々の発言が集国の中に広が りをもたらす要素となりきつてい

ない。特設メズをより密度の高いものにするために教科指導内における授業改善が再度必要になって

きた。

分3く錯■ 1



5,校内授業研究

復習バズや家庭学習を定着させるためrF_は授業そのものを充実させねばならない0

0支え合える仲間づくりをし、楽しく学びながら基礎学力の定着を図る。  0認 知と態度の同時達

成をはかり、個の高まりに努める。  0積 極的に学習する態度を養い、意欲的に行動できる生徒の

育成。 等を目標に計画的に研究授業を公開したり、空き時間を利用しての授業相互参観を行なつれ

授業参観の視点を  ④一人ひとりを生かしているか  O低学力の生徒への配慮は  ○実態に即

した指導展開であるか  ○予習課題が活かされているか  ③バズの時間配分と方法は適切か

○教師の指導技術は  等に定め厳しさを追求してきたo

6. 53年度のとりくみ

授業 →復習バズ → 家庭学習 → 朝バズ →授業 とい う一連の流れが円滑に行われてこそ教育効

果があがるものである。復習バズは思考的なFn5題や内容把握面で表面的に流れる傾向があり、家庭学    o

習の習慣化も表皮的なものであつたことを反省し、本年度は ④家庭学習の定着   〇学習の手馨l

きJの活用を中心課題にすえとりくんでいる。

学習意欲が直接的に高揚されていく場は授業である。生徒と教師が、又生徒相互が教材を通して真実

を厳しく追求する過程で培われる態度が望ましい人間関係をつくりだす基になるO又家庭学習の裏付な

くして授業の効率もあがらない0両者の「つなぎJと して特設バズを鑓 づけ、進路保障につながる学

力保障をしていかねばならないものと考えている。
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第 3分科会 (特設

自主的 "主体的学習 (

バ ズ )

活動 )をめざした第 7限 (特設パズ )

「
‐―
可
―
―
…
…
…
‐

轟

大阪府 網 |1市 立第四中学校  西 尾 時 雄

1.第 7限 (特設バズ )とは

現在、本校では 6時間の教科学習のあと第 7限 (30分間 )を特設している06限終了後全員による

清掃活動が行なわれ、気分を一新 し、第 7限の活動にはいる。第 7限は単なる教科学習の延長でもな

く、また教師や各係からの連絡・終礼的な時間でもなく、一日の学習 。生活を総括 二 かつ家庭学習・

家庭生活の指針を各人が確認する時間である。換言すれば、学級経営 と教科指導の契合が最 も集約さ

れた時間である。したがって、この時間をその場かぎりの無計画な運営がなされるなら、そのことは

学級経営・教科指導を根底からくずすことに他ならないのであり、そういう意味lf/Cお いて、この時間

は教師174と っても、生徒にとっても厳しさが要求され,る 時間なのである0

2.第 7限のねらい

第 7限麟 学年の実践形態は若千のちが軽はあるが、各学年 とも生活バズと学習バズの融合の上に

成 りたっている。生活バズと学習バズを二元的にとらえるのでケ主なく、学習そのものが生活であり、

生活そのものが学習であるというとらえ方である。このことは、ひとりひとりが自主的・主体的に活

動 しうる時間となってはじめて達成できるものである。自主的主体的な活動を成立させる条件は何 と

いっても、ひとりひとりが意欲をもって活動できるということである。そのためには、誰もがわから

ないことはわからないと言え、正しいことは二 しいと言え、悪いことは悪椰と言える個人であり、集

団でなければならない0こ のことを通 じて、ひとりひとりが幸せに生きる力、幸せに生きる道す じを

築 《力がはじめてできるのである。 ここに、第 7限の存在意義があると考えている。特に、つぎの諸

点を第 7限の具体的なれらいとしている。

① つまづきの早期発見・解涌

② 学習方法の学習……。何をどのようにく家庭学習のつなぎ)

③ 学力の向上

④ 高めあう伸問集団の育成

分 3T(3‐ 1
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3. パズノー ト

各学年の生徒の実態に応じて、第 7限の活動記録 として、一日の学習・生活の総括 として、家庭学

習・生活のつなざとしての役割を果すバズノー トを使用 している。このパズノー トは、生徒相互の教

師と生徒の意志疎通をはかるうえにも重要な役害Jを果 している。

4.第 7限と教科担任・学級担性のかかわり

第 7限目は生徒の自主的主体的な活動の時間であるが、学級経営的な面から学級担仕が、教科指導

的な面から教科担性が深くかかわらている。生徒が学級担任や教科担性との連携を密にするのはもち

ろんのこと、第7限の運営は学級担仕と教科担仕の連携がもっとも強く要求される。だから、第7限

は、単に各学級で担性を中心とした閉鎖的な運営でなく、むしろ、学年経営的な色彩をもっていると

いえる。

5.第 7限・短学活 (親の学習)の実践例

“

)日 程

分 3-(3)二 2
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(→ 第 7限の展開

過  程 時 間 学 習 活 動

0背面黒板に記入してあることを各自の

パズノー トにうつす

oま ちがいやすい点の解説

o評価結果の発表

備準 3:20 家庭学習のポイント、課題の言己入

評価問題の

解答・解説

3:25 自分のまちがいを正 じ理解する

要 約 3130 1教科委員による要約

2個人学習

3班学習

4全体学習

省

検

絡

反
　
点

連

3:50 1家庭学習ポイント、課題の点検

2全体反省

3日 直の仕事の逆点検

4個人反省、自己反省

5担仕評価

6連絡

ネL終 3:55

綽

←→ 班構成 と係活動

o4人の男女混合

o各班が教科 と生活をうけも
'一

一一一一生徒会組織 と一体化

o班ノー ト

0班長会議

o清掃活動・給食活動・日直活動など

朝の学習のすすめ方

8120 出席点呼 (日直 )

8125 評価問題

8:40 回  収 (教科班が採点し、 7限目開始までに各個人に返却する )

今後の課題

0学習内容や評価問題などの作成 二検討に要する時間的な問題

0落ちこぼれの程度がひどい生徒 (重度の学力遅進児 )を第 7限の学習面において、いかに位置づ

けるかという問題。

分 3-(9■ 3
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第 5分 科会 (特 設バズ )

地域バズなど、特設バズをどう広げるか。

提 案 者   亀  本  邦  彦 (現 地 )

はじめに

特設バズを現在実施している学校は 、豊中学校、豊浜中学校、豊高等学校の三校である○昭和 46年

度以降、中 ,高の連携が深まる中で、統一された学習法として高校にかいても、 50年 からバズ学習へ

の取 り組みが始まる。ともに、学習意欲を盛 り上げ、学力の向上、生活態度の確立、人間尊重の精神を

基調 とした教育内容の創造をめざしている0

バズの取り組みは、復習バズから始まり、 30分 学活、町内バズヘと発展してきているか。生徒自身

が主体的な学習者となり、自己変革、自己実現をめざす人間形成を目標にして今 日に及んでいる0

地域実態

呉線竹原駅 より、約 22.5Kmの 南西方面海上に大崎 下島、豊島がある●町区画は、大崎下島の一部

が豊島の行政区域に入 り豊浜野を、そ して豊町の二つの町を構成している。地域産業としては、柑稿の

裁培を主とする専業農家 (近年、柑橘産業の不振で兼業化が進む )と 、豊浜町の約半数を占める専業漁

業とがある。乗業化の進む農家にかいても、父親不在家庭が多 くなっているが、特に漁業家庭にかいて

は、三箇月、六箇月と両親が留守となる0その間、祖父母と違すか兄弟姉妹で過ごすことになり、その

実態は、豊浜 l―t学校では、両親不在が 34%、 父親不在 10.5%、 豊中学校では、両親不在が 0,4%、

父親不在 20,9%に及び、 高校では、一人で生活 しているとか、弟や妹の面倒を見ながら学校に通 多者

が多い。

目標

0 自己の課題をつかみ解決 していく。

c 基礎学力をつける0

o 家庭学習の習llE化 をはかる○

o 保護者、児童生徒、教師のコミュニケーションをはかるO

o 地域住民の教育に対する関心lf_ゆ さぶりをかけ、理解 と協力をより啓蒙するO

o 地域へ教育課題を提起 していく。

o 地域への奉仕活動にも進んで協力実行する。

取 り組み

三校とも、特設バズヘの取り組みは、1生活指導上の問題が出発点であり、問題行動の主たる背景をさ

ぐる中で、「 わか各ん授業Jを改善しなくてはならないこと、学級集団を学習集団化するために、生徒

個 の々つまづきの背景をさぐる教育相談活動の強化、のぞましい授業の基盤づくりをする方法論として

分 3-く→二 1



パズ学習法を取 り入れた。

町内バズ (豊浜中 )、 毎週水躍日の 6校時を終えて、町内のか寺、神社、公民館、集会所等の 10会

場に分かれてパズ学習をする。会場までは交通安全訓練の場でもある。バズ長の号令で進行されるが、

まず個人で取り組み、次に班で取り組んでいる.年度頭初に作製された計画により、毎回 2教科を学習

する。学習後、グループ活動の反省、保護者の気付き、教師の気付さ等を発表、掃除をして解散する0

この間の時間は、 1時間 鈴分である。 プリント課題は、翌日教科委員を通じ、教科担当者に提出す

る。教師は、評価と補充をする0こ の他、地域活動を8回、清掃活動を6回組.み込んでいる。

30多学活 (豊中 )、 30分学活は基礎学力を高める立場から、自己課題を見つけ、どうつかみ、そ

の課題へのせまり方や、解決のしかたを 30分学活で練り強化する。 その方策として、授業の中での確

認テストの実施、毎週、火、水、金と3回の朝の 10分問テスト (問題は教師が作製、採点とその後の

正誤∵覧表、問題別誤答率表を教科委員で整理作製 し、クラスに提示、タラスとしての請題を出す。 )

誤答の部分は、自己課題として他に説明できるまで取 り組ませる。また 30分学活は、教師としての専

門性を問われる場でもあり、生徒の評価活動を含め相談活動の場 として活用している。

朝バズから30分学活まで (豊高 )、 中学校との連携の中で取 り組み始わた特設バズであるが、高校

の場合、生徒の「 つ崚づきゴに焦点を置いた実力診断テスト、学期毎の総括作業、科学的に生徒をとら

える場として、諸検査をもとにした事例研究を進めてきた。進路保障の観点に立った取 り組みをしてき

たと思っていたが、その根底にあるべき、学力保障の面での進展がみられず、生徒が「 わかりたいと思

う授業Jに なっていなかったのである。

そうした時に、私たちに新しい学習法 らしきものを提示 してくれ́たのが、 49年度 の入学生でした。

中学校との連携の中で、暗中模索の状況ではありましたが、現状に不満があるのなら、よリベターな学

習法を導入しようということで取 り組み始めたのが、現行の特設バズである。 50分授業を5分短縮 独

掃除の後で 30分学活を設置し、以後、 15分 間の朝パズ →教科授業→ 30分学活 →家庭学習という学

習のサイクル化をはかってきている0評価作業 として、自己課題帳を用いて、朝バズで前日の家庭学習

で取 り組tFも のを明示するようにしている0

反省と展望

私たちが生徒の願いを保障する営みは、主体的に自己確立に向かい、自己表現力をつけていく生徒に

変革させることであり、自他相互に尊重 し合い、認め合い、協同 じて民主社会を倉U造する人間を育成す

ることである0特設バズはこうした点で重要な役害」を持つものであるだけに、内容についても、方法に

ついても常に研究 していかなくてはならないQ①漁業地域にかいて、保護者の出席が得にくい点の取 り

組みはどうするか。②特設パズが復習パズの域を脱しきれず、
・
家庭学習の代替化していないか。③マン

ネリ化から脱するため取 り組みの方法、チェッタポイントを明示 しなくてはならないO④家庭学習の習

慣化につながるような課題の工夫をどうするか。④個 々の生徒に対する相談活動の場としてのとらえ方

が不十分でなかったか。また同和教育の観点から、地域社会1/C働 きかけ、 3つのコンピ、郎ち、学校、

家庭、地域社会が 1つになる場としての地域パズヘ広がっていぐことが、今後の課題と展望であるO

分 3J鱒 -2



第 4分科会 (

言 語 と生 活

言 語 と生 活 )

をどの ように結 びつけ るか

徳島県

1.パズ学習への期待

本来人間尊重でなければならない教育が、理論 としてはそれを唱えながら、一歩教室に入ると人を

押 しのけても競争や発言を求めるハィ・ハイ学習に陥り、一部の子供を除いては、学習意欲が阻害さ

れているΦこれが優越感と劣等感に支えられた差男電の教室を生み、教師中心の授業 となり学ぶことの

本質を歪めている0これらのことか ら、 自主性に乏しい忍耐力や協調性に欠ける現代 っ子の弱点が作

られたのではな棒だろうかOだ とすると教育者は信念をもって

3楽 しい学習を創造 じ一わかる oで きる喜びを感じる学習

o差男りの教室から、解放の教室への脱皮をはかリー本音をはける学習 。わからないことが、わからな

いといえる学習。

0自 己の可能性に挑戦する学習―ひとりひとシが自分の可能性にいどみ、自己開発を支える学習○

o豊かな人間関係を促進する学習―はげまし合い 。助け合多学習○

などの確立をはからなければならない。いいかえると、授業の中で仲間と思杯めく
・らしながら、みが

き合い追求していく集団学習○やる気をおこじ可能性を最大限に発揮して、ひと多ひとりが生きる喜

び oわかる喜びが湧〈楽しい学習方式0よ い個人はよい集団によってつくられ、よい集団はよい個人

をつくると棒う相互作用により、個人と集国の関係を統一的に理解 猿 学級が学習のための望ましい

集団として伸びていく。これを基盤 として、みんなで話し合い、励まし合い、矛盾を解決転 みんな

でよくなり、ひとりひとり静ミ高められる学習方式一これが ″バズ学習 ″なのである0

2.パズ学習への取 り組み

前述のようにバズ学習は、ひとシひとりの学力を伸ばし、人間関係を高める指導の統合である。そ

こで指導目標 もこの両者で設定する。

① 認知的露標 (知識・技能・能力など )

○気付 くこと

。知ること

○発見すること

O洞察すること

② 態度的目標 (人間関係 )

○学習に対する構え

o教師や仲間に対する態度

0協力・自立・積極性などの社会的態度

課題のないところに学習は存在しない。適切な課題の構成と提ミ 解決方法の指示などが必要とな為

分 4-(球… 1
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課題解決への取 り組みとしては

Cl 拡散反応 (分類 ) 類刑・弁男u。 比較・対応などによつて考え、解決への予想を立て、方向や

見通 しをもつ。

② 集中反応 (初発 ) 課題解決に没頭し、予想を実証する解決行動

③ 思索反応 (持続 ) 努力を積み重ねる

④ 主体反応 (確認 ) 学習を反省し、問題点解決事項などを明確にする。

⑤ 発展反応 (応用 ) 練習により、より確実に知り他へも適用する

などの方法をとる。

実践にあたっては、まず機能 としてのことばづくりから始めなければならない0それは、明るい人

間関係に支えられた集冒作りを母体 として、機能的に練習を積み重ねていかなければならない。     C

(→ 対人法 (二人バズ・ペアバズ ) 教え合い 。相互確認

(0 輸番法 (四人バズ・仲 よじバズ) 順番 rc意見や感想を述べ合 う。全員発言          。 ヽ

(a 自由話法 (自 由バズ 。コンパニオンバズ) 自主グループ。自Ei3課題・意見をまとめる。

(ω 問題解決法 (単純バズ・複合バズ・深化バズ) 複雑な思考を要 したり、問題解決をする場

合、多面的な見方や考え方ができる。       .

ラダーステツプ。自由発言 '解決事項をま

とめる。                    i

(a 発展法 (かはようパズ 。さよならバズ・ ゴソコバズ) 楽 しい方法を倉J作

バズ学習による授業過程 としてはいろいろ考えられるが、基本原理 としては、次の五つが考えられ′

る。

0個人    課題取 り組み、学習方向付けの明確化

oグループ  情報交換、相互援助、共国思考

o全体    グループ奪 解決問題の共同思考、問題解決

oグループ  学習事項の確認、まとめ

o個人    定着、応用、発展

学習は本来、値人に始まつて個人に終結する。だとすると、評価もまず自己評価をふまえなければ

ならない。計画・指導・評価 とい うサイクルに従った自己調整機能、つまリアイー ドバツクの効果を

難待 しよう。

以上バズ学習の取 り組みについて概略述べてきた。望ましい集団作 りから出発 し、それに命を与え

る位置づけ、楽 しい展開、フイー ドバツクによる定着、更に教師の創意をこそ期待したいO

3.バ ズ単習の実践

① 出 発

話 し合いの出発は、うまく話せることよりも参加できることである。そのためには明るい学級作

りが必要であることは前に述べたが、話 し易い場、話題を提供してやらなければならない。更に国

語学習を中′心として F話 し聞くJ学習を発達段階に応じてしっかりとらえさせる。こうして情緒約

にも技能的にも楽しく話し合える準備から、バズ学習に入る。

分 4T(1)… 2



② バズ活動

0ペアバズ・………となりの子と二人で話 し合つ。

0四人バズ 0… ……指名役をきめて、順番に全員が発言する。

友達の言 うことをよく聞いて、自分の意見と同じところ、ちがうところを聞き

分け、特にちが ,と ころを大切にする。

指名役は固定 しないで輪番にする。

能力の低い子を、みんなで助け合って発言できるようにする。

ここでは、楽しいバズから、気付 くバズヘの段階を確かに進ませる(〕

③ バズ学習

0単純バズ・……・・学習指導の展開に従って、ここで、このようなことを、このように話 し合わせ

たいとい う指導意図に従って設問する。この場合、問題解決につながるもので

なけfl′ ばならないO

O深化バズ・………学習展開にそって、 ラダーステツプによるプログラ■を作成 し、これを一つの

プンームとして、その構成をする。そのステツプの一つ一つは、教師の教材観

によって、最も適切に作られ、児童間の相互作用によつて、ひとりひとりの立

場 と意見を尊重しながらも、気付 く力、高める力を育て、自主的に学習を進め

る費果的学習方法なのである。

・………教育というものが、望ましい社会形成者 としての人間作りだとすれば、その基

盤 であるだヽ学校教育に於ては、全生活の指導がなされなければならない0そ う

考えてみると、教科教育以外の指導の場でも、ひとりひとりを認め、人間とし

て伸ばすために、話 し合いによる相互作用を重 く見て、実践に結びつけたい0

4。 今後の課題

未来への可能隆を無限に秘めて絶えず伸びる子宴達、教師も常によりよい指導法の実践を求めて研

究がなされなければならない。バズ学習がよるこびである。 ・……… という子供達の声F/c支えられて

その効果と価値を信 じて歩んできた。

一 一一 学習の主体は、子供である。――
―

―‐ 』 前檄 立 つて、嫌 醐 定化せず、実態に合

わせて、絶えずよりよいものへと進めていきたい。そして、其に自己教育できるパズヘと更に研究を

深めたい。

分 4-(1}-3
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分 科 会

己評価

(言 語 と 生 活 )

相 互評 価 を生 か した作 文指導

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
二

愛知県 春 目井市立藤山台中学校 大 島 郁 雄

1.は じめに

作文の授業になると、「 どう書けばよいのかわからないJという生徒の声を聞く0こ ういう生徒は

想を練る段階でつまづきを持っている場合が多い。これらの悩みを解決してやるには、生徒ひとりひ

とりの特性を把握することが前提条件である。その上に立って、日常生活の中でとらえた感動を文章

にまとめる方法を身涎つけさせる指導が必要である。本論では、記述前の過程で自己評価、相互評価

を活用して、文章表現力をどう高めていくかにつ榛て考えてみたい。

2.生徒の実態

文部省「書くことの指導 」鈴評価の観点を参考にして、分析・考察してみた。本校1学年の実態

の概要は次の通 りである。

o内容面 紳 素材内容の追求が概念的で、平板に流れている。 

“

)山場がなく、主題の不明確

な作文が憩立つ○

。構成面 幹 改行は、形式で、無意味なものが目立つ。 0 だ らだら文が多い。

佛 接続詞、接続助詞の適切な使い方のできない作品も一部み られ′た。

o記載面 輔 句点はよいが、読点の打ち過ぎが目立つ。 

“

)既習の漢字の使用量が少ない。

3.研究の方法

学年の実態の上に立 って、次のような方法で実践 した。

仁)文章表現過程において、文章を書くまでの活動を大切にする。

121 生徒相互の働きかけを中心とする情報交換の場を指導段階ごとに設定し、そこで自己評価、相互

評価できるようにする。

輸 文章表現過程において、学習状況を知ったり、作品を教材として取 り上げたりするために、抽出

生を選び、指導の手がかりとする。

t41 物の見方、考え方を深めるために、班ノー ト、読書感想メモ、短文づ くりを行わせる。

4.基本的な指導過程

基本的な指導過程を次のように設定 してみた。

(1)目標を決め、計画を立てる。 (自 )     総 主題を決め、材料を集める。(自 。相 )

機 材料を精選し、構成を考える。 (白・ 相)  総 記述、推考する.(自 ・相 )

151 清書する。 (自 )             籍}発表する。 (相 )

自己評価、権互評価を表現過程の各段階 rc鮭置づけることにより、現時点での学習活動を確認 し、

反省し、次の段階への具体的な手がかりを持つことができると考える。

ア.評価の方法

分4-幹-1



評価は、資料(1)の ような観点に従い、表現過程の各段階でさせた。その記述前での方法は、各

自で想を練る →教材について全員で検討する → 自己評価 →修正 → 隣シ同士で説明し合う

→ 相互評価 → 修正○記述後での方法は、自己評価 → 修正 → 作文を読み合 多 →相互評価

するという過程を取 つた。そして、授業を進めるにあたって抽出生を設定Ц 指導の手がかりと

した。

5.授業の実際

(1)主題を決める過程でA子の主題を取 り上げた理由

学級全体として、物事のとらえ方が表面的て、何を書き表そうとしている勢か、主題が焦点化し

ていなかつた。そこで、 A子をその代表例 として取 り上げ、検討させた。主題は、約 50字にまと

めさせた。

oA子の主題、ビアノの練習とクラブ活動を両立させるのは大変だ。勉強もしなければならないし

毎轟がいそが しい。 全体の場で指摘された概要は、

"身
近な題材を選んでいるのはよい。←)自

分のどんな気持ちを書こうとしているのかわからない。総何を書こうとしているのかわからな場

ということである。その結果、次のように修正され′た。

Oピ アノの練習とタラブ活動を両立させるのは大変だ澤ミ ピアノは私の生きがいだ。自分の弱い心

に負けないで頑張 りたい。

総 材料を精選し、構成を考える過程でA子の材料、構成を取 り上げた理由

学級全体として、材料の選択にも片寄りがみなれ、同一的なものが多かった。甕た、材料 も少な

く論理的に筋通の通っていない構成もみられた●そこでA子をその代表夕1と して取 リガ 検討銀

oA子の材料、構成

①幼稚園の時から始めたビアノ

②最近、ビアノの練習時間が短い。

④かたよった練習しかできな喝

⑤両立させるための計画を立てる。

⑥ピアノは、私の生きがいた

oA子の材料、構成 (修正後 )

①幼稚園の時から始めたピアノ

②クラプの練習でつかれ́て満足にできない。

④ピアノを休んだ日はさみしい。

⑤両立させるための計画を立てる6

⑥ピアノは、私の生きがいだ。

③ピアメを練習する時間が限られている。   ③母とビアノの練習のことで口げんかをする。

全体の場で指摘された概要は、綺 うまく文にまとめてある。い似たような材料がある。粉気持ち

も書 くとよい。幹 ピアノに関係ある経験や出来事があればつけ加えるとよい、 ということである。

その結果、類似的な材料が省かれ、新 しい材料がつけ加えられ、前述のように修正さオ1′ た。

6。 まとめと今後の問題

相互に話 し合い、評価することにより、常に立ち止まって考える習慣が身についてきた。また、教

材文 として取 り上げたことrcょ り、文章にまとめる方法が身につき、作文に対する親しみが持てるよ

うになってきた。

今後の問題として、個性的で、創造的な文章をどう書かせていくか。評価の多用さ、評価の観点は

一律でよいのか等々の問題が山積みしている。今後、さらに検討を加え、よりよい指導法をめざした

い 。
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第 4分科会 (言 語 と生活 )

発 言 と ノー ト指 導 に よ る表 現 力 の 養 成

愛知県 豊川市立南部中学校 鈴 木 曜

1。 表現力の指導で思うこと

宮城まり子さんの「ねむの本の詩がきこえるJの映画の中で、安ちやんという子どもに対するまり

子さんの精魂傾けた実践がでてくる。安ちやんは重度自閉症で、全〈言語表現を失ってしまっている

子どもである。             ´

今まで約30年間のうち、28回学級を担仕してきた私の学級にも、安ちやんに近い、ものを一言も言

わず、何も書いてくれ′ない子がいたO私はそうした子どもをいつも手近かに置き、体で表現させてい

くようにしてきた。一般的な話題として表現力については、時宜に応じ内容に応して適切な応答がで

き、話ができることや書くことができるためにどうするかということがでて、あまり特殊な例につい

ては話題も少なかつた。そして「授業中活発な発言をさせるにはどうしたらよいかJ FIE手 にわかる

ように伝達する技能は、どのような内容と方法で養成すればよいかJ舞習、考のあらわれ́や表現力養成

の場として、ノ
=卜 指導をどのようにすすめるかJ「見たこと聞いたこと感じたこと考えたことなど

表現させる(多分に作文指導の面から)にはどうしたらよいかJ…… 等 、々教師のもっている要求と

かなりずれていることがらについて、問題が提起されてきた。

私は、子どもたちに対し、「 表現するJということについて、話さなければだめ書かなければだめだ

という要求をしていない。 とにかく何らかの方法でもって、自分の言いたいことを正しく相手に伝え

ることができわ′lrdよ い と考えている。いくらさそいかけても絶対にしやべ らない子、 しやべ りすぎる

子、大人のようなことをいう子、全 く自分でもわかっているのかと思えるほどわからない話をする承

おどろ《ほどすばらしい文を書 く子、書こうとしない子、書けない子など、ほんとうに幾層もの段階

をもち種 様々々である。 したがつて「 表現させるJと いうことについては、必ずひとりひとりという

ことを考え、生育歴、既成の能力などよく調べ、ひとりひとりの表現方法が違 うこともよくのみこん

だ上で、あらゆる機会をつかって指導にあたらなければならないO決 して無為無策であってはならな

いのである。もちろん、表現力についての到達目標はもち、指導の平均的なステツプはもっていなけ

ればならないが、具体的に指導する段階では、その子に応 した個Elj指導が大切だと思 う。

にっと笑 って顔見合わせ′らの通 じることもある。ねむの本学園の安ちやんのよりに指で トントンや

ることによって応答できることもある。表現方法は、話すこと書 くことだけでなく、全身の機能をつ

かえばいくらでもできる。それを教師は認めて生かしていかなければならない。ただある到達目標を

もっている以上、それに近づけるように時に訓練を必要とするが、子どもが口を閉ざさない程度にす

すめるべきで、相手に即応 して機微な指導がのぞまれるO

以上のことをもとにすべてをとりあげるとゝ 問題も広 く複雑なので、今回は授業にかかわって二つ

の問題だけについて考えと実践を述べ、提案にかえたいと思 う。
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第 4分 科 会 (言 葉 と生 活 )

豊かな表現力をつける為にどう取り組めばよいか

――― 英語の基礎学力の向上 をめざして 一 一一―

豊高校区教育推進協議会  森 岡 勉 {豊中)

1.地域・生徒の実態

何か一つのことに対 して取 り組みをする場合、その取 り組みの道 じるべとなる実態を充分把握する

必要がある。そこで子供達の実態を述べてみると、

0幼児期からの生活環境による語 レカの乏しさ・限定された言語運用能力

○生活様式から推察できるように家庭学習が定着 しにくい。

親・子供に変化がみられ0しかL近 年豊浜・豊町においても地域バズがおこなわれるようになり、

る。

英語科の場合

英語科は中学校に入学じ初めて習う教科で、最初は好きな教科の 1つであるが、半年、 1年 とたつ

につれ、生徒の興味も薄れ学習意欲が低下 している。

o基礎学力が低ぃ
1.学 習意欲の欠如

〇学力差が大きい〆

0しかし、豊浜・ 豊中学校でバズの取 り組みが始まつて以来、だんだん と学力の底上げがみられる。

O英語意識調査 (男む表参照 )をみると、英語学習の目的は

①高等学校へ入学するためtC必要だから(60¢ )l受
け身的な意識である

②学校の授業にあるから(54%)
また、好きか嫌いでは、嫌いな者が 40%近 くいる。

o基礎学力調査 (中 3の 4月 )・ 統一学力検査 (高校入学時 )(別表参照 )を見て悪いのは、

こ0と こOes、 疑問文、時間の表現、動詞の変化、形容詞の比較級・最上級、受動態等である。

つづりの ミスは、日本語や発音にまどわされたり、 ローマ字的tC表記 している。

2.分科会「言葉 と生活」の本年度の歩み

6月 幼～高校の教職員 19名 が集まり、言葉 と生活について話し合 う。

幼～高一貫態勢をめざす中で、地域の児童生徒に豊かな表現力をつける取 り組みをどうする

かとい うテーマで研究していこう。

(背景一言葉を通 して自分の気持ち・意思を相手に伝達 しにくい。表現力がない )

0国語科一―表現力の中で、作文について各校の実践を出し合 う。

0英語科―一表現力の前rc、 まず、基礎的学力のつまづきなみつけ、それから言語認識力

(日本語と英語の相互 )を高める取 り組みをしていく。

8月  提案は英語科をやり、国語科は提案はしない力ヽ 指導法・生徒作品を通 して研究する。

分4二く職‐1



3.取 り組み

0上記の事から、取 多組みの柱として

(1)興味づけ

(a 反復強化

総 辞書ワ:き 。使用

(4 見linし をもった学習法

151 語膜のまちがいをなくする指導

161 単語の綴 りと読みの法Rllを知らせる

C71 自己表現活動―身近かな題材

,    織 入F電 基礎講座 (高校 )

(9 生徒相互点検確認活動

ず      を考え、実践Jljを 轟じ合ったO

4。 今後の課題

(1)幼・小 。中・ 高一貫態勢を、授業研究・情報交換することにより具体的に実践する。

(か 分科会の活動を定例化、活発化する。

131 学力格差を克服し、生徒にとってわかる授業を作る。そのためには、内容ある教材の精選・整理

編成をする。

141 上記の取 り組みの柱をもとに実践 し、子供達 trc少 しでも良い変化がみられわ́ば、それに深みを加

え、逆の場合には別の角度から創意工夫を試みる。

織 国語科と英語科は教科は違 うが、言語として共通課題があり、それをみつめ、 とらえることによ

り相互に向上させる。

思考の基礎として言語認識力を高める。一日本語の力も高めていく取 り組みを考える。
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第 5分 科会 (社会 と生活 )

ひとりひとりが意欲的にとり組む授業をめざして

自 己評 価 を と り入 れ て

愛知県 春日井市立勝川小学校 修 吾

1.は じめに

私たちは、「蝉 元や単元ごとの指導後にテストを行ない、採点をして各自の評価をするが、時とし

て「 なぜ、こ参問題ができないのかJと、期待はずれて落胆するときがある。むろん、児童の記憶違

いや早合点による誤答もあるが、教師としては、自らの指導をまず反省しなければならないだろう○

本校では、ここ数年来4ヽ集団の学習形態をとり入れて、学習の効率化をはかる指導法の研究にと多

組んでいる。

私は、日々鍛授業の中での評価を重視することによって、ひとりひとりが1つ 1つの事柄を確実に

理解するような指導を考えている。

ここでは、昨年度と本年度の実践から、 5む 6年の社会科指導を中心に発表する。

2.小集団の中での即時評価

(1)小集団 (班》づくり

5年生になると学級編成が行なわれたが、 4月 末になると、児童の顔と名前が一致でき、また、

各児童の個性もほぼ把握でなるようになったので、一斉学習形態から4入 (一部 5人 )グループの

男女混合小集爾(班 )の学習形態にした。

班づくりは、まず班長 (男女各 1名 )を ilBび、次に希望する児童を組んで1つの班をつくった。

児童たちは、班づくりにとても興味をもってとり組むけれども、困ったことに、いつもあぶれて

しまう児童がいる。それに、上位児童の多い班や反対に下位児童の多い班も出てきた。このような

原因は、児童たちの交友関係のせまさにあると思う0

私は、学級の児童が皆仲良く学習させるように、以下のことを行なった。

①前に同じ班であった児童とは一緒にならない。 (特に同隆同志 )

②襲長になつていない児童を優先的に班長にさせる。 (下位児童にも班への意識を自党させる)

③下位児童の多い班は、教師がメンバー替えをする。 (班ごとの能力差を小さくする〉

01ケ月ごとに班の再編成をする。 (多 くの児童との接触 )

◎ 1ケ 月に1～ 2回の班長会を開いて、各班の問題を話し合ったり、学習ルールの徹底や下位児

童への気配り等の指導した。 (リ ーダーとしての責任感をもたせる)

⑥套ごとの研究発表会等の催しを行なつた。 (協調性を養う)

このようにして進めて行ったら、仲良じ同志だけで固まることがなくなり、自分から新しい仲間

づくりをしようとする態度が出てきた。

(a 学習目標・態度目標と即時評価
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本時の学習への見通 じや心構えを持たせる上で、学習目標をはっきりと児童に示すことが大切で

あると考える。そのためrtrは 、学習目標を板書し、それを黄色チヨークでかこむことによって、学

習の構えを集中させた0ま た、問題提起の形をとって、学習を進める効果 もねらつた0

_児童は、目的意識を持って授業にのぞむようになり、学習内容からの脱線はなくなった。その上

授業の流れを、まとめながら学習できるようlFtな つたようだ。

態度理標は、当初授業開始前に決めていたが、小集圏での学習が進んだ所で、班で話 し合わせて

その日やその週のきまりを決めさせて学習にのぞませた。班ごとの目標は帰 りの会で自己評価、種

互評価をして反省させた。児童たちは、多少とも意識するので効果的である。

43)即時評価の実際

①隣接法                                           .

主に学習事項の確認のときに活用させた。導入時の自な時の学習確認や本時のi目 標の確認などに行

なわせたO

向かい合った 2人 (男女 )が発表 し合 って、学習事項の確認を確かにさせることをめざした。     
讐

これは、時間もかからず しかも簡単な発表なので、全員が得意になって行なっていたようだ○

2学期頃から、簡単な問題の答合わせのときにも、 この方法で確認させた。

②自由会議法

1つの課題を班全員で考えさせ、ひとりよりも数多くの考えを出す中で、こシ乗い学習をさせよ

うと思 った。

5月 の時点では、議がしいだけで本当に話 し合いにより学習が深まっているのかはなはだ疑間 で

あった。指名すると「わかりません」の返答も目立っていた。そこで、次のルールを作って、深

ま夕のある話し合いの定着をはかった。

ア. まず、自分で考える。

イ. 自分の考えを発表する。(班で》

ウ.友達の考えを自分のと比較する。(班で)

ム 気づいたこと.改めたことを発表する。 (班で )

オ.学級全体で発表 し合 う。

力.先生の教えにより、まとめ毎確認する。

初期では、班で発表する前の自分で考える所で充分時間をとったOじだいに、班での話 し合い

は上手になったが、意見を出し合った後班てまとめる段階ては、自分の考えに固執 して言い争い

に終わるときもあった。私は、学級全体で発表 し合 う機会をとらえ、上手な話 し合いのし方の指

導をしながら、班での話し合いの深まりを助長させて来た。                    す

また、学級全体で発表するときに、班の上位児のみが発表しないように、順番で発表させた。

(班指名ry・場合〉 さらに自分の考えを明確にすると同時に苺友達の意見をよく聞〈ようにする

ため、自分の考えと異なる考えも班で轟た考えとして一緒に発表させたO

児童たちl・■、皆が発表することにより、学習への参加度が高まり、学習意欲もそれにつれて高

まって来たのを感じる。だ4‐
i、 1時間中にあまり多いと授業に落ち着 きがなくなるため、多くて
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3回位にした方が よい ようだ。

③ハン ドサイン

教師の問いかけや友達の意見に対 して、 自分の考えをハン ドサインによつて明確に意志表示さ

せることをねらつたOこ れは、 4年のときから使っていたので、児童は抵抗なく行なうことがで

きた。

しかし、友達の顔色を見ながら、サインを出す児童がいないわけではない。自分自身の学習の

ために、わからない場合は「わからないJのサインを出してゞ わかるまで頑張ることの大切さを

説きつつ学習させた。

ハンドサ4ン という簡単な意志表示をさせることにより、児童の参加度や意欲づけの面でも効

果的であり、班や全体での話し合いに活用したO「つけたしJや「質問Jな どのサインで、話し

合いも活発にスムーズに行なうようになった0

授業を進めるとき、学習事項 1つ 1つが確かに理解されなければ、次の段階への移行は適当で

はないだろ う。私たちは、課題が正 しく児童に理確されたかを確かめる手段 として即時評価を活

用 してきた。上言この方法で、児童の理解度の状況把握をして、次の課題へ進むかの判断材料 とし

た。「わからないJと きは、むろんフイードバツタして指導した0

3.「自己評価Jに対する基本的な構え

社会科の学習は、いるいろな社会的事象をいろんな角度から考えさせ理解させることが大切だから

小集団を使 った学習は、 とても有効的な学習方法であろうO

私は、ひとりひとりが意欲的にしかも1つ 1つを確認 しながら学習を深めるよう1/t、 自己評価を用

いた。 これ′は、ひとりひとりの思考過程を知る上でも役立つと思う0(資料参照 )

原則的には、右の 4段階

ごとに評価をさせなカミら、

学習を進めた。基本 とする

考え方 ll■以下の ようである

舞

|○

装◎

わからない。

だいたいわか った③

わ か っ た l。

よくわかった10

ヽ
―
―
―
―
―
―
ノ

(D 塞分の理解度を自党し、学習の構えをつくる。

教師や上位児によって学習事項を教えてもらうといった受動的な態度は、学習効果も意欲も高ま

って行かないだろう。小集団での学習にしろ、各 自が積極的にとり組まれば、理解の定着 もしっか

りしなくなる。課題に対する値人の考えを大切にし、わからない児童は、何がわからないのかを意

識化し、そのことに注意を集中させたい。また、わかったと思う児童には、自信をつけさせたい。

自分で自分の学習を気づかいながら、 1つ 1つ を確かめて行 く指導法をとろうと思う。

また、潜在的 tPCも っている向上心 (欲 )を、自分の理解度を見つめさすことによって、次への意

欲をふるい立たせることにもなる。

総 授業後より授業中の自己評価の大切さ

学習態度は、短期 lFElで 指導して目標を達成できるものではないが、授業内容は限られた 1時間の

授業の中で騒標達成しなければならない。 1時間ごとの授業は、常に新 しい事柄を理解させるよう

分5-くJ… 3

自分で考えた後

教師の指導後

班 での話 し合いの後

学級全体での話 し合いの後



に進むことを要求されるc

投業後の学習に対する自己評価は、次への反省や意欲づけの面では効果的であろう① しかし、私

は授業後に、たとえ少数め児童であっても「わからないJと評価した場合、その児童にとってその

授業は溝足する授業でなかつたことになる。授業後「わからないJとならないように、学習過程の

中でつまづきを正したいと思う○そうして、 1つ 1つの事柄を確実rc理解させて行きたいo

(3}自 分の考えをまとめて文章化する○

社会科では、事実にもとづいて、自分の考えと相手の考えを互いに理解し合 って学習することが

大切であろう0話 し合いで、自信のなさから他人の言動になびくことは好ましくない0自 分の考え

を文章化して、より明確にさせて話 し合いに臨ませよつとはかったO

4. かわりに

小集団を使 った学習を進めれば、児童の参カロ度も高 く、活発に学習するようになる。しかし、ひと

りひとりが他力本願的なとり組みをしたら、「学習Jの伸長は期待できないだろう0教師がひとりひ

とりに目を向け、学習の節々で即時評価及び自己評価 して授業を進めることは、落ちこぼ瀬をなくす

点から大切なことだと思 う。

課題に対する最終的な判断は教師にあるのだ力ヽ 児童たちが発見できない見方・考え方を資料や事

実を通して、いかに気づかせ.理解させるかといつた技術を修得する必要がある。

(資 料 )自 己評価の実際伊1

/。「幕府J秒言葉を教える。   ヽ
・`鎌倉の場所を地図で確認させる。ノ

課 題

H・ Y男 ) (江 :た て書 き )

関東平野の広い土地があるか ら。 ―^→ 自分て考えた こと○

新 し

・ (京都より)西の方は平成の味方が多かったから。
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・京都には、平氏と親せきの天皇がいるから(政治 )がや トー→ 学級全体での話 し合いで

りった。 (平清盛と源義仲の話を聞く)       |  えの確認をし)新 しく知

った こと。

分5-働-4

(鎌倉は )山 llC囲 まれてるので敵から守りやすいから

(鎌倉は )敵がせめて来たら、海に逃げれるから。

関東地方は、源氏の味方が多いから。
○

―
―
‥
自
分
で
評
価
す
る
。

源頼親は、なぜ鎌倉だ幕府を開いたのだろう○



1.は じめに

今 日、私たちは高度に発達 した (諸外国及こド過去の日本の社会と比べて)社会に住んでいる。 この

高度に発達した社会にあって望まれるのは、互いの人権の尊重を基盤とした個 人々の生活の充実であ

る。このうち生活について考えた場合、その中味は地方により、家庭により大きな差異があり、個人

個人の努力ではどうにもしようがない状態、あるいは人権を無視された生活を送 らされている場合も

見受けられる。そこで、同じく生命を持 った私たちは人々の協力や支え合いをもとrc、 ょり良い生活

を求めて、環境をいかしたり、つくり変える工夫や努力が必要 となってくる。そのために学習の場で

は、まず自分たちがかかれている現状と地域を正しくつかまなけれ″ばならない。これと並行して、人

間尊重の精神か らも各自の能力を十分イ申ぱし、支え合いを育てるためにもパズの導入が大切でないか

と考える。

2.同租教育と社会科の学習

社会科においては社会科の目標を達成することが同中教育に通じる。 したがって表面的な理解にと

どめず、子供たちが社会的原理や法則をつかみとり、さらにその背景をも違求するような学習指導を

展開する必要がある。また社会科学習の中に同和教育釣内容が含まれている場合 1/Cは、その内容を深

めていく過程で同和教育のねらいに焦点をあてた指導を展開 し、差男りについての科学的認識を養わね

ばならない。これと今一つ大事なことは、学習のすべての場で、どの子も大事にした指導がなければ

人権尊重の学習とは言えず、その達成に効果的と言われ′ているパズの位置づけが重要 となつてくる。

5年の農業学習では、主な農産1勿及びその分布、土地利用などの特色を理解 し、農業の盛んな地方

の具体例を取 り上げ、人々が自然条件を生かしながら技術の改良、経営の改善などに努めていること

を理解させる。また農家の生活の変化と機械イ換 兼業 との関連 lrtも 目を向けさせ、食料確保の上で農

作物の生73_が大切であることを理解させるといった教科のねらいがある。 しかし私たちは、.政策的に

見逃されてきた弱い農業や農家、工業等との格差 (収入面中心に)さ らに現在もとられている政策な

どにも目を向け、正 しく社会の現状や在り方を理解させねばならない。

3.具体的実践

○児童ならびに地域の実態からスムーズに全国、代表的な地域を取 りあげての学習に入ることがむず

かしい。そこで見学や統計資料を活用 し、地域を中心 とした農業生産の実態とそこに存在する不合

理な点をとらえ、自己とのかかわりで今後のあり方を考える態度や能力を培おうとした。さらltCt

のため、農業を行っている家庭の実態をとりあげ、動機づけと独 自分たちの親 (家庭 )の、地域

のかかえる問題を追求させ、そこから日本の農業一般へ入ることを試みた。

O校区の実態

分 5‐(露■ 1

第 5分科 会 (社 会 と生 活 )

社会生活における社会的意識をどう育てるか

-5年
 農業学習の導入 を通 して 一一

兵庫県 姫路市立旭陽小学校  池 田 正 弘



・周囲rcは農地が広がっている(姫路市の農業振興地域の一つで校区面積の 8害」近 くが田畑 )とは

言え、純農村 とはほど遠い。すなわち、 2害J近 くの家庭が圏畑を有しているとは言え、すべてが

小規模で、その結果兼業農家がほとんどである。さらに、全国の農家と同じでわずかながらも農

業離れの傾向にある。

・少ないながらも国鉄の駅を中心に商店がならんでいる。工場は大規模工場は校区にはないが隣接

校区にはいくつかある。地場産業 としては皮革工場が数軒ある0

。この校区にも宅地開発の波がしだいにおし寄せ、毎年 6・ 70名ほどずつ児童数が増えている。

旭陽校区専業 と兼業農家数の うつりかわり(戸 )

総 数 専業 第 1種隷 第 2種兼業

S35年 503 18 77 408

40年 492 13 毎 404

45年 479

“

403

50年 453 2 5 446

52年 448 3 6 439

規模別農家数のうつ りかわり(戸 )

0.1～

0.鉾

03～

0.5L

0.5～

0.L
0.7～

lha

l ka

以 上

S35年 240 145 67 40

40年 237 1盤 63 39

45年 235 140 繋 % 10

50年 232 139 54 24

52年 242 133 45 21 7

0

○児童の実態

・姫路市の農業については五年生までi/C、 おもな農産物生産活動につt/aて 、土地の様子や交通な

どと結びつけて学習しているかとらえ方は浅い。例えば、圏畑を有する家庭の子供であっても

農業の手伝いの経験がなかつたり、栽培物を知 らなかつたりする。これらの実態をふまえて地

域ならびに日本の農兼の生産活動の様子や人々の苦芳、生産向上へ努力、今後の農業のあり方

を追求させていかなければならない。 (日畑を有する家庭の児童 35名 中 12塩 )

小 単 元 「 農家のくらしとその動きJ

(1)単元の目標

。自分たちの地域の農業ならびに専業農家の現状について、生産活動と自分たちとのかかわりか

ら見つめ、日本の農業には種々の問題が生じているのがわかり、今後の日本の農業について麗

を向ける。

・各種の資料の活用により、種 の々問題の発生原因や背景を追求していく態度や能力を伸ばす0

総 単元の構造 〔農家のくらしとその動き〕

変わりつつある校区の農業l③ B「専業農業の動きl②
農家の人々

はより良い

生活を求め

土地利用や

生産方法に

工夫や努力

をしたり、
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兼業農家に

変わりつつ

ある。

問題 (兼業農家が増えてきているのはなぜだろう)

予想 (全体の場で )

○日が少ない農家が多く生活できないから
  1 言霞〔

三
電理[畠食:ilζ堂よ

もうかるから|~で きていない。

1 すべての児童が学習に参加 して

|::][1:illiltttti[;ょ く
|

1曇曇言塘後量響
きついから

学習の過程

事実提示

問題発見

予  想

仮  説

検  証

適用吟味
参

るか  “

(昔は国が少なくても生活できたのだろうか。 KさんやM君の家の国の広さは昔のままだよ)

グループバズ

S,僕はあんまりわからへんけど生活が苦しくなったので会社へ行 くようになつたんやと思 う。

N。 それ′やったら昔もそうやと思 う。だからなかに会社へ行けるように何かができたんだと思う。

T`僕は Nさんの言 ったことやけど会社ができたんやと思います○

S。 みんなのんを聞いとって思たんやけど車や機械ができて働きに行きやす くな響私オと思いま九

K。 私は機械が作られて轟スノぼの仕事が早 く楽にできだ し、車やったら便利だからよけいに会社ヘ

行 くようになつたんだと思います。会社もつくられたりあったりしたんだと思います。

S.この校区に会社はあまりなくても近 くには会社があるし、車やと便利やからや。

K.車は関係ないけど、機械
`吏

いだして時間があまるL遊 んでおくのもったいないから会社へ、

T.会社へ行 ったらお金も入ってくるけど、もったいないく
゛
らいの理由では会社へ行けないと思 う

よ。働く時間や日がきちっと決:ま っとうから。

N。 私もT君 と同じです。それよ)も 楽 しようと思って機械を使いだした。でもお金がいる。それ

で会社へ行なだしたんだと思います0

(全員大体意見がまとまる )

T.兼業農家になってか百姓さんはお金がようもうかり、家を大きくしたり、クーラーや車なんか

買いよってんだろう○

S.兼業農家ではいろんな物を作ったり、一年中物を作っている家もあるよ。趨 も工夫しよっ鶴

K。 私もS君 と同じです0この間、となりの家の日がうめられたけどそれは日を売ったからだそう

です。だから兼業農家でもよくもつかるとは決まってないと思います。

出てきた仮説

①農家では機械を使いだしたために時間ができ、会社へ行けるようになったのだろう○

分5-12)-3



②小さい農家が多いうえに、いろんな品物が必要になったので会社へ行きだしたのだろう0

0農業だけでは生活できなくなり、つとめる所 もあつたからだろう0

0農業はじんどいし、もうけも多くないので会社へ行きだしたのだろう。

仮説をまとめるパズ(全体バズ )

教師の手だて 。……・・規模男りに兼業 と事業農家の害J合を示 した資料提示

A.専業農家はほとんどなくなっていますがあるのは lL以上の広い田畑を持 った農家だけですO

だから僕はやはシ②と③のまとめがよいと思います。

B.僕は② とOも 良いけど①も関係 していると思います0それは学校のまわりの日でも機械をよく

使ってかられるし、機械がなかったら②や⑬はできないからです。

C.私は B君 と同じで一―です.それ′と今では車がたいて軽の家にあり、会社へ行きやす くなった

ことも関係していると思います。

A, B鵞や Cf・んのを聞いて3つ とも関係 しているのだと思いましたO                。

D.僕は④ も関係 していると思います●機械を使 って仕事 しているけど圏植えや暑い日の仕事はじノ

んどいと家の人は言っていました○

E` でもそれやったら専業の農家はないはずですO

D。 だから専業は減 ってきていますOで もまだ専業があるのは、轟が広いと作り方なんかで工夫で

き、もうけも多くできるからだと思い｀
ます。

(① o②・・③・④すべて関係していることl」C気づ く)

経)考  察

上記のグループの思考が完全に正しい方向へ進んでいるかということlrcっ いては疑問 もあるが∵

層、考に深化、広がりはある○このことがバズなしの授業でも可能だったかも知れない。 しかし、す

べての児童の能力を主体的にf幸 ぱをたかというとバズの導入の有効監は言 うまでもない○ とりわけ

社会科学習にかいては予想から仮説rC練 りあげる段階はさまざまな意見交換が必要である。出され

た意見を修正 し、補い、広め、高次の思考へ と進む段階であるため、さらにまた全員参加の学習の

精神からも、しかも、すべての児童の導重、意見の尊重 という点を考えても、この段階へのパズの

導入をまっ先に考えねばならない。なお地域をおさえる学習にバズの導入は能力の劣る児童を伸ぱ

す という点で大変効果的だ。それは思考そのものは苦手、浅 くても地域観察 という点では他の児童

と同じ場合が多い○したがって、劣等観・先入観をうえつけることなく「 自分もできるんだ、発表

してみょうJという動機づけとなる場合が多い。

私たちは、優秀児、優秀児の発表だけに目を向けてはならない。むしろ・…・・―

3.問題点                                            V
,現在ならびに最近の郷土をとりあげての学習をすすめる場合には、児童の経験 (見学中心 )を基盤

として、学習は力動的 l・C行ないやすい0しかしそれが過去 (児童経験のない場合 )に さかのぼる場

合にはデーター的な物も不足 して学習が進めlFtく くなるc一―ン検証が表面釣に流れ′てしまう。

。「見放さ瀞′た農業J「将来注のない農業Jといった意識をうえつけてはならないが、社会の傾向を

どう児童に理解させるか。

分 5T紗-4



::薫|||三

'||||

|・ 1地域的課題を中
'ぶ

としての社会的認識の成立を教科学習(社会科学習)を通して、より豊かで、確

ヤ  …
電り、自分の生き方を追求させる社会科が社会についての

する暗記学科 rcな り切っている。時間不足のため進度が遅

: 11.||■
4311ふ

=て
は他校区||ら の越境通学者が多く、いわゆる有名高校への進学率が高く、名門校 といわれ

:|:(4
ていた意識が残|=:ている。
::1難蕗希の中心部を校区にもち、大部分が商業地域である。経済的に上 。下の差が大きく、́戦後外

菌人

=な

1.た人,もかなり多く、土着の住民の少ない所である。子供らとの対話が乏しく、ものを1

:||■ ||■ 1基襲を二え
:|ふ

み巌親子の断続はないと考える親が多い。

||11.11:(1).:摯域的課題tl把握するための観点

|||||||131』菫重量111菫撃警23倉畠〔if五曇言員1彙:2言[毒30曇菫[匡彊[l[L中から重
:|=「

11.111要
豪地域的事象を選択 し、これ′を子供 らの学習として組織化する。地域的事象は他からの働きか

ることもある。また地域住民自身のための協力がヽとにな

上方や態度に相違があっても、その重大隆に変わりない0

D実態を十分に理解する。

O教師が正 しく現状を把握する0

0直接経験から具体的に地域を認識させるだけでなく、地理・歴史・公民などの社会科学の知識や

みかた、考え方を教える。

⑤地域的事象の中に特殊なものと普遍的なものをみつけ、地域や日本社会の課題を主体的に受けと

分5-紛-1



める。

⑥地域的課題をもつ学習と社会科学習の内容の系統注との関連は全て小中高一貫したものを考える。

e)社会科での地域的課題の把握

①地域の現実に足をふまえて考えようとする姿勢を育てることである。即ち社会の科学的認識を形

成するという社会料の基本的なれらいをどうか わゝらせるかが問題である。

総 社会的認識の対象

①社会現象である。社会現象についての諸事実の構造的なつながりや、そこlrcょ こたわる倫理や法

則性を発見していくことである。

修)よ り確かな社会的認識

①科学的に究明する。

⑫総合的な認識をする。

③社会の現実整に近づき、社会現象を構造的に把握する。

織 社会現象の構造

①時間的、空間的構造をもち常に働き、変化し、発展している。

②人間が課題解決に努力した歴史、また現在す めゝている姿ヽ さらに将来しなければならない課題

鋳縫 である。

紳 社会現象のとわえ方

①法則隆を把握する。

O物と物によって

④人と物、人と人の関係で

4.<それては>
(1)教科学習のとりくみについてく主として社会科学習 )

①カリキユラムの立案と実現の中心に行動科学を入れるの

○私は近視眼的な子供の社会認識の形成には反対である。生徒の社会認識に総合性をもたせる観

点力致 科指導上の急務である。現代は社会現象がとらえにくくて総合的に把握しないとだめで

ある。そこで行動科学をとり入れて人間行動の面から総合的に把握する領向が現われている。

○社会現象は個々の社会的行動に還元されるから人間の諸行動の観察や湊1定でとらえることがで   3
きる。

②学年の配慮

どの質 (´校種・学年・時期 )で取り扱うか。重複してねるから取り除くのでは早計であり、くり    °

かえしだけでもいけな軽.背景や横のつなが多や対立する矛盾を行動的に認識させ、その中にあ

る法lll隆の発見が大切である。

③あるべき社会科

社会現象の背後にあるものを規定している規則や法則性を科学的、総合隆、構造的に把握してい

くことが大切である。

分5-総一言



1.バズをただ取 り入歳′ても無駄

世界恐慌の授業で、アメリカ合衆国のようすを押えた上で、「なぜ、世界恐慌がおこったのかざ と

いう課題を出したところ、それまで、顔をあげて発表 し合っていた生徒たちは一斉に黙ってしまつ為

教師としては、日本の戦後の不況の原因を学習したあとなので、考えられるはずだと思った浄ヽ さに

あらず、「班で話 し合ってごらん」 といっても、沈黙は 10分 も続いた。「 こいつら、けしからんJ

と心の中で思いながらも、紙をわけて、「わからないことを書けJと命した。いや、書かせておどろ

いた。「恐慌ってなに」というのからF日本は戦後すく
゛
不景気になつたのに、アメリカは?J「貿易

をしていると、どうして恐慌になるのかJな ど多くの疑間が書かれてあつた。「教師失格かなJと思

いながらも、ただ講し合わせても無駄だ、何が必要かと考えてみた。

(1)子どもが黙っていることの意味を考えること。

無気力、課題不鮮明、学習方法不明確、未解決、集団意識未成熟、涌極猿など○

総 考えさせるもとになる基礎

"ヽ

確実になっているか

(3 発問が、具体的て段階を押えたものであるか。

「 世界恐慌がなぜおこつたかJの発間の中rcは、oア メリカ合衆国がなぜ不景気になつたかO④

その合衆国の不景気がなぜ全世界に広まつていつたのかOの 2つの内容があるから考えにぐ私。あ

るいは、両方わからないと意見が出しにくいというわけである。

2.バ ズ学習にかいて、より学習を深めるための条件

バズ学習をとり入れた授業をよく見る。準備過程 → 中心過程 →確認過程 と授業は流れ′、それぞ

れ′で課題が提示され、スムーズに学習が進められてい く○ バズ学習についての研究も浅tA私が、こ

れを批評するのは生意気だ力、 何となくもの足 りないものを感じる。この「 もの足 りなさJは どこか

らくるのだろうかを考えてみると、

。課題が生徒にとって、対決に値するものであるか

・準備課題 と中心課題、あるいは授業の展開の中に、生徒偶1に立 った発展的必然整に起因する場合

が多い。課簿鐘講p拡大があるのだろう力、

ア.個人個人 (全員 )が、自分なりの意見をもって、バズに参加すること。

勿論、全てのパズがこの条件をみたさればならぬわけではないが、社会科におlr■ る中心課題のパ

ズは各人が各様の意見をもって参加して、はじめて「 広い視野に立って、社会事象をみつめJてい

こうとする社会科の目標にせまることができる考える。では、全ての生徒が「 自分なりの考え方J

をもてるようにするため条件は何だろうか○

・課題を考えるための基礎的要素とその解決法が生徒の身についているか。

分5-総… 1

第 5分 科会 (社会 と生活 )

社 会 科 の 学 習 に お け る パ ズ の 成 立 条 件

_一 学習 を深め るための資料 と問題意識 との関係
―

静岡県 静岡市立大里中学校  安居院 達 男
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「道路は、物資の輸送や人の交通のためにあるJに対して、この資料の京都、大阪間の4ミ リが作用

し、 秩 阪は天下の台所」という既習の考え方をもとにした自分たちの道路についての考え方が打破

された結果rcほかならないOそこで、「五街道は何の目的で整備され′、物資はどこを通ってはこばれ

たのか」という中心課題が必然的に生まれ、学習が発展していくのである。
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勧 具体イ颯 イメージ化は、個人の考え方を生みだす基礎、

例えば、四大文明発生地、エジプト文明の学習で「 歴史の舞台Jと してのナイルリ||とその周辺の

イメージがなければ、生徒はそこに生まれた文明を理解していくことは不可能だろう。生徒たちは

いろいろな疑問をもつ、(・ 砂漠の中になぜ人間が住めるか、 ・ナイル川のlrtか にも大きな川はある

のに、 ,氾濫するとなぜいいの、などがその主なもの)その疑間を地図帳・写真・文書(ナ イル川

氾濫のようす )で具体化していってはじめて、「 ああ、そうか、天文学・濃1量学の発達したのは、

こういう理由があったのか、国王の権力が強いのはこの必要性からかJと考えていくことができる

ようになる。

3。 社会科の好きな子どもを育てよう。

以上、資料 と課題意識、具体化の問題 42Cついて述べてきた力ヽ この 2つが久けている課題は課題と

して成立しないし、バズ学習も単なる形式として終 ぅてしまうだろう。生徒たちが「先生の社会科が

好きだよJという根拠は何だろう。先生の顔やスタイルではなく、その先生の授業での教え方の問霧

であり、きびしく自分の考え方を追いきれたり、あたたかい援助を受ける中で、生徒が「 自分はイ申び

ているなJという実感を味わえた時に生まれる信頼関係が「好きだJという根拠だろう。その意味で

「先生の社会科Jである。私たちは、すこしてもよい授業をして、社会科の好きな子どもをひとりで

も多く育てていきたいものである。

(く わしくは、当日発表資料を参照して下さい )
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第 5分科会 (社会 と生活 )

歴 史 的 意 識 を育

相 互 作 用

日 本 安 広

1。 はじめに

本校では、ここ数年来、「 相互作用を生かした学習指導の研究」を現職教育のテーマにして研究を

進めてきたO研究は、基礎的事項から入り、現在では、よい課題の設定方法 。指導過程のあり方・評

価の方法の追求をする段階にまで達している。

私もパズ学習研究の一員として、全教科にわたリパズ形式の学習指導を続けてきたが、現在でも、

全ての教科について、活発に講 し合いがなされ、深い時点までの思考の追求がなされ′ているとは言い

がたい0と くに歴史の学習は、児童にとって、遠い昔の他の地での出来事 という感じがするようでピ

ンとこないようだ○そのため、教師の質問に対 しても、教科書に記載されている事柄を読み、答える

だけという児童が多かったようだ。そこで、発表力の少ない社会科の学習を取 り上げ、歴史意識を育

てるための手段を研究することにしたO

2.研究の方針

この研究では、相互作用を生した学習指導を通 して、子ども達に次のような効果があらわオ1´ ること

を仮説としてたてた。

0学習に対する参加度の拡大を図ること。

o知識・理解の拡充を図ること0

0資料活用能力を伸ばすことO

o歴史に対する興味 ,関心を増すこと。

3.研究の方法

授業を通 して研究を深める。

○事前テス ト

o課題の設定

○指導過程の構成

o課題ごとにかける即時評 1轟 一―――

0プ リテス ト・劉 賑 ´
― 一― 一一

上に示 したことを達成するために、何

とにした。

分 5-(5}-1

て る 社 会 科 学 習

を 生 か し た 指 導 を 通 し て

愛知県 春日井市立高座小学校
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4.研究の内容

(1)歴史学習前の実態

歴史意識について調べた結果は、次の ようである。 (5月当初調査 )

紳 歴史上の人物について

児童に知 っている歴史上の人物を書かせたところ、次の 3名 が特に多か ったO

徳りll家康  豊臣秀吉  織鵬信長

上記以外の人物としては、源義経や平清盛が出てきたくらいであった。このことから、児童の

歴史上の人物についての興味は薄かったと思われる。

“

)作文による歴史意識

「昔の生活についてJという作文を書かせたO書いてあったことを要約すると次のようになる。

o食物・道具・衣類
―

自給自足の生活 ――一 苦芳

0現代 と昔との比較
轟          現代は昔に比べて便利 一一―食物・機能・交通・通信 。医学

o身分制度がはっきりしていたO(江戸時代のことらしい )

児童作文の内容は、現代社会と昔 との比較が多く、現代社会に生まれ′てよかつたというものが

ほとんどであった0

191 プリテストの結果

社会科年表テスト(歴史学習前、 53。 5.10´ 実施 )

男り紙のとかり

予想されたことであるが、正答数が少なかった。

121 歴史意識を育てるための方法

∽ 予習課題は、教科書や児童が持っている資料集の中から、次時の学習に関係のあると思われる

図や写真を指定 し、それを見て、気がついたこと、考えついたことをノー トに記録させるもので

ある。最初の うちは、忘れてくる児童が見ら力′たが、指導をした結果、それもなくなり、今では

全員がやってくるようだなつた。この課題は、毎時とはいかないが、できる限り多くの機会をと

らえて実施 している。

教科書の本文を読んで来させるという予習課題は出さないことにしている。それは、事前に教

科書を読んでしまうと、学習時irt興味を示さなくなり、児童の思考が固定 してしまつからである。
°       一方、図や写真を見て考えることは、文を読むことに比べて時間がかからず、児童によって、

いろいろな考え方が出てくることが期待できるからである。

・      

“

)資料の活用

資料は、児童が持っている資料集の他に、TPや教師が探 したものを中心に使用している。ま

た新聞に載 っている歴史上の事柄を折 りにふれ́て使用 したこともある。

児童の中には、自分で資料を探 して活用したり、学級児童に紹介 したりするものが出てきた。

資料の使用は、児童を学習に集中させるために効果があると思 う。

分5-働-2



総 時代の特色を理解させる。

学習を進めていく上で必要なことは、単に教科書の内容に違従 していくのではなく、その時代

時代の特色を児童に意識理解させることであると考えている。それ′によつて児童はポイントをつ

かみ、印象を強めることができるからである。

特に児童rc指導をしたことは、その時代に中心 となった人物、及び貴族 と武士の区別、また、

時代ごとの文化の特色、農民の生活の仕方である。

紳 課題 と即時評価

大課題は、 1時間の学習中、最大限 3つ位にしている。それ″以上の課題を提示することは時間

的に無理があること、内容を通 うのに夢中になリポイントが薄 らいでくることが予想されるから

である。

l時間の授業を効果的に流すには、教師自身の課題に対する取 り組み方 と、課題を精選するこ

とが必要になってくる。

また、課題を提示した後には即時評価が必要であるO評価は、相互活動、指名発表、挙手、ハ

ン ドサイン、反応器、ノ=卜 記述などの方法をとった○

F「時評価をすることにより、次のような成果が期待できる。

0目標への到達度を知ることができること。

○学習のまとめができること。

O児童の理解度を、教師自身が把握することができ、教師自身の反省材料になること。

○これから努力する方向をつかませることができること。

締 評価表の利用

1時間¢学習内容を反省させることゃ、学習意欲を高めるために評価表を利用 した。O評価表に

は、学習内容の理解度と学習中の態度を、_自 己及び班で話 し合って記入させた。

評価表を使用することlrCよ り、児童は本時の学習目標はもちろん次時の学習目標をも把握する

ことができ、意欲化を図ることができること。また、よい評価を得るために学習に集中できると

い う効果がある。ただ、児童がする評価はとかくあいまいになり易いので、教師がある程度砂基

準を示 してやる必要がある。

(9 授業の実践例

単元  貴族の世の中(2/11)

本時の学習

目標 ○平城京の造営を通 して、貴族の権力、財力を理解させる。

Oじ っか りした考えをもって、話 し合 lr4に参加させる。

分 5-傷
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0なぜ、平城京を造ったのか

考える。

・各 自考ス_る 。

・班で自由に考える。

・発表する。

o平城京がつ くられたわけを

ま とめる。

○ノー ト整理をする。

平城京を造 った目的は何か考えなさい

oなぜ平城京を造 る必

要:が あったか、 しっ

か り考えさせる。

O寺院が多いことを思

い出させ、考えるた

めの ヒントとする。

o机間巡視をす る。

平城京が造 られ′たわけが

わかったか。

(自 由会話法 )

中

むヽ

遇

程

略

(授業の流れ )

教師の指導 と観察

o自 分で考える。

0ノ ー トにメモをする。

○班で自由に意見を出 し合 う。

0活発な話 し合いを した。
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o平城京は大 きな都であった。

○寺院がたくさんあつた。

○学習課題を聞 く。

轟

○天皇がかわ ったか ら都を移 した。

o大きな都が必要であった。人口が増えた。

O交通の便が よかっ表1。
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のみ、教師が助言を与える。

○平城京に、お寺がた くさん

あったのはなぜだろ う0

(平城京の地図を見せる。 )

/児童なりの考え方をもとに

‐
意見を出していたo

oなぜお寺参りをするのだろ

(元気よく発言 していた○)

o課題を聞 く。

o自 分で考える。

0隣 り同志で話 し合い意見を鹿す。

○か寺参りをする人が多い。

o仏教を取 り入れ′ようとしたO

も仏教を信じていた人が多かった。

o苦 しいこと、つらいことカミあつたO

O天候が悪 く、農作物の収穫が減 つたo

o平城京を造 った目的について隣り同志

で話 し合 う。

○天皇がかわった。

o大 きな者5が必要であった。

O地理的条件が よか った。

o悪病・ 凶作か ら逃れる○

相互活動

ま と め
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く授業に対する考察 )

自分の考えをメモにとって活用させること、資料の読み取 りを正しくさせること。班や全体の

場での話 し合いを業めるため、話 し合いのルールの徹底をはかること、子どもなりの考え方を大

切にして授業を進めること、児童同志の意見を戦わせることに留意 して指導をした結果、たいて

いのねらいは達成できたように思 う。児童は粘 り強 く考えていたし、意見の交換 もなされ′ていたO

分 5-鮨 -5
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また話 し合いの時のルールも守れ′ていたよ

に思 う。それ′は、適当な資料が無かったこ

に思 う0

4.単元の学習を終えて

御 ポース トテストの結果

社会科年表テスト(学習後 53.7.28)

)内の数字は 44名中の正答数

(ポ∵ス トテス トの考案 )

プリテス トの時 と比べ、時代名を書 くことができるようになつた と思 う。政治の動 きについて

はだいだい予想l塾 りの正答数であった。年表をおぼえることが苦手な児童が多いので、特別に良

い結果が出るとは思われ,な か ったか らである。ただ、時代 と政治の動 きについて、児童が関心を

持つ傾向が出てきた ように思 ,。

なか、応仁の乱についての正答が少ないのは、授業ではまだ取 り扱 っていなかつたためと思わ

れ′る。

“

)ア ンケー ト調査の結果

o歴史学習rcついて

嫌 い

oか もしろくないから

うrC思 う。ただ、結論を導 くのに時F80がかかつたよう

と、事前指導が不十分であったことに原因があるよう

0お もしろいか ら

oいろいろなことが

わかるか ら

○資料を調べること

0お もしろい時 と、

そ うでない時があ

るか ら

o年号をおぼえるの

分 5-(D二 6
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が好きだから       が苦手だが、他は好

o調べることがたく     きだから

さんあるから

以前に比べ、歴史学習が好きになった児童が増えていることは嬉 しいことであるO反面、年号を

かぼえるのは嫌いとか、おもしろい時とそうでない時があると回答 した児童には、教師自身、かか

いに反省をしなければいけないことである。今後は、今まで以上に、児童を飽なさせないための工

夫をしなければいけない と考えている。

総 評価表

社 会 科 評 価 表

単元「貴族の世の中』                6年 〔 〕組 氏名

分
'一

(勧-7

時 学習す ることが ら
月 爾

〈躍露)

よくでき
たか

話 し合え
たか

楽し〈
できたか

反省することが ら

東大寺の大仏筵ついて

調べる

日４
＞

１
水

月
く

６
○ ○ ○

線がく'ち やく
゛
ちやにな

ってしまったO

2 平城京について調べる
日６

＞
１
金

月
く

６
○ ○ ○

字がとてもされいに書
けた○

3 遺唐使について調べる
6月 19日

(月 )
○ X ○ …1

奈良時代の文化につい
て調べ る

6月 鈴 日

(火 )
○

∩ ○ 暮免た『主 |
5 奈良時代 の農民の くら

しについて講べ る

6月 21日
(水 )

○ ○ X
へんな字でかいてしま
った。

6 平安京について調べる
6月 23日
(金 )

○ ○ ○

平安京がなぜできたか
という理由がよくわか
ったGそのころの貴族
の くらしがわかったO

7 荘園のおこりについて
調べる

6月 郷 日
(月 )

○ ○ ○
荘曜の意味がよくわか
っ 表10

8 平安時代の文化につい
て調べる

轟

脚”
ａ
も

○ ○ ○

平安時代の貴族はぜい
た くな人たちだな。唐
のまねをやめて日本風
にかわつたので うれ じ
い 。

9 武士のかこりについて

議べる
6月 30日
(金 )

○ ○ ○
ごう族がなぜ武士にな
ったかわか った。

l10
調ていつに治政

・　
　
の氏

る

，―
‥葬
ド

7月 3日
(月 )

○ X ○

は じめに平氏 と源氏が
たたかって平氏がか つ

た。でもあとか ら源氏
が しかえ じとして源氏
が妙ヽ った。

貴族の世の中について

調べる

澤５
水

月
く ○ ○ ○

今 日はまとめのような
ものだ ったのでだいだ
い よくできたO

12 テス ト



(評価表について )

評価はOXと し、 1時FE5の学習終了時に記入させた0全 てFCついて0であることを願うのであ

る力ヽ それは難しいことであるようだ。ただ、それぞれの項目について○をつけた児童が多かっ

たことは嬉しいことである。また、「 反省をすることJの項目についても、児童なりtrcぃ ろいろ

なことを書いており、教師の反省材料として活用できた。今後も、評価表を使用して授業を進め

たいと思 つ0

4.実践のまとめ

人を指導するということは難しいことであると思 う。毎 日毎日指導していても、満足な授業であっ
▼    たと思われるものはめつたrcな 軽。数年来教師をしていて、恥しい限りである。 ともあれ、この半年

間、子どもの歴史釣意識を育てるために授業を続けながら研究を進めてきたわけであるが、得られた

ぅ    成果 として次のようなものをあげることができるだろうと思 つ。

0児童が学習に集中できるようになったこと。つまり、学習への参加度が高まり、歴史学習にうい

ての理解力が廣澤進され′るようになつたことである。

o歴史の学習について興味を示 し、歴史学習が好きになつてきた児童が増えてきたこと。

0相互活動を好み、教師の説明を開くより、自分達で話 し合ったり調べて解決しようとする傾向が

見られ′るようになってきたこと。

o授業が始まる前に、班で協力して復習や予習をすることができるようになったこと。

。先人の偉業に気がつく児童が増えてきたこと。

o評価表を使用することにより、学習の理解度を児童自身が知ることができ、児童自身の反省材料

になること。また、予習・復習の大切さが身についてきたこと。

その他、教師悽1の成果 としては次のようなことをあげることができると思う。

o相互活動をすることにより、多数の児童の発言を聞 くことができるようになったO      l
O課題の精選化ゃ学習の組み立てをすることの必要隆にせまられてきたこと。         ・

猟 かわりに

相互作用を通 して、子どもの歴史意識を育てることを試みたのであるが、まだ十分ではない。今後 |

ι    教師自身が勉強をしなければいけないと思 うことはたくさんあるが、その中でも代表的なも命をタリ挙

したい。

o話 し合いを深めるための、よい課題の設定条件

o適確な事前指導のあり方

0学習中、女子より男子のほうが活発である。女子を活発に参加させるための方法。      1

分5-働-8
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第 5分 科 会 (社会 と生 活 )

社会生活における社会的認識をどう育てるか。

豊高校区教育推進協議会  住 吉 光 彦 (豊 中 )

1.は じめに

本来教育のあり方は、生活に根ざした教育を考え、生活行動の中で地域的課題に主体的に取 り組み

郷土社会の未来像をつくりあげていく生活態度の育成にあると考える。

地域の人たちが、自分の手で、地域の歴史、漁業・農業の経営・改善・生活などを科学釣に考えて

いくところまでの要̀通 しをもって教育にあたるべきであろう0た しかに、農村にしろ、漁村にしろ、

自分たちの地域が、将来どのように変るのか、どのように変えたらよいのか、迷路におちこんでいる

状態は包みかくすべ くもない0これ′らの課題にこたえるには地域を教材化することをおいて他にはな

いと考える。そこで、この課題 l・C取 り組み、解決するためには、幼稚園・小学校 。中学校・ 高等学校

が、各 独々自の歩みを続けていくのではなく、各々が、独自隆を持つ中で、その担い手である子供の

全発達段階でとらえなければならない0

以上の観点から、系統注のある地域の教材化を「縦軸顧とした教科編成を中心に取り組みを始め/40

2.ね らい

地域を学習の対象とし、それを通 して、児童 。生徒の生活する地域を知 り、課題を見つけ、その課

題解決に取り組む態度を養う。学習に際しては次のことがらに留意 して取 り組んでい 〈0

(1)児童・生徒の生活経験や、生活環境を考慮 し、その基点から出発した授業法を考える。

総 教師ll■、児童・生徒 とともに地域を知る努力をする。

(3 視聴党機器の効果釣な方法を考える。

3.教材化にあたっての基本的な考え

(1)児童・生徒の活動 (生活 )の場である地域事象を教材化することによつて、地域社会を正 しくと

らえると同時に、広く社会事象を系統的・総合的にとらえるようになる。

(2 全教育活動の中で、幼稚圏・小学校・中学校・高等学校の一貫 した教育計画の中でこそ真に実現

できる。

4.取 り組みの内容 と方法

(D 家庭から資料を弓|き 出すO   121

(4)地域の史跡・ 文化財の観察を実施

5。 実践例

学習のしかりを作成   υ ttFHl指導計画表の作成

り 生徒の意識 ,知識の調査を行なう0

分5=0‐ 1

事



第 6分科会 (自 然と生活 )

探究心 と探究力を身につけさせる ズ学習

兵 庫 県  新 宮 暉 新 宮 小 学 校 平  野

1,研究テ‐マとその要旨

日々のパズ学習の取 り組みの中で子ども達は好ましい人間関係をつく多つつあり、競合現象もなく

なって来ている。 ともに協力して課題を追求すふ民主釣共同的な学習態度が定着 したとき、バズ学習

の究極の目的である、学習集団の高まりと、個人の高まりという点でこれでよいのかという不安 と反

省を感じた○そこで本年度は、パズ学習の中で、とくにグループ内にかける集団思考の高まりに研究

の視点をあて、ひと夕ひと ,り の考えの質を高めるために、子どもたちみんなの考えを大切にしなが気

パズ学習の中で、つ唆ずきや、抵抗をのシこえて学習する主体的な子どもの育成をするには、ど多じ

たらよいかを研究のテーマとした。

2.研究経過  指導の方針

① 子どもひとりひとりの探究意欲をたかめ自然を探究ヒ′ようとする構えを習慣化 し、集団思考を高

めるにはどうすればよいか。

② 自分の考.え で問題に挑戦じ考えぬき、グループの友だちと磨き合い高まり合うパズ学習の展開に

はどう取り組むとよいか。

3.研究経過の概要

o 教育の目標は、「子どもひとり、ひとりの個性を1申 ばし、能力の可能性を開発する。Jに ある。

理科にかいても、子どもひとりひとりに自分な多の考えをもたせながら、互いに他人の考えと比較

し、磨き合い、はげまし合いながら「考え」を、より確かなものに鍛えあげていくようlrCし なけれ

ばならない0 ここにバズ学習の重大な意義があると思う。

本年度は、子どもの発達段階に即するように、次のような学年別の指導方針を決めた。

(1)低学年  物 を漠然と見たり当たりまえと考えたりしないで、疑問をもってかかる学習へJ

O ペアバズの中での、子どものつぶやきを大切にする0

低学年の児童が、自然に接して呼ぶ言葉は、実に創造そのものであり新鮮であふ。直観と

してのひらめきを大切にするため机問巡視しながら、子どものつぶやきをと多あげ学習をす

すめふ。

0 あさがかの伸びを調べる方法を子どもとともに考えふ。

0 さんぎょは、崚ばたさするだろうか0と いうつぶやきが、きんざょの観察を活発にした

o あさがかの裁培で、朝顔はどの部分がもっとも大きく伸びふだろうというつぶやきが、

朝顔に等問か くのじるしをつけさせ、しふしのつけ方も多様な発想が見られ、興味深 くす

分6く⇒-1



すめられた低学年ではとくに教師のはたらなかけが大切である。 子どもひとりひと夕の

考えや、発想を=教師が認め賞揚 じグループでほめることによって学習が生々と展開する

(動  中学年  「 あて推量から確かな予想を立て確かめる学習へJ

O 中学年の課題設定では、比較する要素をとり入れ、いつも比べる考え方を伸ばしてい く○

課題づく多の時疑間が、4固 々の子どもの課題となり、グループの課題となり、やがて学級

全体の課題となる。子どもの自然認識は、課題解決の過程の中で育つものと考えられる。子

どもが対面した新 しい事実と、自分の先行経験と比べることによって説明できないものが疑

間であり、これを解決 6/Dめ あてとしたものが課題である。更に教師から言えば指導目標 でも

あふ。

④ 子どもの思考のつまづきと必要が、探究心を更に高めさせる。

3年生の紙玉でっぼうの学習では、はじめから透明な筒を使 うことが、子どもの思考を深

めることをさまたげているのではないかが、教師集団の事前研究で問題となった。自由な材

料で紙玉でもぼ多を作らせふ○水道配管用の太いポリエチレンの管を使ったものは、難待に

反 してとばない。玉のすき聞からの空気 もれに気づいた。竹の紙玉でっほうもとばないのは

竹のわれ轟からの空気もれに、バズ学習の中から気づいた。多様な材料の紙玉でっぼうの比

較から、玉をとばすのは空気かが、問題とな多 これを実証する必要から透明な簡が必要と

なっていった。そうして更に空気の存在を確かめるために、水中の玉 うちが展開されていっ

た。

(Э 高学年 グループのひとりひとりの考えを大切にし、考えを多様多極化し探究する学習へ

○ ひとり調べは、子どもの考えを業化

課題は教師にとっては指導目標であスが、子どもにとっては解決しなくてはならない問題

である。その課題を子どもひとりひとりが適確につけとめるために、予想から解決への学習

で「ひと夕調べ」を重視したO自 分なりに考えたことを、自分の手で調べ、その予想や結果

を全体に発表したり討論で吟味したりして、集国の思考を高める。

④ 実験のつまづきは自然を探る心を育てる。

「ろうそ くはどのような燃え方をするのかJの学習で、T児はろうそくを「 じん」と「
｀
ろ

う」にわけてもやす0じんだけではすぐにもえつきる。ろうだけでは人がつかない。ひとり

調べの結果が話し合われる。「 しんJと「 ろう」が、一しょになったときもえつづけるOT
児のつまづきとグループの話し合いが学習を興味づけ意欲をわきたたせる0更 に課題をひと

りひとりに意欲づけ思考をゆさぶるために、予想を3つの夕J題 として提示考えさす試みもし

てみた。

4. かわりに

一斉学習で学習の楽 しさを失 って しまった子 らに、学習の楽 しさをとりもどすのがバズ学習の大 き

分 6-(1)… 2



な使命であふ。理科の学 どで、子どもたちにとって楽 しいことは、自らの視点で とらえた課量を、自

分の発想に基づいて意欲をもって主体的に物事に取 り組んでいる時である。 自分の探究 した夢中に取

りくんだ考えや主張を、グループの伸間が耳 をかたむけ、意見 をのべて くれることである。バズ学習

はこのように真に人間性回復の学習として、個人思考や集圏思考を高めてくれる今後更に深めたい。

分 6-(ll-3



第 6分科会 (自 然と生活 )

自然 をみつめ、 とらえ る力 を ど う育 てるか。

一-6年 電磁石を通して 一―

兵 庫 県  姫 路 市 立 八 本 小 学 校

1.は じめに

教師は常に、自ら自然に働きかけ、自然のきまりを探 っていく子どもの育成をめざしている。

子供は本来、自分で調べていくことが好きである。調べていく過程でいろいろなことに接 し、調べ

上げた時には大きな感動を味わい、それが次の活動へのエネルギーとなっていく0

だから、教師は、まず、子供が調べてみようという気持ちを抱 くような場を設定 しなければならな

いと,悪 多。

2.実践例      `

(A案 )電 磁石づくりか ら導線のまわりに

起こる磁力のはたらきを理解させる。

(B案 )コ イルにできる磁力を追究してい

くなかで導線の政わりに起こふ磁力

のはたらきを理解させる。

教師サイ ド .授業はスムースな展開

(子供にとってはや らされていふ。 )

児童サイ ド.つ まず き `失敗 .や りなか

し、パズ活動の必然性

(教師は助言者 )

3.実践上の留意点

(D 自由操作などを通 して、子どもの手で学習課題を見つけさせ主体的活動を実起するc

総 授業の最初に与える素材は子どもたちの興味 。関心を呼び起こすよう工夫するc

(3 意図する方向へ導≪手段として、発問や指示にたよらず、共同検討の場で相互に情報を交換した

り、素材の与え方によって子供たちの活動をコン トロールする。

4.今後の課題

o 期待する活動に導 ぐため ,学習意欲を盛 りあげるための素材の工夫と準備物の問題

o 個 々の子ども、小集観は する適切な助言
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第 る分 科 会 (自 然 と生 活 )

子ども自身に気づかせ考えヽせ、

主体的に問題を解決 していく理料指導

兵 庫 県  姫 路 市 立 城 南小 学 校   山  本    岡1

はじめに

理科学習は、自然の事物現象を対象にし、それらに対する働きかけを通 して科学的な理解をはかふと

ともに、科学的に正 しく判断したり、調べたりできス能力や態度を育て、自然を愛する豊かな心情を培

うことである。つま勢自然の事物現象 1/C子 ども自身が働きかけ、体の五感を通 して自然のすばらしさ、

ふじぎさを感じ、積極的に働 きかけふことであふ。自然認識は、このような態度や心情を育てる学習の

中で身につけていきますO

l.理科学習のねらうもの 一一 自然癬 躯 竣 容

理科学習は、子ども達が生来もっている自然への興味や疑間が、自然への意欲的な探求心をゆさぶ

り主体的活動 となって自然をさくり 、規則性を見つけ出していく過程で自然認識の基礎的な科学の見

方、考え方、扱い方を育てふとともに、科学的概念を身につけていくことであふ。つまり子ども達の

自然認識を一

'書

科学的なものに育成 していくことであふ。このような自然認識を育てるためには、

o 子ども達の自然認識の発達の一般的な傾向を理解すふこと。

o ひとりひとりの子どもの自然認識の実態をj己握することQ

o 主体的な認識活動すふような学習指導の場 (集団づくり )と 指導方法 (パ ズ学習 )(教育機器の

活用 )を 立て実践すること。

o 子ども達が主体的に働きかけるような自然環境、施設の整備充実をはかること0

2.本校にかける理科学習指導

① 本校教育全体のしくみ

本校では、豊かな人間関係をつくること、たしかな学力をつける二つの目標を同時達成するため

にバズ学習をとり入れました。更に地域の実態を考え、本校教育の大 きな柱として、 1 学習集圏

づくり、 2 教育機器の活用、 3 教材の精選 .構造化の三柱を立てました。

実 現
りを伸ば

学 力 を高 め る

思考力 .創造力

課 題 の 明 確 化 相互作用の強イヒ

自 己
ひとりひと 授

業
の
効
率
化

個
別
化

・個
性
化

＼
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② 理科学習指導の重点

自然認識を深め育てるために学習指導にかける重点は、 1 課題づくリーー子ども達自身が課題

意識をもって自然の事象や現象を探ること。 2 視聴覚機器の活用一一子どもと子ども、教師と

学習者の相互作用を一層強化し、主体釣な活動を押 し進めふ。

1 課題づ くりのとりくみ

2 視聴覚機器の活用

③ 理科学習のための自然泰境の整備 .充実

校舎内外の各施設

o 学習園        0 地学図 (岩石と気象 )

o 飼育舎 (う さぎ ,に わとり ,あ ひふ )

o 栽培園 (学年園 ,理科栽培園 )温 室、苗床

本校のかかれている地域的特性を考えて施設経営を行 っている。

④ 理科学習実践例 と反省  6年「森林J  (別 紙にて資料作成 )

3。 あとがき

自然認識を育て深めるためには、自然の事象や現象の中で子ども達に直接経験を多く得させなけれ

ばならないが、や ゝもすると理科学習が科学概念の修得が大部分を占めるようになり勝ちである。評

1面 もその点に重点が置かれ、知識の量で理科学習の評価がなされている。自然を愛する豊かな心情鑢

単なる知識概念の獲得だけでは培われない。自然を調べる能力や態度、科学的なものの見方や考え方

を育てるためには、理科学習はどうなければならないか、もうす度考え通 してみたいと思います。

分6-総 =2



第6分科会 {自 然と生活 )

自然 を見つめとらえる力をどう育てるか。

豊 高 校 区 教 育 推 進 協 議 会   岡  田 真  (豊 小 )

1.地域実態

島の大部分は段 畑々で、柑橘類が栽清されてかり、水稲題は無 く、菜園もわずかである?、 ちゃん

山は頂上付近まで開墾されており、森林にも乏しい0ま た小さな島なので河川や湿地帯なども無い。

しかしながら、農業や漁業が主産業であり、海浜動物や草花に接する機会は多い。そういう面で、自

然環境はやや単純ではあるが、都市部の児童、生徒に比較すると、はるかに恵まれてはいる。

このような自然の中で生活している児童、生徒の自然を見つめる力、とらえる力はどうであろう力も

また、生物の飼育栽培をする態度や、自然に対する愛情が育っているのだろうか。残念なが ら不充分

なのである0島内どこにでも蜜柑がありながら、花はどのよう1/Cな っているのか、あるいは、花は

いつごろ咲き、実はどのようにできるか、どんな病虫害があるのかも知 らないことが多い。道のほと

りや蜜柑畑にある草ゃ花の名前もほとんど知 らないし、それらを使 って遊んだり、本の実を採って食

べたりすることもない○栽培に関しても、あまり積極的な態度は見受けられない。

2。 とりくみの方法

このような地域実態の中で、私たちは、今までとりくんで来たことを見つめ直していく必要がある

その中で、地域の教育課題は何なのかを明確にしていき、幼稚園、小学校、中学校、高校まで一貫し

た教育内容、教材を創造 していく必要がある。 しかしながら、各校がそれぞれ独自の研究主題のもと

にとりくみを進めてきたわけであり、同じ方法、内容を造 りあげてい くことは困難な面もあった。そ

こで、統一してとりくめることから出発し、実践を重ねる中でより明確な一貫性は生まれるだろうヒ

広げていくこともできるのではなかろうかG

まず地域の教育課題としてはっきりしていることは、この地域の主産業麟 稿議培であるからにし

て、自然1/C対 する愛情を育てること、栽培技術や積極的lF_栽培していこうとする態度、あるいは、品

種改良とか、早害、塩書防止等につながる科学する態度を育てることなのであろ う。

具体的なとりくみの方法としては、まず植物教材を中心にと多くんでいく。児童、生徒が課題意識

をもってと多くんでいくようにするには、教材の課題化をどのようl・Cしたらよいか考えていく。認知

的目標と態度的目標を設定する。認知的評価 と態度的評価方法を考えていく。 児童、生徒が課題意

識を持つことがでなるように自然環境の整備を工夫する0効果的に視聴党機器を活用していく0

以上のような視点で環境整備を、授業を組織化 してい く。
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3.実践例

幼稚慮

小学校

中学校

高等学校

4.反省と課題

o 地域の自然を課題化 してい く0

o 態度的評価方法が不十分なので研究を深めていくo

O 児童、生徒間のコミュニケーシ ョンを分析す る○

分6-(つ …2
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第 6分科会 (自 然 と生活 )

学ぶよろこびを味わえる子どもをめざした授業の倉1造

―‐ 理科の実践から
一

岐 阜 県  土 岐 市立 泉 中学 校   小  島 幸  彦

1.は じめに

☆ バズ学習との議会い

私が教師になった頃は戦後のベビープームの波が中学へ押 し寄せ、高校入試に対 して親も教師も

異常な激 しさを持 っていた。親の強い要求もあって第 7時限、第 8時限の補習授業を簿暗い螢光灯

の下で続けたことを記憶 しているO

当然のことながら子どもたちはか互いが敵であり、テストは 1点でも多く取 り、いい高校へ入る

ことがすべてであった。一方、アクトサイダーは非行に走 り、当時集団万ラ1事件が大きく新聞に報

違 れたりした。こうした深亥1な 事態の中で見い出したのが塩籠先生の Fバ ズ学習方式 』なる著書

であった。以来 19年、 人間的な成長と学力の向上を願って、バズ学習とのおヽつき合いである。

賄 の上にも三年Jと いう諺があるが、 20年近 く「
バカのひとつかぼえJと いわれながらの実践

は非行の低年齢化が叫ばれている昨今、本校ではここ数年来皆無であると胸を張れるまでになっれ

集団の醸成をねらうパズ学習の原理は部活動にも見るべき成果を示 し、今年度はテニス .水泳 .プ

ラスバ/ドの各、部が岐阜県大会で優勝 したのを筆頭に市大会、地区大会での優勝旗の数は 17本に

のぼっている。

学習面i/Cつ いては、子どもたちに動的なンディネスを持たせて授業に臨ませるため、村上芳夫氏

の主体的学習の理論をバズ学習の理論に加味し、課題の与え方について研究を続けてきた。

こ多書き並べていくとすべてが順調に進んでいるように思われるが、やればやるほど突き当る壁

の大きさを思い知 らされるのである。こんなとき、我々は大変ショッキングな事実 1/rc直面した。

それは一昨年、第 11回全国バズ研を本校で引き受けたとき、つぶさに学校の様子をご視察下さっ

た塩醒先生の感想が「 まだ八開中学校のレベルであるJと いうことであったO我 々の実践を振 り返

ってみるとき、学校教育をとりまく諸条件を外なりから埋めてはきたが、どうしても教育の中核と

しての『 授業 』にまで十分迫り得なかったことを反省 している。

,ン 集睡過程から授業i腱程 (認識過程 .指導過程 )へ

子どもたちの学校での生活の大部分は教科の学習である0各教科の指導が教育の大切な柱の一つ

であることは言 うまでもない0しかし、ここ数年来の研究は、学習の主体者である子どもたちが前

面に出て、ひとりひとりの子どもの学習参加の仕方を追求するいわゆる集団過程の研究が主流であ

った。

「 子どもの集圏の高まりは教師集団の高まりまで達する」を合い言葉 17~C子 どもと共に職員集団も高

政ろうと努力してきた。しかし今なか教科指導では「子どもはよく育っているが、授業が粗いJと

いうことが授業研究の反省として出てくるのである。                  [
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やはり教科指導は最終的には個々の教師の力量にかかわる問題であり、職員集団の研究のあり方の

再吟味を迫られているのである0今 こそ我々は子どもが教材 (価値 )を 習得していく過程<認識過

程>、 教師の介在の仕方<指導過程>を問題にしてい くことが、重大な課題であると考えている。

こうした研究は地道で大変な労力を必要とするであろう。ひとりひとりの子どもを熟視すればする

ほど数多くの者5合の悪い状態が見えてくる。こうしたものを見ることは手数がかか っていやだとい

うより、ほん とうはこわいのである。/Jヽ手先の教育技術ではなしに、 1時間 1時間の授業 を通 じ■

子どもに学ぶよるこびを味あわせること、学習することを好きにさせるにはどうしたらいいだろう

浄ヽ0

2.教えて も、学習 していない現実

2年理科 「 水の分子の運動一―墨汁粒子のプラウン運動の観察」より

物質を徴視的に探究していくとき、物質は粒子からできていること、その粒子は激しい運動をして

いることをエーテルの気化、水銀管の観察、硫酸鋼の拡散、線香の煙や墨汁のプラウン運動などから

事実にもとずいて考察させようとした。

本時のねらt/2は「 墨汁の粒子が不規員りに運動しているのを観察することにより、水の粒子 (分子 )が

激しい運動をしていることを推定できる」ことであったが、Y男は「墨汁はミズスマシのように動き

回っていたJと ノートに書いているし、K子は「 黒い粒がり||の ように流れている」と書いていた。

X男は墨汁の動 きを、 1年で学習 したゾクリムシなど水中の微生物 と同一視 し、無生物である墨汁の

動 き回る原因をエネルギー的に考察 しようとしないで、ただ目の前の事実に気を奪われ、学習の流れ

の中へは入 りこむことがで童ないのである。

K子はこまかい運動には気付かず、液全体の流れを見ているだけである○前時とのつながり、本時の

学習課題から墨汁の粒子の運動を見るとき単に「り||の流れJと とらえることは、Y男と同様に墨汁を

動かす水の粒子 (分子 }の存在にまで考えを発展させることはできないのであるO

顕微鏡の特率を600倍にして観察することは技術的にもむつかしく、 これを克服して観察をするこ

とができたときのよるこび、予想だにしなかった墨汁の粒子の激しい動きなど、子どもたちは生き生

きと学習に参加しているが、教科の本質からすると、Y男やK子は学習をしたとはlv3い得ないのであ

る。

観察にかかる前に本時のねらいを十分に時lFElを取 って話 し合わせたが、結果的には目の前の事実に気

持が向いてしまうのである。

2人に共通 していることは、事象のどんな事実を問題にしていくかが、自分の思考体制の中で明確

に位置づいていないことである。

男1の見方をすれば、自然を見るときの見方や考ぇ方、感じ方が育 っていないといえるのである。即

ち思考の筋道 (系統 )が不十分であることを意味する。

我々は毎日毎 日子どもと共に学習 しているが、ともすると教師のひとりよが多や自己満足の授業であ

って、本当にひとりひとりの子どもの内に育つ思考の筋通にまで追っていないのではないだろうか○

まず手はじめにひとりひとりの子どもを知 るために授業の記録を取 り、教科の本質とかかわって授業

分6-鶴 …2



その ものを厳 しく吟妹 していきたいと考費_て いる。

3.授業の倉J造

(動  学ぶよるこびを求めて

子 どもが学ぶ よるこびを味わ う授業 とはいかなるものであろ うか、ブルーナすは子どもの学習動

機 として次の 4点を上げている。

0 親や教師を喜ばせ。なければならない。 (賞罰 )

⑤ 同級生を権手にしなければならない。 (競争と協同 )

◎ 自分自身がやり通したという感じをもちたい0(成功感 )

① 子どもが興味を感ずる教科の微妙な魅力

0～⑥のような方法はパズ学習でも大切にしているもので、ある程度の効果を期待することはで

きるが、決して万能ではない。最終的にねらうものは授業そのものが子どもにとって魅力的であり、

子どもの積極的な自己活動を誘発するようなものにしていくことが重要であると思多。こうした意

味で、①の「子どもが興味を感ずる教科の微妙な魅力」の存在は多くの示唆を含んでいるといえ為

理科の学習にあてはめて考えるな らば、自然界にひそむさまざまな論理を自らさ ぐり求め、解な

明か し、その力で自然の姿を統一的にとらえ直す ことへの よるこびを味わわせてやることであると

考えるO

(a 求める授業像

全戦員で共通に求める授業をイメージじ追求することは、研究の方向や評価の観点を焦点化する

ことができる。我 々が求める授業の全体像は次の ようである。

o ひとりひとりが学習に参力日し、生かされ る。 (子 どもの側 )

〇 ひとりひとりにわかる授業を創造するc  (教 師の個1)

・
さらに、全職員が求める授業の核を「知的興奮をともなグ授業」とした。紙数の都合でくわしく

書くことはできないが、授業の核とは次のようにイメージしている●

かんたんに図示すると次の ようになるO

分6-0-3

今まで安定 していた秩序や見方 .考え方 .価値観などが新 しく出現 した教材によってゆさぶ

りをかけられ、今まで知っていたことや経験 したことではどうにも説明のつかない新 しい事態

に追いこまれるOこ うした場に直面 したとき、それをどう判断 し、どんな選択をすべきかを迫

られる。このとき困惑 .葛藤 .不安などが発生 し、重苦 しい沈黙が起る。こうした沈黙ののち

子どもたちが「 かか しいJ「なぜかJと矛盾や疑間を意識することが知的興奮の芽生えであり1

問題が明確に焦点化されて意識されることが矢目的興奮の頂点にあるといえる。 これは授業で登

らなければならないヤマを意識 したということであり、ヤマを登 り終わるまで知的興奮は継続

するといえる。



学 ぶ よろ こ び を味 わ え る子 ど も

授 業 の核 =知 的興 奮 を と もな う授業

ひ と りひ と りが 学 習 に

参 加 し、 生 か され る O

りひ と りにわか る

を慮J造 す る。

(認 識 i盤 程 ) (指 導 過 程 )

1時間 1時間の授業にもヤマ場があると考えるが、毎時間とも同じ質のヤマが存在することはあり

えない。ここでは 5～ 10時間 を単位 として「 知的興奮のともな多授業」の設定を考え_た方が現実的

であるO

紛 授業創造の具体的方進

教科書に載 っているから、高校入試に出題されそ うだから授業をするのではない。 ともすると我

々は、当面する問題に目を奪われ「 何をJ「どのように」教えるかとい うことのみを考える。例え

ば今の子どもにとって「 オームの法則」を学ぶことはどういう意味があるのか考えたことがあるだ

ろうか。子どもたちの うち将来オームの注員薔を使用する必然に進られるのはほんのわずかである。

それで もなかオームの法則を学ぶことの意味は何なのであろうか。

ここで「何のために」オームの法則を学ぶのかという教育本来の目的を考え_てみる必要がある。

理科の独自性を大切にすることは言 うまでもないが、他教科 との相互関連を見極めなが ら学校教育

目標を指向するよう留意したい。

1時間の授業の中には多種多様な要素が複雑にからみ合 ってかり、簡単に創ることはできないと

恐れをなしている。例えば①教材の精選 と構造化、②授業過程 (指導過程と認識過程 )、 ③ コミュ

ニケーション〔複数の人間の相互作用 )、 ④授業形態、⑤学習意欲など教え上げたらきりがない0

また、その授業の根底には、教師がどんな世界観に立っているのかという教育哲学の問題が存在し

ているc私が 1時間の授業をするということは、私の持ち合わせている教育理論や教育技術のすべ

てを投入するということである。

現在も粗末な時案を書いて授業に臨んでいるが、せめて学期に 1単元 (5～ 10時間分 )ぐ らいは

根本から考え直したカリキュラムを作 って実践 し、評4薇 してみたいと思っている。

分6くう-4
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目標 構 造 の 設定

(課 題 分析 )

事 前 調 査

前 提 テ ス ト

子どもづかみ=つまづ き 。たちどま り .不安

授   業

(5～ 10時限 )

総括 的評 価

(態度的成果 `努力度など )

授業の記録と分析

4。 実践記録

-2年  理科「物質と原子 .分子」より‥……堺著紙にて

分 6-151-5

指導要領の読み取り、教材の精選 と構造化

1単元 l・Cl時間大 きなゆさぶ りをかける

子どもに応 じた指導



数 生 活 )

つまづきの分析

県  春 日井 市 立 篠 本 小 学 校 施 藤 一 成

1.は じめに

昨年度市の算数サークルで 3つの部会 (教材教具研究部会、学習形態研究部会、授業系統研究部会 )

を構成 して、それぞれの問題点を研究するうちにある課題の構成が理解できても結論に到る過程で小

数や分数の計算が必要で、それができないために課題そのものまで放棄せざるを得ない。こうして挫

折感を増大 しているこどもがかなり多いのではないかという憂慮から本年度は、児童が一番つまづき

やすい分数一本に的を絞って研究すること1/Cな った。 とりあえず昨年度の 3つの部会を一つにまとめ

分数のつまづきの実態を調査することになった。さ らにその実態にもとづき次の研究方法を用意 し轟

研究方法

(D 分数の四則に対する子どもの実態を調べ、誤答例を分析するO

(0 分数の四則を理解するための基本的事項の必要最小限のものを綱羅 じ各学年の指導計画に 〈みこ

tO。

(0 教具の活用、学習形態 (パ ズ学習 )の 〈ふ う

(4)到達目標の具体イヒしたものをテスト問題として作成 し、一題材を指導する前後に、プリ .ポース

トテス トを行い指導の成否を検討する。

(う 分数に対する苦手意識の度合いを併せて調査する0

9月 にこの実態調査をもとにして、五年の分数 (異分母分数の加減 )の 指導案づ くり、授業研究

とすすみ、今後さらに少な〈とも三年間の継続研究を計画 している0

2。 分数計算の分析

五月の初め、サータルの推進委員全員で問題を十分検討 し作成する0対象児童 (3年 533人、4年

473人、 5年 488人、 6年 473人、中学二年 86人 )

(1)全体分析 (資料 1)

0∈分業の計算
 ́  ‐｀

4年から帯分獅 ミでるが、どの問題に対 しても帯分数が計算の中に入ってくると出来が悪 くな

っている。特 l・

~c5年
以上の異分母で通分が必要の場合ははなはだしい。 この問題を作成するとな

教科書 (啓林館 )を 中心に作成 l′ たので、推進委員の中には、帯分数は教科書の言1・算では、軽 く

しか扱 っていないので無理ではないのかとか、各学校でこの問題を実施 したとき、どうして教科

書で扱って軽ない帯分数の議|‐算を出題させるのかという意見を受けた。 しかし分数を量的に理解

するには、帯分数の計算もどうしても必要である。ためしに教科書を見てみると、言卜算の後にく

る応用問題には、帯分数を立式に使 う問題がひじょうに多 くでている。ただ単に、計算操作が複

分 7く 1)-1

分数計算 でのつま
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雑困難だから扱わないというのは、分数の応用力が伸ひず、分数のつまづきを生ずることにな為

分数の意識調査をしてみると、分数は計算は簡単で好きだが、応用問題はむずかしいから操い′と
ダ :     ｀ .1

いう児童が多いのもこの現われであろう。この分析で整数のまじった分数が以外に出来が悪かっ

たことも考えて、ただ単に計算操作がむずかしいか らというのではなく、ことに分数のむずかし

さ、日本にかける分数指導のむずか しさを見るようである0

総 (雷

で
暮
2警

÷:な どは、:× :,芸十
書と誤答率を比較すると、はるかに悪い0特に上の学年

に程悪 くなっているのは、注目すべき点だろう0これは教わった時から日がたったから忘れてし

まったといえばそれまでだが、後で述べる定着度から考察すると指導方法が問われるだろう。こ

の整数の入った分数計算は、教科書にもひじょうに問題がある。三年生では、練習問題の中に 1

問扱われているだけで、時間をかけて指導することも無理である0別単元で分数と整数の指導が

なされるが、今の指導課程では分数の指導の中で、この関係を指導するのは無理で、ただ機械的

に指導 してしまう場合が多いようだ。

lpl t麹分

:+:,:+暑 同じ程率の計算でも約分を必要とする問題となると極端に悪くなるOただ約分

の場合は、多くの場合約分そのものができないというのではなく、約分を忘れたという不注意に

よる場合が多いようで、上の学年にいくにしたがって誤答は少なくなっていくようである0帯分

数など計算が複雑になっていくと、答を約分することがむずかしくなるので、計算の途中で約分

をさせる指導は、ぜひ必要であろう。

総 定着度

小学校三 .四 .五 .六年と分数計算が多少の不徹底があるが定着 しつつあるが、中学校での分

数計算力が極端に落ち込むのは、日が経て忘れる。 ドリル学習不足など原因はあると思われるカミ

小学校での定着が しっかりなされていない場合も大きいと思われる。六年の一組で、同じ問題を

1吏 って、 6月 と9月 に定着度を調査 してみた。

席 番 2 3 5 8 10 13 15

誤答数%715 9 6 0 0 9 0 17 ９

″

つ
０

Ｏ
Ｊ

誤 答 数 9/215 8 0 0 12 6 5 6 15 3 6

席 番 16 18 19 20 21 22 23 24 25 27 28 29 鈴

誤答数%7 7 5 7 13 2 6 （ё 10 2 一
５ 17 2

誤 答 数 9/2 9 54 3 2 2 18 2 3

´
分'7く聯‐ 2

番席 32 錦 34 35 36 37 鍵 39 40

誤答数%7 6 8 12 / 6 5 19 13 10 6

誤 答 数 9/2 5 ´
０ 3 ―/ ″

Э 3' 29 16



この表 を見ると満点のこどもは、夏体み後にやっても満点であり、誤答数の少ないここもは、

6月のときと比較 してあま りかわりなかった。反対に 6月 に誤答数の多か ったものは、さ らに誤

答数が多 くなっていることがわかる。

鉾 通分

―番誤答が多いのが通分であるが、詳 しくは後 置の資料で示すことにす る。 この分析か らでは

帯分数→仮分数―二塾分の操作の過程でのまちがいが半数以上み られ ことに留意 したい。
,:_:111:|

3.むすび

実態分析をす るととによって、いろいろな問題点を見い出す ことができたので、これを踏み台に し

て、指導案、学習形態、教具の活用、到達 目標を決め、三年間着実に実践 していきたいと思 ってい為
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第 7分科会 (数 と生 活 )

自由バズの実践

― 算数科での積極的な相互作用と人間関係改善をめざして

三 重 県  上 野 市 立 依 那 古 小 学 校

1・ 自由バズの方法

(掛 教師が課題を提示する

121 各個人で課題に取り組み、「理解できて説明できる」

ない」を全員にわかる方法 (表示板を使う等 )で示すふ

(3 全員立ち上がり、「
理解できて説明できる子」を中心に自田にグループを作り話し合い取り組鶴

//(4)理解できた時点で自分の席にもどり、自分自身で確認する。

(:二 lilif ①
こ
襲覇ri舞 :鷲 iょ勇1象i甚髯if[1:ふ、どこがゎからないかをより明確にヒ

又、理解できなければすわれないから説明の聞き方もより真剣1/Cな る。

② 理解できた子は説明を求めにきた子がすわるまで説明しなければならず、より真会Jに説明する

③ 自分から聞きやすい子を選ぶから、か互い遠慮な〈課題に取 り組める。

. ■   ‐ ④ 子供達自身も教輔も、クラス全体の状態を知ることができるG

・
t● 1 ・   ⑤ だれかが言ってくれるまで待ったり、聞いていればいい、答えさえわかればいいといった依頼

心や甘えがきかなくなり、無駄話や妨害もできなくなるO

⑥ ほってかかれる 。はってかくという状態がなくなリー人一人が確実に参加する0

0 緊張が持続する0

以上のことを頭にかいて実験を行なった0

0)イ ンゝ孝纂=fザ:ム｀

2.実験内容及び結果      ‐ご
―
i l l,メ ,(:

小学校6年生5タラスを対象に り自由バズ

“

)個人で取り組んだ後班で取り組む 0す ぐ班で取

り組むの3つ を比較 した6比較内容は次の3つである。

「(1)話 し合いの内容をテープに取り、「学習に関したこと」「無駄話」等の量を調査 した。

_ (21 事前テスト .事後テスト.把持テスト.転移テストにより学習の成果を調査した。

ili 「` 1' (Э ァンケート(楽しかったですか等 〕により、子供の満足の度合を調査した。
.｀ 1       

その結果として

(1)話 し合いの中味は、自由バズでは無駄話がほとんどなく、説明もポイントがレまられていた。

r21 各テストの結果も自由パズで上 。中 .下位ともかかむねすぐれていた。

(3 満足の度合いもかかむね良好だった。

ll i賞 千1■  :ヽ

「

 書ン

「理解できたが説明できない」「理解でき

3。 現在クラスで行なっている実践

分 7」鋤-1
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イ |:1 1'If‐
(1)ク ラスの実態 (4月 サi学期 ).″

‐

O 男女が机を大 きく離 し、教師の貪J幕でや っとくっっけ―るとい:う 状態であった。

o 二匹狼的な子が男女共多 く、攻撃的 な荒い言葉 と何 も言わず他の子を無視する子の両極端でけ

んかが絶えず、 とても話 し合 った り発表できる雰囲気ではなかった。

o テス トの結果に対する熱心な親が多 く、普段の授業の意欲、遊びさえ子供は意欲を示さなかっ

た 。

この状態においては班この話し合いなど入 りこむ余地はなく、低学年での実践といわれる二人バ

ズもできなかった.そ こで班でのパズか ら自由バズヘの移項という考えから五月に入って直接自

由バズの導入を行なった。

②  目由バズの実践

0 子供で作った班をこわし教師主導型でソシオメトリックテストにより、班を作った。

0 算数科で自由バズを取り入れ、話 し合 うことを知 多、慣れさせることにした。

理解 した子も理解できない子 も話しせねばならず、いやでも他の子を意識 し、又、「すわる_1

という明確な形をとるから少々話しに くいなんて言ってられないようになる。その間、教師から

「説明することはくり返したり説明○仕方を知ったりとても本人は得すること1/Cな るんだぞJ

「説明でわかった子は発表しないと説費してくれた子に悪いぞJ「あの子が言えないのに説明し

た子は平気かJと 鐘げました。少しなりとも親じ換子同士のグループであるため、この言葉も通

用した。又、個人に問いたり、アンケー トをとった りして、子供の状態をつかんでいった0

(編登 )

0 1～ 2回 目 のろのろ立ち、グループを作るのさえつまっていた。かっかなびっくりって感じ

だった。

o 3～ 4回 曇 慣れから「 かれのとこへこい教えたるで」「 わかったかJと 言 うことばが聞かれ

出した。

o 6回 目   よくできる子が質問を多けながら「 あft、 わからんようになってきたわ、もう1

回考えるわJと つまり、説明できる子同士の交流も始まった0

0 7回 目   説明を聞いていた子が「かいかまえのかかしいぞ、こうやJと逆に説明しだした

0 その後   初めて男子が女子に説り]を求めた り、説明できない子 も話 しを活発に行 多ように

なった。           ヶfi「 ::三 ■1 1ir.fダ f」:1・ 11諄 i・ Fi:=‐

(工学期になって )

学習で とにかく話をする糸口としての自由バズによって友達同士の交流に発展 した。班を自分達

で作るといい今の所文句 も出ていない。班ノー ト、班遊びなどにぎやかな班になってきた。学級全

体で 卜
゛
ッチボールをとい う恐 る恐 るの私の提案 もスムーズにできた0しか しまだ自分の意見は言え

ても、その意見を深めることはまだまだで、特に学級会で問題を感 じる。バズ学習の実践記録の多

〈に見 られる班作 りの道がやっと見えてきた とい う所である。
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4.課 歌

(1)算数科のように「理解できて説明できる子」勢ミ明確であり説明もしやすい科目以外での自由バズ

は、どのように行い、また効果が期待できないものだろうか0

(D バズ班がうま〈言っている時、自由バズを使 多ことの長短は毎だろうかOそんなタラスの雰囲気

かわからないので予想しにくいため。

0 班の一人一人がやらねばできないような活動はどスノなものがあるだろう。
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第 ア分 科 会 (数 と 生 活 )

計算でのつまづきの分析から 指導内容を考えてみる。

豊 寓 校 区 教 育 推 進 協 議 会   屋  敷 光 (豊 浜 中 )

1.は じめに

今日まで、私たちは、各自で「 自然認識を育て、数学的な物の見方 .考え方を培 ,こ とをめざして

取り組んできた。そのなかで教育内容が実態にあっていないこと、実態 (子どもの姿 )も 菓にみえて

いないことに気づかされてきた。

具体的には、私たちが「 わからないJと して切夕捨てている子どもの「 わからなさJを発見するこ

と、つまり、限 り́なく個を違いかけ―A一人のつまづきの要藤を発見することを続け、克服に自けて

働きかけることが教育内容そのものであることを経験的につかんだ0特に、数の概念がつかめず、基

礎計算ができないために、算数 .数学と聞いただけで拒否反応を示 し、理解を非常に落難にしている

現実がある。そこで第一歩として、基礎計算について調査をし、誤答を分析 し、つ竣づきをみつけ、

まず基礎計算力をつけることに取り組んだ。分析の結果まちがいにもルールがあるのに、それをただ

さず、まちがいとし、できない子というンッテルをはっていたこと、そして、ますます学習意欲を奪

っていたことに気づかされた。

以上のことを各自、経験的につかみ、取 り組んでいたが交流を深めることで、よりよい中味が農1造

できることもあって、 しだ軽に校内で、地域での交流がなされるようになった。

今年度になって初めて、幼小中高の教諏が一堂に会 し、講 じ合う場がもたれた。各校とも基礎計算力

の向上をめざすといった共通のテーマに取 り組んでいたので、そのまとめを出し合い、整理するなか

から数 と生活をどう結びつけていくかをさぐり、さらに発達段階に応 じた指導内容を検討 し、教育内

容の創造をめざそうということになった。幼小中高一濃した教育内容の創造をめざして、協同した取

り組みの緒についたばかりである。

2,実 態

小学校  整数の加減については、低学年に繰上 り、繰下りを忘れている者が目立ち滅法で 3.4

年生の中に夕jぇ ば 3()04-1326=1788ま たは、 1778と した誤答が目をひく。整数の乗法につ

いては、九九の誤 シが目につく。小数の加減については、整数の場合と同じことがいえるが、乗法に

ついて見ると積の小数点の位置、除法ではあま りの小数点の位置の誤 りが目につ く。分数では、同分

母分数の加減は何とか轟来るが、異分母分数の加減になると通分についての理解が出来ていない者が

目憂Lf)。

中学校  正の数 。負の数の加減法と分数について以下の問題に誤答が多くみられたc

I:I(IT』二ぶせ「『1:4111 tll10警饗輩i進
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に並べよ・……番,1.5, 0,0.1,:

以上か覆 )を使 った式の計算 .負の数どうしの式の加減法の出来が悪い。このことから負の数の概念

かよび分数の概念が充分につかめていないことがわかるO

高等学校  小学校 。中学校の実態として示されていることが、克服されないままに高校へ進学じ

てきているものが若千名いる。彼 らの中には、九九の一部を6XS=42な どと誤ってかぼえている

者、 0の意味が分からず 1と 混同じ0× 2=2と してしヽる者、位取 りが分からない者、整数の加減乗

除では、繰上 り、繰下 りを間違 っている者もいる。分数 ,′l漱 ,負の数 ,文字式 (方程式を含む )に

なると誤 りが多くなっている。夕Jえ ば、 3X― X…,3 2X+3X… 5X :X=4… X=2"I見

られる0-方、定義仮定に基づいて自分で考え問題解決できる力を持 っている生徒もいる0このよう

に格差が大きいのが実態である。

3, と多くみ

小学校  52年 6月 に各学年別の基礎計算の問題を作成し、 52年 と53年 6月 末に調査 した。

これをもとに次のような指導を行なっている。誤答をその場で指導 与授業の最初に5分聞テストで指

導 `朝の会で 10間 ドリルをする。 トリ ルの時間違 2回 20分ずつ指導 .放課後個別指導 .班長を中

心にしてグループでお互いに高まるよう指導 。前学年の問題を指導じ系統的に指導 .カ ー ドを使いか

け算九九基礎計算の練習Oな かどれだけの効果があったかを調べるために第 2回 目の調査を 1参 月に

実施する。

中学校  1回 目のテスト実施後補充の時間を使い ()を含んだ式については ()をはず した式を

かかせることにした。数直線を使用するよう指導 したOこのことにより負の数の加減に効果があった

10分間 テストの中へ基礎言十算帳の問題を入れて結果を集計 し、カルテとして残 じ30分学活にオJ澪

した。これは教師が前面に畠るのでなく学級集国の LTi・ でとりくめるよう配慮 したO

高等学校  毎年新入生に対 し、基礎計算を中心にした学力検査を実施 してきた。その分析に基づ

いて、サプテキストを作成 し、授業内容と結びつけつつある○教育内容の精選にせまられ、多くの生

徒が、此較的興味を示す三角関数からとり上げている(P関数を1つの柱として倣分積分をとり上げる

ことで方I旬 づけをしている。その中で基礎計算力を含め発達目標が達成されたかどうか、確認テスト

をくり返 じ達成されない事柄については、1置別指導 .グループ指導 .ヽい っせいま
=導

などを行なってい

る0

4.課題と展望

今日までの私たちの取 り組みは、系統的なものではなく、一人一人の子どもを遅いされず、個の課

題を明確になしえていない。調査をもとに、いくらかは授業に生かすことはできた0

しか し、個人的な取 り組みに終始 lノ がちである。 これを一般化 していくことは、大きな課題であ為

まずは、基礎計算力を中心にしたつまづきの克服をめざし、三度と同じような子どもをつくらないた

めに系統的な問題を作成実施し、個人カルナに残し、授業内容と結びつけた指導内容、指導方法の検

討をしていこうと考えている。
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今日、受験齢 1か らくるゆがみもあって、生活からかけ離れ、学問追求に流れ、知識をつめ込む領

向が強くなっている算数 .数学教育の在多方もみつめ直さなlrlれ ばならなt/3。 もっと生活と結びつい

たものにし、発達段躍に応 じた内容を検討 して、地域の実態にあった幼小中高一慣 した内容 .教育方

法の創造をめざしていかねばならないと確信 している。
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第 7分 科会 (数 と生活 )

ひ と多ひと多の児童 を着実に伸ばす算数科の教育実践

兵 庫 県  姫 路 市 立 安 室 東 小 学 校   堀  江  光  明

1.指導要領改訂の方向

o 現行の算数 .数学教育を根底からくつがえそうとしたものでなく、基礎的な知識 .技能をもとに

数学的な教え方や処理の仕方の育成が、今後とも大切な算数教育の目標であることは明白である。

2σ 算数科の学力

o 算数科の学力を云 す々る時、ともすると児童の計算力の低下という点を問題にし、そこから一歩

も出ないで、言十算力をつけることこそ算数科の最大の目標であるかのような議論を耳にすることが

よくある。 勿論、計算技能の習熟も大切な目標の 1つ には相違ないが、例え題材が「数と計算J

領域であっても、学習の過程を通 じて、創造性、価i直判断力、社会性、算数科でいえば、数学的な

考え方や態度を育成することが大切である。

すなわち、算数科で培わねばならぬ学力を次のように考えたい。

3. ひとりひとりの児童の学力を伸ぱす算数料の授業はどうあるべきか。

率ひと多ひとりの児童の算数の力は、 日々の算数料の授業の中で こそ高めなければならない0

(1)ひ と多ひとりの児童を生かした算数科の授業 とは、一一一一一‐ひとりひとりの児童が、学習課題

について、何らかの思考活動を行い、その結果を小集団一→学級全体で集め、その中からよ多数学

的に価値の高いものを見つけだし、全体で決定 していくことを原型 とするO

(0 望ましい算数料の授業を成立させるための条件

算数科は、特に系統性の強い教科である0したが って、ひとりひとりの児童を日 の々授業の中で

生かすためには、最低、次の条件が必要であるO
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① 単元導入に際 して、その単元の学習目標に到達させるために最少限必要な ○既習の知識 .

理解 ④技育
=0 

もとになる考え方 (単元学習のための児童のンディネス=算数/vD基壺学力

=基本的 .基礎的事項 )の実態調査と事前指導=量)(で きるだけ簡単に、翁、計算技能は、

短期 日に習得させられるものではない0従って、学年頭初より継続的に指導 しなければならな

い。 )

② 児童の実態と学習圏標から導入問題と吟味―一→学習課題は、多面的な見方のできるものが

1望 ましt4。

0 学習過程を発見的に組み、その過程に全員が参加でき得る学習形態を明確に位置づけること

が大切である0(小集団バズ )

④ 原則として、毎時間ごとの小テス ト(練習、発展問題 )の位置づけと、復習バズ

⑤ 単元終了後のテストと事後指導

以上は、 1単元をサイクルとした場合の算数科学習指導の原型であるが、 1轟欄、 1時間を取

りあててみても、事前一→授業 一―→事後 といった教育実践 (轟 々の授業に対する構え )が必要

である。

4,実践例

① 計算技能の経続指導中で、「わり算なのになぜ引き算するの?」 とのA子のつぶやきにどう答

えてやつたか0

(0 7。25+2.5-→ 25ア72.5 と 250丁 725  どちらの計算方法により価値を認めるの

か 0

(Э 第 1時～第 4時の学習が第 5時にどう生かされたか。‐一一― (求積指導の例 )

5。 かわりに

ひとりひとりの児童の算数の学力を日々の学習の中で高めていくためには、児童ひとりひとりの

実態にメスを入れ、つまづきの原因をとり除き、児童の学習に対するンディネスを高め、課題 1/C対

して解決のための何らかの手がか .り や意欲を有する状態をつくってやることが大切である。

そして、算数料の学習においても、ひとりひとりの児童が学級集団の中にあって、ものごと〔数

学的に価値のあるもの (わか りやすく、簡単で、広 く使える方法 )〕 が決定されていく、その過程

の中に積極的に参加することにより、算数の基礎学力 (ンデ ィネス )だけでなく、創造性、価値判
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第 3分 科 会 (健 康 と生 活 )

体育科の授業にかける評価方法の試み

愛 知 県  豊 田市小 清 水 小 学 校  野  村  豊  治

1.実践のあゆみ

(1)体育料のパズ

授業中のほとんどを動的な場面で占められていス体育学習にかいては児童同志の相互作用を中心

に人間関係の高ま》を軸とした主体的な学習がなされ、話し合いも単に言語によふ表現にとどまら

ずか互いの心にふれ合 うものがあってはじめて高まり深まりもする。また体育科は身体活動を通 じ

ての学習が基本となっている。 したがって絶えず身体活動を通 しての思考でなくてはならない。身

`体
活動の中にかけふさまざまな心の動きを中心バズに対して「 周辺バズJと して位置づけ、この周

辺バズを重視することが中心バズの内容を豊か1/Cし、話 し合ぃを活発にさせるものと考えてきた。

② 単元の構成と展開

児童個々の能力がじゅうぶん発揮でき、創造性が発揮できる豊かな学習を要求し、いるいろな運

動が数多くマスターできる学習「 発表会を目標とした組み合わせ学習Jを考えた。これは単元のま

とめで行な多発表会を議標に、個 の々児童が自分のできる種目を組み合わせて自分のできない種目

や学年の課題種菫を加えて児童が自分の課題として設定するもので、児童にとってみれば、自分の

できふ種轟から始め、自分の運動を飼造 独 自分の能力に合わせ、自分なりにまとめて発表すふも

のであふ。

2.主題設定の理由

発表会形式によふ指導過程を組み立て、体育科の授業に取 り入れてきた。その結果、児童の学習に

対する意欲的な傾向や器械運動などでは、種類の組み合わせによる創造釣 。自主的な活動が見られる

こうになった0しかし、ひとりひと多の児童をみつめてい くうちに、わたしたちは次の問題について

話 し合 うようになった。

① 総合練習時にかける評価のあり方

②
 i量奮i31言冒指董

けこめな
r児

童
l 指導のあり方

.消極的な児童           j
このような話し合いの中より選人差や運動の持つ特性をふまえた,えで「体育学習を通しての人格

形成」をどうしたらよいかについて取り組むことにした。

3.研究の内容

(⇒ 評価のねらい

分 8-(1)… 1



学習評価は、評価をする立場から大別するとヽ 授業者側の評価と児童による評価に分けることが

できる。

前者は体育学習で言うなら、学習者が何に興味をもち、どのような学習効果が生み出されたか、

それらのためにどのような指導や援助が教師償1でなされたか、体育の具体的目標達成のためにどの

ような用具や施設を必要とするかなどである。

また後者は児童の個人的な成長、グループの成長、学級集団の成長など児童の変容を児童自身の

目で評価することにあふ0こ の幅広い評価活動のなかで私たちは後者の評価を前面に押し出Ц そ

れに付随してくるものとして前者をとり上げていくことにした。

121 学習カード

児童たちの自主的な活動を促す だとして、学習カードを用いたOそのねらいは次の通りであ為

ア 個人用学習カード

0 技能を分折して図示し、その要素を連記することにより技能を把握させる。

0 プリーぷ―ストテストの意味を含ませ、実態を授業者が把握するとともに、個 に々FFl題点を

見つけさせる。

ω 技能評価法の役害Jを もたせ、技能の進度をみふ0

イ グループ用学習カード

0 単元の学習内容を綱羅することにょって、その単元の授業計画をわからせる。

“

)個人の問題点 .前時の反省をもとにグループの目標をたてさせて全員に共通の価値観をもた

せ る。

ω 反省し、次時の課題を考えさせることから、自らを見つめて改善していこうとする態度を育

てるとともに、授業者が次時の目標を修正する目安とするものである。

また、 1単位時間の中に、次のように学習カーrを使っている。

遇 程 学 習 内 容 動活の童児

準  備 基本的技能の練習

学習カー ドを使 ってグル

ープの目標づ くり

グループでの練習

代表グループの発表

1学習カー ドに反省

1次時の課題をつけさせる

個人カー ドにて問題点を把握する。

.個人から出た問題点、前時の反省からグループ

の目標をつくる○

.目 標達成のため練習方法を話し合う0

.問題点を解消するための練習をする。

.グループの目標が達成されているか発表する。

| .目標の達成度を評価 し、次時の課題を考える。

中  心

確  認
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(3 授業分折カー ト
゛

授業者の授業に対する評価を研究するにあたって授業分折カードを使用した0その主な理由とし

て次のようであるG

① 体育学習中に記入することで、運動量が確保されないのではないか。

② 体育学習にかいても<個人の取り組み→グループでの情報交換→学級全体での情報交換→教師

の補足修正とまとめ→個人の確認>という一般的な方略は有効であふか。

③ 課題提示、発間によってどのような学習活動が展開されどのように学習効果が生み出された力b

グルービングはいかにあるべきか。

_   4.実 践を通して

ア.個人用学習カー ド

身体の各部のみ使用する技能は、学習カー ドを図示することにより定着 しやすいが、全身の力を
し
     要する技能要素は習得 しにくく、さらに細かい指導の手だてが必要であろ,。

集計表 (別紙 )か らもわかるように、 1校時と最終時にかける技能の定着度は明確である。また

技能要素によっては 1校時に高い数値を示していても伸び率の低いものゃ、逆に 1校時に低い数値

であっても伸び率の高いものがあり、児童の実態把握や内容の修正に役立った。

問題点として

o カー ドのつけ方が主観に陥りやすい。

o 技能要素の取 り上げ方を検討する。

イ. グJ・/― プ用学習カー ド

グループの目標が授業を重ねムに従 って態度的な目標から認A・B的 な目標へ発展 tノ ていき、・fa人 カ

ードの技能要素の問題点をグループで解消し、記録を伸ばしていこうと意欲的に取り組めるようtrc

なった0

問題点として

o lグループの内でつまづ く技能要素が個々にちがう→グルービンダ

ウ・ 授業分折カー ド

運動量を一概に時間で評価することはできないが、カー ドを使い慣れることで、記入する時間も

短縮され、技能練習の時間が多くとれふようになった。またカー ドで目標を明確 1/Cす るため、活発

=      な効率よい練習ができるようになった。

(  5。 ま と め

私たちは、「体育学習を通しての人FE5形成Jをれらいとして、児壼に自分を見つめさせ、課題を把

握させるため学習カードを用いた。そして個人の問題をグループで話し合うことンCよ って「グループ

全員が一人のためにJという協力精神を自己、相互評価を通してねらってきた。しかし、日 活々動し

ている児童を、より社会化していくためには「自己に厳しく、他人を思いやり、意欲的に:取 り組めるJ

ような評価活動をさらl14推 進 していかなければならない。同様に私たちも授業分折カー ドに工夫を加

分 8-(1)-3



え、常に反省しなが ら意欲的に研究に取 り組む姿勢である。
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1。 はじめに (本校健康教育の歩み )

人間尊重の本義を理解し、倉」造力に富む知性と教養を身につけ、たくましいからだと、誠実で豊か

な心をもち、意志の強い実践的行動人の育成をめざす。

(1)魂のふれあう教育………真の教育は教師と児童相互にかける敬愛と信頼の上になりたつ、形式の

みにとらわれず、心を大切にし、師弟同行の姿 1/Cか いて、魂のふれあう教育をすすめる。

(0 探究的な眼………611造性は高い知性の中でこそ養われふものであり、知性のないところに創造性

は育たない。そのため教科指導の役害Jは なわめて大きい。構造化された教材の道すじを、児童がつ

まづきながらも、自発鋳 .主体的に思考を積み重ねていくよう絶えず、学習指導の方法を工夫改善

し、探究的な限を育てて撚く。

(3 伝統あふ健康教育…1・・…曜和 43年 10月 文部省保健体育表彰を初め同年 11月 には学校安全表

彰、り、来兵庫県健康優良学校 として 12年 間表彰を受け、また、その間に学校給食優良校として表

彰された輝 ヒ′き伝統あふ本校の健康教育の足あとを踏みこえて、ねばりや根性のある児童へと努力

する。

2.本校教育の全体構造
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第 8分 科 会 (健 康 と生 活 )

健 康 な生活 を送 るためには ど うした らよいか。
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◎健康はいのちの泉

0肉体的、精神的 、社会的に

健康

o強 じんな体力と意志力

oす ぐれた英和と判断力

。自分をかさえるきびしさ

◎いのちを大切にする
|

0安全先行、危険予知の判

断力

○自分のからだは自:分で守

ふ 。自党

〇きまり正 しい行動

◎自分で自分の健康法をつく
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3.調整力と根性をつちかう体育

精神と身体の調和的発達をれら
'体

育学習のねらいは単なる強い身体や運動技能のみでなく、児童

の心身の調和的な発達をはかるために、身体の運動によって生活力を高め、技能を伸ばしてよりよい

生活を目ざじ社会生活に必要な態度を身につけ、自分だけでなく一人一人が健康で安全な生活を目標

としている。本校児童は、引っこみ思案で気力に欠ける傾向がある。運動能力として、柔軟性・調整

力 .敏捷性 .瞬発力をバズ学習の中で伸ばしていきたい。

分8-② … 2

た くま しい か らだ と豊 か な心



4。 学習教材の構造と教材づ くり(資料別紙 )

(D ‐・ット運動の動きの系統

動き
~｀~~~―選■隻 5 6

いろいろ  歩 く かに 。小人 .尺取虫 あざらし.小人 .く も あざらし.馬 .く も

さかさに なる 手押車 頭支持倒立 倒立 .腕立て側転 背支持腕立前転

平面で回る 前回り ,多 しろ回り 前回り。)し ろ回り 前回り。うしろ回り

高いところで回る とび箱前回 り とび箱前回 り とび箱前回多

低い ところで回る とびこみ前転 とびこみ前転

形をきめて回る 開脚前回り 倒立前回り

開脚うしろ回り 伸脚前回 夕 .う Lあ回り

機 教材づくり

5年の「 とびこみ前転Jま でには、どのような過程を経てきたのだろ多か。段階指導を考え、ひ

とつの教材 目標を達成する段階にかいて、教材づ くりをしている。例、とびこみ前転のかさえどこ

ろ、逆さ姿勢か らとびこんで回るので強い腕の支え、ひじのゆるめ方、空間での腰ののび、からだ

をまふめてまわるタイミングをつかませる0児童に与える目標 .遠 くへ手をつく、ま止から腕をさ

さえる。着地の足が手より前 .ひ じのまげのば し 。腕の支えと足のひきつけ。児童の困難点とし■

両足ふみ切りができない0腕がまが って体重を頭で支える。手のつく位置が踏み切 りに近いる

教材として 多さぎとび→うさぎとび前回り→直すから腕立伏 →その場とび回多→補助腕立て

回り→台上か ら前置り→障害物とびこしのとびこみ前転‐とびこみ前転へ と学習を展開 じ生活・fLへ

結びつけている。

5。 体力増強に向けての事例

◎ 調整力を養う運動として、ひとりで、どこででもできる運動から、二人で 。また二人以上で主と

して床の上でできふ運動、ポールを使った運動、棒を使った運動、なわをつかぅた運動、タイヤを

使 った運動、施設を使 って調整力を身につけさせふ。 (例 低学年 }別紙資料

分8,② 由 3

纂 ≧ ‐ 登 奎二 2 3

い ろ い ろ 歩 ぐ 犬 ◆あひる 馬 .あひふ ―にわとり かに
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わと夕.尺取虫

さかさに なる うさぎ かえるの足打ち‐ 力えな猟勁羨ち星かけ

平面で回ふ 横回 り 。ゆりかご 横回夕2人組 。前回り 前回 り

高いところで回る

低いところで回る

形をきめて回る



変運

プログラム ① 主として 低学年

ひとりで どこででもできる運動

ア 四つ足で歩く

/ノ /

前後左右    .大 また だヽきざみに

はやく     。ゆっくり

上向き 下向き 三つ足

イ かけ足して オ足とび 自由な方向へ   。合図で方向をきめる

片足 とび 両足 とび

左右交互 とび

〔音楽 歌 ゆうびんやさん )

ウ 歩いて   とんで    すわる 運動する長さを変える

大またで    .速 く

(音楽 .歌 ジェンカ )

工 上 下 左 右 で手を打つ その場で

歩いて .走って 。とんで

手と足を打つ

(音楽 リズム1/C合わせ }

◎ 体力づ くりと生活化

1学期の小体育会は陸上運動、走を中心に、また水泳記録会、市内 7校による競演 2学期は、

運動会 。相撲大会 .サ ッカー大会を実施している。

検定種目には、鉄棒検定 .水泳検定 oな わとび検定等を行い、児童は自己の記録に挑戦 してい為

◎ 業FEl運動での体力づくり  例 なわとび

運動意欲を高めるために学習ノートや検定表をもって練習したり、新 しいとび方を工夫する。
/1m

人の課題に向って、学級ごと学年ごと、躍日をわけ実施 している。

今後の課題

o 基本の運動と体操領域の研究

o ローテイション方式とバズ学習との関連性について

分 8-総 島 4



第 8分 科 会
.(健

康 と生
健康 な生活 を送 るためには ど うした らよい か。

一 体力増強に向けての授業の中での動きの工夫を中心に考えてみる。―

豊 高 校 区教 育 推進 協 議 会   佐 々本  力 也

村  田 俊  六

鎗  野  由紀 江

久 比 小

豊 浜 中

豊  高

(1)豊浜中保健体育科授業研究

1。 日

2.学

3.単

4. 目

5.指 導 計 画 (1

6.本時の目標

(a 授業記録

授 業 者  村 田 俊 六

記 録 者  第 8分科会 員々

.全員声も大きくハキハキしていたO `体 育委員

が中心になって進めて行 く。 。その間、教師は

時

年

元

標

昭額 53年 6月 29日 (本 )6校 時

2年 A組 男子 15塩 (班編成～ 5塩ずつの 3班 〕

器械運動 (と び箱運動 )

o 各運動の技能を正 しく理解 し身につける。 0 自己の技能の程度を知り、

互いに協力し合い、計画的に練習する。 oマ ナー .健康 .安全に対する態

度を育成 し、生活面に利用できるようになる。

2時間 )

o グループ編成 .学習計画・………………………1・・……… 1時間

o 鉄棒……・…………………………………………………… 3時間

o で ,卜 …………………………………………………1・1…  4時間

o とび箱 (腕立て斜め開脚とぴ .腕立て水平 とび……… 1時間

o とび箱 (腕立て閉脚とびの発展 )……………………… 1時間

o とび籍 (腕立ての前転 )・ ………………………………… 1時間

0 とび箱 {発表会 ,反省 t評価 )……。・:・ ………………… 1時間 (本時 )

○ 自己の技能の程度を知り、今まで学習してきた技能を正しく理解 し、身に

つけふ0

0 マナー ,健康 ,安全に留意 しながら、互いに技能を発表 し合い、協力して

直 し合 う。

生 徒 の 活 動 気 づ き時

.用具の準備

.集合 .整711.挨拶

.準備体操

分8-(3‐ 1



8

(8・

分

分 )

.柔軟運動

.補強運動 (両手つき

はなし13,0回 .腕立

て ,さ ざとび )

.本時のねらいを確認

する。

マナー .健康 .安全

に留意 しなが ら互い

に技能を発表 し合い

協力 して直 し合いな

が ら技能を身につけ

る

用具の点検

.二人組で、一部、一人は補助をする。 .柔軟の補

助は生かされていた。  .ゆ っくりの リズムカミあっ

てもよか ったのではないか。 .一種目を重点的に

して,は ど

'か

o

.個人差があって、余裕のある生徒とない生徒がいた

(数をこなすだけで精一杯の生徒、みんなに遅れま

いと必死になっている生徒がいた )

.生徒自身、緊張感が感じられる。

.教師の話が少し長かったような気がする。この時、

教師の視線は生徒にほとんどなく、生徒の視線も教

師に向いてない生徒 も半分くらいいたようだ0

.教師の話を開く時の態度はよかった0

。あるグル‐プの場合

各feA順番に発表 していた。いつのまにか、まと

め役がいて順番1/t発表させていた0全体的に声が小

さく、そばにいても聞こえにくかった。そして、即

席にできた リーダー格がまとめて、みんなに確認 じ

ていた。 この班の場合、即席 リーダーが発表 してい

た。

4

(2

分

分 )

4分

(5分 )

.班パズの内容

<1班> ム君「態度をよくする」B君「具体的に?」 C君「話をしない」B君「ふざ

けてしない」0君「呼ばれた時声を思いきり出すJB君「着地でつまづいても最後まで

きちんとするJA君「水平とびの時遠くへ手をつくJC君「手のつきはなしに気をつけ

るJ ▲B君が発表～～を発表 <2班 >「水平とびの時遠くの位置に手をつく」

「思い切りふみ切るJ 「恐れないて遠くヽ とぶJ △代表者の発表 同じ <3班>
A君「思い切りする」B君「手のっく位置に注意する」C君「ふざけてしないJO君「

勢いをつけるJE君「着地に気をつけるJc潜「 じゃべりながらやらないJ △0君が

分 8-(3142

とび箱運動ではどん

な点FC注意してやれ

ばよいか

.課題提示



10分

(10分

2勝

仁5`か )

発表～
～
線を発表

.練習方法指示

0自 分の練習する

とび箱の選択

0と び箱をとんだ

あと次の人の演

技を見て批評じ

てから帰る

.練習

.教師模範演技もか

ねて生徒といっし

ょに練習

。発表会 .危険防止

について説明

.発表会

.各班発表～教師は一つ一つとりあげ、補足、重複していた

力ヽ 班の全発表内容を最後まで聞いてから、教師

がまとめることが少なかった。

.発表者の意見を聞く態度～各班の代表者が発表する時、そ

の発表者の方に向かないで、班内に向いて耳だけ

で聞いていた生徒も少しいた。

教師「 呼ばれた時は手をあげて大きく返事をすることJ

.練習パズ

声力珂 さヽく、内諸話をしているみたいだった。ハッキリ

批評してやる生徒とそうでない生徒がいた。「 ええJと一

言、うまくできた生徒への批評する生徒に表情がない。

(全体的に授業中、生徒の表情がなかったような気がすふ )

直接、とび箱の上で不充分なところを批評してあげていた

生徒もいた。 0君は、ちゃんとみて大きな声で批評し合 っ

ていた。生徒で、もっと教えあうようなところがほしかっ

たような気カミした。

.う まくできない生徒への具体的な指導があまりなされてい

なかった0教師は、はげましの言葉をかけてやるのがいい

のではないか。 (気持をなごませる )

.一人一人の演技に対 して評定を出し、その理由を発表 しあ

う。演技者は教師の呼び名に大きく返事 して、手をあげて

から演技する。 (活気があふ )演 技に対して各班それぞ

れ一名ずつ発表、最初は順番に発表 していたが後半になって雰囲気になれて、自

主的に発表してくやっといいムー ドrCな っていた。 しか し、発表者が決まってき

ていた。後半になると隣同志で発表者の演技に対 して雑談していた。

.発表の内容～規定 。自由演技の評点とその理由

1班  A君  3。 いきなりがない

(斜 )(li冨

警1言曇省I[ふ
B君  3。 手のつき出しが悪い

(閉 )5。 すべてよい

C君  3.

1斜

ll:!1:[17ぶ菫√
れた

2班  A君
i::言 II侯象ifつ

た

(閉 )4.空 中姿勢が悪い

Btttl!軍

贅1讐繁省言
い

(前 )5。 すべてよい

Cttti!再

警[縦政∬言
い

分8-(3-3



D君  4

(水 )4

E君  4

(閉 )5

3班 A君

(閉 )

B君

(閉 )

C君

(閉 )

D君

(水 )

.確認 .評価 .反省

.集合 .整列 .挨拶

。あとかたづけをする

.ふみ切りが悪い

。足がひらいた

.着地が悪い

.手のつき方が悪い

,ス ピー ドをとめた

。とんだ時足がまがった

。返事が小さい

。着地が悪い

。思い なりふみ っていない

.着地の時、体勢が悪い

。首をまげる

.手のつ きはなしが悪い

{水 } 4.い きかいがない

D君

t:!ζ量;il∫11
(閉 〕 4.足が開いた

Ё君

i::菅蓑省雀

じ悪かった

t閉 )5.

E君
∫
4.足がまがっていた

ヒ4。 ふみ切りでスピー

なくなった

(前 )4.腕 のつき方が悪い

３

　

４

　

３

　

４

　

４

　

４

　

５

　

４

　

４

　

４

√

ヽ
１

●
　

　

　

ｒ

♪

―

ヽ

4分

(100)

.最初 i7~c班 パズ したことに対 しての確認があったらよか った

.時間不足であったO

(3 反省 .課題

時間不足になり、確認段階で生徒にバズさせる時間がとれなかった○発表会で一人三種 目の演技を

させたのが、時間オーバーの原因の一つになったように思う0演技と演技の間隔を十分にとりすぎた

り、生徒も緊張していたためにスムーズに動かなかったりしたのも原因の一つのように思う。二種目

にした理由は、最初の演披 し、注意された点を次の演技に生かすように考えたからである。一人の生

徒が演技をする時、その演技者の班の者は補助・準備に唆わり、他の二班は演技を採点する活動にな

っていた。 この時、スタ,卜 地点に一人待機さすようにしたらよか ったように思う。

次に、生徒一人当りの運動量であるが、一人の生徒が瞬発的に動いた時間が、準備運動 (8分 )、

練習 (2分 10秒 )、 演技 (18秒 )と 計 19分 28秒であったことが、 運動量が少なか ったように

思 う0運動量を確保するためlFt、 も多少し練習時間をふやす必要があったのかも知れない。また、一

部の者だけが採点をし、少数の者を補助・準備にまわし、その他の者は練習をする方法が考えられる

が、個人差があるために、各 とび箱の高さが違 う段階練習であるため、一つだけのとび箱で発表演拭

他のとび箱で練習するというのが困難であるし、混乱を招 く恐れがあるように思つ。いずれにしろ運

動量の確保は必ず必要であるふ次に生徒に自主性を持たせふ点であるが、前半はある程度よかったよ

分8-(9‐ 4



うに思 うが、後半、授業がスム=ズに流れなくなり教師が前面に出すぎたように思った。生徒達も多

数の先生方が参観されていたので極度に緊張 していた。ここは、教師が緊張をときlrnぐす指導が必要

だったように思 多。

班バズ、班活動をより以上に活発にすることにより、班員が協力し合って、か互いの技能を高め、

特に運動技能の低い班員をみんなが助けることが必要に思う。また、体力増強は言 うまでもないが、

スポーツマンシップにのっとったマナーのよさを身につけることによって、心身ともに健康な人間に

育てるとともに、体育の授業で培った体力、マナーを少 しでも実生活の中に生かせるような指導が、

今後の大きな課題のように思う。

分8-(Э 二 5



第 3分 科 会 (健 康 と生 活 )

意欲 を持 って取 り組 むための相互 作用 を生か した学 習指導

一 体 育の授業.を 通 して 一

愛 知県 春 日井 市立高 座小学校   土 居 正 広

体育の時FHlに なると、ほとんどの子どもたちは喜んで取 り組むようである力茸、高学年ともなるとそ

れぞれに運動能力差も大きくなり、または題材によってはあまり好きではないとか嫌いだという子も

でてくるようであ聰 できない子はどうせやってもうまくならないんだという劣等意識がでてき消極

的な活動にならてしまい運動することの楽 しさを失なつてしまうようだ0こ うならないようにその子    =

なりの目標を持た● 1時間 1時間の活動をより活発にさせ運動することの喜びを味わせたい。また、

ょくできる子にはより高い目標を持たせ、さらに意欲化を図るようにして、日標達成のためにか互い

に協力し合い助け合 って授業に取 り組むような態度や気持ちがでてくればと思う。そうなれば全員が

それぞれの目標を持って積極的・意欲的に学習にのぞみ、楽 しさや喜びを味わうことができるであろ

う。この積み重ねがやがては運動の好きな子に育ってい くのではないだろうかと考え、この研究に取

り組んだ。

2.研究内容

(1)それぞれの題材 lrcかける児童の実態把握一一事前調査 .意識調査

(a 実態把握をもとにしての題材全体を見通 しての授業の組み立て一二実態に即した課題の設定

(3 目標の達成状況や活動の意欲化 .意識化を図るための評価表作成

(4)(1)<3を もとにしての授業実践

(D 授業実践のまとめ――事後調査により目標達成状況の把握、考察と今後の課題

3.具体的な取 り組み 〔実践fll〕

〔走り幅とびにかける実践例 〕

本題材における事標―一踏み切リゾーンに足を合わせて踏み切り、スピー ドを生かして高くとぶ。

(D 事前調査の結果により十分でないことが ら

oま っすぐ助走できない0     24総   o踏 み切りがうまくできない0 64総

oそ りとびのフォームができない0 94    o力 強く踏み切れない。    76

0ス ピードを生かしてとべない0  48    0高 くとべない0       67

子どもたちの走り幅とびに対する意識として

oとぶことはむつかしいことではない0     0記 録を伸ばすにはどうしたらいいかよくわか

らない。

oと ぶフォームや、踏み切 リゾーンに足を合わ

せるのはむつか しそ 多だ0

分8-(4)Ⅲ l



(a 事前調査をもとにした授業構成 (指導の要点 )

0記録を伸ばすとい う意欲を持たせる。    o踏 み切リゾーンに足を合わせることができるよ

oま っすぐ助走させる0            うにする。

oス ピー ドを生かして高くとぶことができる  o力 強く踏み切らせる0

ようにする。               0そ りとびのフォームを覚えさせるo

※ 走り幅とびはどんなことかはよく知っている力、 記録をより伸ばすための助走 .踏み切り、.

フォーム .高さはわかっていないようだし、事前調査の結果からもこのことがうかがえふ0ま ず

自分の欠点を知り、これを練習を通 じて改めていけるような授業構成にした0

(3 評価表の作成

資料①

(4)授業実践  資料②

第 1時の反省・…・00踏み切 リゾーンに合わせムのはむつかしく感じたようなので、ゾーンの幅を

大 くしたり、踏み切り板を使って練習させた。その結果、子ども同志で活発に

練習できたようだ0

第 2時の反省……0そ りとびのフォームを理解させるつもりで事前指導の段階で副読本の写真を

使 って説明し、話し合わせたが、実際に練習してみるとむつかしく活動が不活

発になってしまった。

o高 くとべない子がわりと多かったのでゴムひもを使 って練習させると、その

感じがつかめたようで、班での活動が活発であった。

第 3時の反省・…・・03時FH5日 ということで、評価表を見て今までの復習として十分でない点を練

習して中心過程へともっていった。練習のポイント.友だちの運動を見るポイ

ントがわかってきたようで活発に行なっていた。

(9 授業実践のまとめ

事後調査の結果

oま っすぐ助走ができなかった。    12∽  o踏み切りがうまくできなかった0 18∽

oそりとびのフォームができなかった0 42   o力 強く踏み切れなかった0    15
0ス ピー ドを生か してとべなかった0   18   o高 くとべなかった0        24

記録測定結果  資料③

記録が伸びた原因               記録が伸びなかった原因

o高 くとぶことができるようになった。      0高 くとべなかったO

oス ピー ドFCの ってジャンプできるように    O踏 み切り線を気にしすぎてスピー ト
゛
にのり

なったO                    されなかった。

o強 く踏み切れるようになった。         0そ りとびを意識 しすぎてかえってフォーム

0助走から着地まで流れるようにできた。     がくずれてしまった。

今後の課題

分8-(4)… 2         .:1.



0記録が・lfびなかった子に対する練習方法 .指導のあり方はどのような形で行なうと効果的である

か。→評価表の活用方法

o班でお互いに評fiIす る場合のより具体的な観点の与え方はどうあった らよいか0

0個人指導はどのように行なうとよいかO

o ll月 教 材へどのようにつなげていくか。

走り幅とびの授業を終っての子どもの感想

o記録を伸ぱすにはむつかしいと思った。     67∽
○記録を伸ばすにはどうすればよいかわか った。  85

o目 標がほぼ達成できてよか うた0           76

〔器械運動にかける実践例 〕

lll 事前調査結果

資料④

O とび込み前転についてうまくできない子の原因

○とび込むのが恐そうで普通の前転になってしまう。 (特に女子に多い。 )

。踏み切ってから手を着 く位置との間の幅が狭い。

0と んだ時の高さがないので頭をついてまわってしまう0

0とんだ時のひざや腕がイ申びていない。

0頭 を入れるメイミングが悪い0

o腕のつき方が悪い。

0助走して両足踏み切りができない0

0助走のスピー ドが生きてない。

② 器械運動にづいての調査

資料⑤

好きな子               0で きないからかもしろくない。しかし、

o自 身を持 って行なうも             できたらいいなあという気持ちが強い。

O楽 しい感じで行なう0             0自 信がないようであるO

O挑戦 してやろうという気持ち力S強い0     0は じめからあきらめている。

o恐がらない.                0恐 さをいだいていふ。

※ 特に嫌いだという子には、教師やまわりの子たちではげましてやり、少してもできたら

ほめてやりながら自信をつけさせ意欲を持たせたい。たとえてきなくとも努力の大切さを   す

多えつける指導が必要だ。できる子には、 よりされいなフォTム を目ざすなどの高い目標

を持たせる。

121 事前調査をもとにした授業構成 (指導の要点 )

0と び込むということになれさせ感 じをつかませる0

oあ る程度の高さをとベムようにする。

分8-(0… 3



0頭を入れふタイミングと背を丸 くして回る0

o助走を生かす。

※ どうすればうまくできるかというポイントがわからないので、前転にスピ撃 ドをっけたもの

だけになってしまう0なかには普通の前転もうまくできない子 もいるので、こ多い う子もふく

めてそれぞれの能力に応 じた目標を持たせ練習させる。か互いの久点を見合 うことによってア

ドバイスやはげ唆 しをしあって練習させ、目標達成に近づけたい。

(3 評価表の作成

資料⑥

(4)授業実践

資料⑦

第 5時の反省・……○技術面での指導が事前指導の段階で不足 したので、相互活動の場面で適切な

ア ドバイスができていなかった0

o指導のポイントがい くつかあったが、どれも並711的 な指導のため目標達成の

ためにはよくなかったようだ0

0遠 く、高くとぶことのできる課題設定が十分でなかった。

0とんだ幅を何んらかの形で浪J定できるというような具体的な課題設定が必要

であった。

o評価の観点が教師と子どもとの間にずれがあったようだ。

(9 授業実践のまとめ

事後調査の結果  資料③

うまくできない原因

○とびこむと軽う恐さがとれない。

o助走のスピー ドが生かされていない。

o高さ 。幅が十分でない。

o圃ふメイミングがよくない。

今後の課題

o本時の目標にせまるような課題の設定はどういうものかO→取り組みやすい課題から高度なも

の ´、0

0相互活動を活発なものにするための事前指導のきめ細かさ0

o相互評価を通切なものにするためのポイントの指導のし方。

0練習時の評価のあり方。→即時評価

o能力別にグループを編成 し、グループごとの目標を持たせる方法0

o年 FElを 見通 した課題の設定の必要性。

4.実践を通 しての考察

① 授業構成

分8-(0-4



事前調査 .意識調査 嘲 査に基づいての目標にせまふ課題の設定 (本題材 。年間を見通 したもの )

→評価表作成→授業

授業の流れのフンパターン

前時の想起 。本時の練習内容 。目標の確認

↓ イ固々に目標基把握 (個人目標 )

本時の課題に対する取り組み

課題に取 り組むための事前指導一教師

| :曇露力言i曇二
ての説明

相互活動による課題への話 し合い一児童

:緊鷲菫[曼 1・

示演を見て

相互活動による課題への取 り組み―児童

l ol人 1人見る視点を分担

ol人 1目 の演技のたびに評価

oく り返 しての練習 (練習量を多 く )

oで きない子へ協力 .補助

oできる児童は次の課題ヘ

o活動中、必要に応じて話 し合い

確認過程にかける活動へ

かたがいの演技を見て評価

事後指導

o年間を通 して前回の至J達状況や学習状況がよ

くわかり目安にできる。

o評価表があると、取り組みやすいという児童

の声が多い。

o fitげ ましのことばをか互いにかけ合 うように

なってきたO

② 評価表を使っての効果

o具体的な項目を表してあるので、一つ一つの分節課題に取 り組みやす くなったO

o相互活動にかいてか互いに評価じやす くなったO

o一つ一つ到達段階が明確にされてかり、達成の喜びを感 じられるようになり、あまり好きでなか

った児童の意識の変容がみられてきたO

o態度目標は班での協力 .伸問意識をより

強くしてきた。

oか互いに評価 じあうことで見る目がでて

きたO

o評価表を使 って授業以外でも練習するよ

うになったO

※ 評価表を使うことによって児童は課題に対しての取り組みがスムーズになり、至」達段階がは

っきりしているので練習の様子を見合って相互批正をすることにより活動が活発にできるよう

になった0指導する慎1か らにとっても役立つ。

特にあまりできない子 l・Cと っては、 1時間の授業の中で 〔○〕が一つでも つ くようにとがん

ばるようになってきた。以上のことからも相互活動にかける評価表の使用電漣蜜な効果が募%

5。 今後の研究の方向

o年間を見通 した授業構成と実態に員「 した課題設定 (目 標にかなった課題 )

o個人目標の具体化一一評価表を生か して

o目 標にかなった評価

o相互活動を通 しての相互評価

分 8-総 二 5



資料 ①

体育評価表 〔体操と陸上運動 〕

日

標

班で協力し合い、のうりつよく練習する。

全身を動かす運動によって色々な力をつけることができるようにする。

ふみ切タゾーンほ足を合わせてふみ切り、スピー ドを生かして高くとぶこと

ができるようにする0

① 石 り||千利世 ② 宮 田 久美子 ③ 中 原  溝 ④ 足 立 恭 章 ⑤ 柘 植 一 葉

⑥ 中 山 真理子 0 圏 中 辰 治 ⑥ 井 村 光 紀 ⑨ 稲 垣  靖

種 目 一課 題 月/日 ① ② ③ ④ ⑤ ⑤ ⑦ ③ ⑨

一‐11多 さぎとび 8 木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

¬ かえるとび 6 13 火 △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○

ジャンプ 6 13 火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0

走

り

幅

と

び

まっす ぐ助走する練習 6 8 木 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

ふみ切りに合わせる練習 6 8 本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 そ りとびのフォーЮ 練習 6 13 火 ○ △ ○ △ △ X △ ○ ○

一
４ 力強 くふみ切る練習 6 13 火 ○ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

5 記録をのばす
，

０ 15 木 ○ ○ ○ ○ ○ X ○ ○ X

百己

録

% ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨

% 237翻 237“ 304醐 234こИ 245`潔 258`蹴 289`躍 309翻 330"

瑠 276“ 265磁 332“ 258`拗 271翻 245働 315`滋 355`7ι 327`凛

標 270“ 267“ 320確 300鍬 275“ 280ご潮 310翻 360ご観 360`躍

千年

6/8総 ○ 目標は じっか りで きた 目標が達成できてよか ったと思う。

一
の

活

動

6/12繊
△ そ りとびのフォームカミうまくできなか9/t

そ りとびのフォームはたいへんむつ

か しいので、あまり気にせずにとぶ

ようにO

%5内 ○ ほとんどの子が前よりのびたO 目標が達成で きてよかったと思 う。

そりとびはとてもむずかしいと思った。

感

そ  | ほとんどの子がまれょり記録がのびてとてもよかったO

う   |

班でよく協力できたO
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資料 ②

―

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―
ぃヽ

記録の測定をする。

。自分にあった助走距離 .ス ピー ド

とび方でとぶ

本時の練習の要点を知る。

。まっすぐ助走する。

。踏み切り線 lrc合 わせる。

.教科書を見て話し合うO

o 練習を班でする。

.5～ 6歩を全力走すふち

.踏み切り係は、足があわない距

離を調べ、とんだ人に知らせ為

o 記録の測定をさせ、目標を持た

せ る。

o 自分 1/tあ ったとび方でとばせ為

o 本時の要点を教科書等を使 って

知 らせス0

. 短助走か ら強く踏み切 り、遠

くへ とばせるようにするO

. 踏み切 シ線に合わない距離だ

け、走 り始める線を前や後ろに

させる。

0 班で係を決め、助走フォーム等

をかたがいに教え合 って練習させ

る。

o 高さが低い場合 l・

ICは ゴムひもを

使 って練習させる。

o 踏み切 り線に合わせ

つけてとぶ0

o そりとびのフォーム

o そりとびのフォーム

練習する。

.班で順番、係を決め

。かたがいに見合 って

す。

練 習 を し な さ い 0

o 前時で踏み切 り線に合わせ るこ

とが十分でなか ったので復習させ

る。

o そ りとびのフォームについて説

明をすふ。

o きさ足で踏み切 ってとべるよう

に指導する。

O 踏み切 り線に足があっている力b

そ りとびのフォームはできている

か。班でお互いに調べさせる。

走 り 幅 と び の

Ｔ
Ｉ
電
―
―
「
―
「
―
■

気

　
　
　
　
知
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
ｏ

シ

に
　
　
　
　

て
　
　
　
　
　
　
つ
　

　

う

く

と
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
を

　

　

な
　
を

こ
　

　

　

　

つ
　
　
　
　
　
　
気

　

　

行

習

ス
　

　

　

　

に
　
　
　
　
　
　
に
　

　

て

練

中

′心

o踏み切り線

に合ってい

るか。 (観

察 )

oそ りとびの

フ ォー ムで

とべている

力二3

(相互批正 }

(巡視・個人

指導〕

分 8-(4)‐ 7



いヽ

o 今まで学習 したこと1/C気 をつけ

てとぶ0

o 10～ 15能 を全力助走 してと

ぶ 。

.助走後半の全力走のスピー ドの

まま強 く踏み切る。

o 踏み切り線にあわせてとぶ。

o そシとびのような動作でとぶ。

。 踏み切多線に合わせふ。  ・

そかとびのフォームで、きな足で

ふみ切ることに留意させふ。

o 力強 く踏ケ切ってとぶように指

導する。

o 係を決めてそれぞれの場所で助

走のスピー ド、踏み切シ線、そり

とびの動作を見合わせる。

司１
‐１
■
在
館
彙

学

と
Ｌ

察

卜

て

る

正

観

　

　

¨

は篠詢一観一働

資 料 ③

審
吐

――

ハ
ー

‐

‐

１
１
１
１
１
１

「

・―
―
―
―
―
‐
‐

ヨ
「
―

―
―
―
―
―

劇
「
―
―

内

　

７
　
　
　
６
　
　
　
５

0-一 一 一一 -0 事 前 計 測

0-●  事後計測

記録ののび (平均 )

+12.8翻言
ll

ll

:l

l      l

l

『
一

＼

＼

ヽ

、
，
、

ヽ

い
＼

(♂電
"盤
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分 8-(4)… 8

中
‥

め
ハ

′
‐

‐
デ
Ｖ
Ｏ



資 料 ④

資料 ⑤

(32人中 .1人は長期見学 )

倒立 (補助 ) 足かけ上がり 足 か け前転 転 向前か り と び込 み 前 転

じ

こ
う
ず
に

で
き
る

属:

蔦]
5:

。一―・…
:・  8

3:

6 1
・…・: 12
6 :

７

（一̈″″（一一　　　　一　　　　　　一″」（一一一）

7:
・…': 12

5:

3  i
……・・:  5
2 :

ふ
でつ

きう
るに

10
19

7:
・……・1 13
6:

6  :
…'i 10

4 :

8:
1・ 16

8:

9  :
~… : 14

5 :

で
き
な
い

男 :

… …・
:計

女 :

1  :
……・・i  5
4:

3

4

7

8  :
‐~~・

: 15
7 :

1:
‐ ‐

 1    4

3:
13

(33人中 )

と び 箱 鉄   棒 マ  ッ  ト

す

　

き

男
内

一女
ω

計
　
翁

15
6  :
・一三 13
7:

10:
・……

= 16
6i

ふ

つ

多

男 :

… … .l計

女 :

3  :
…………1  7

4 :

7  :
・……・: 13
6 :

4:
・……

:・   8
4:

さ

ら

い

計

男

一
女

3

4

2:
・……Ⅲ  9
7:

分 8■ (4)-9

9

10

5



資 料 ⑤

体育評価表〔体操と器械運動 〕

押 し上げ .頭支持とう立の練習

回 片足でけってとう立の練習
ジールは何色 ?

足かけ上が りの練習

葛

ロ 3つの運動の練習

3つの運動をとぎれないように

置

磁

題課

Ｏ

　

　

Ｏ

EAD とう立 (ほ助 )
手のつき方、日のつけどころを正 しくして、体菫がささえられ

るようにする。

回
足かけ上がリー足か

け前転 .転向前かり

足かけ上がりと足かけ前転が連続しててき、転向前かりでかり
れるようにする。

繊 とびこみ前転
両足ふみ切りで、遠 くに手をついて、せ ,こ し ,かかとのllFに

ついて前転ができるようにする。

EDD 操体
いろいろな運動によって、身体を全身的に動かして、調整力や

筋力をや しなう。                   i ll
E

学 習 態 度
友だちの運動を、よく見たり、見てもらったりして、気づいた
ことを進んで注意し合い、楽しく学習する。       ,:

小 島 洋 ニ λ 稲 垣 実智代 0 加 藤 美 智 貪 杏__導 ゆ 角 田 裕 子

Ol藤 田 圭 0 松 浦 由 美 ⑬ 松 本 和 良 ⑨

ノ
■
．

一△
一
△

一
Ｘ

一
△

班

の

活

動

月。日.() E ばとこの省反 先  生  よ「 り

6/300 △ ○ 能りつよくできた。
日標の〔E〕 が0に なる
ように努力しよう。

7/10 ▲ ○

できない人ができるようになった。力Iん

ばって、できるようになった。はく手が
あまりできなかった。

できない人ができるょう
になったのはうれ しいこ
とだね0

7/3° ○ ○
きのうまではあまりできなかったけれょ
協力しあってやったので、できるように

一

―

―       

― ― 一 一 一 一 ― 一

協力 し合 って1できるょ
うにな ったのはたいへん
いいことだねめ

7/5齢

T総

○ ○ 学 どの態度 よか らた0
態度は よか ったけれど、
課題は も多少 しだな。
がんぼろう6

○ 一〇 目標 も守れた し、の うりつよくできた。

感

そ

う

―(4)一

種 目 4/B() 2 5 6 7 8 :9

確 総 △ ○ 見学 ○ △ ○ △ ○ ○

閣 e △ ○ / ○ ▲ ○ 0 △ ▲

鯵 ０
¨

e ゆ ⑬ ⑫ 9 ④

%餞 △ O / ○ △ △ ○ O △

綺
ビ
打

え
た
■

一
　

一

△ △ / O △ ▲ △ △ △

▲ △ / 0 △ 0 ○ △ △

△

~て

:アT 一／ 0 O O 0 △ 見学

練習
殆 綺 X △ / ○ △ △ ○ △

鐵

シールはイ可色 ? 〇 ○ ⑬ ⑦ 0 ◎ ③

台上か ら前回 りの練習 妬 餞 ○ ○ ▲ ○ △ ○

2～ 3歩助走から、両足ふみき
りの前転練習

発 繊 △ ○ ○ X ○ △ ○

よ
習

し
練

とびこして前転の %総 △ △ ○ X ○ △ ０

一
ふみ切 り点 と手のつ く位置の間
をだんだん遠 くしての前転練習

郷 齢 △ ○ ○ △ ○ △ ０

一
シールは何色 ? ○ 〇 ◎ ⑬ ⑤ ||´ i⑤



体育評価表 〔体操と器械運動 〕

とう立〔ほ助 )

足かけ上がター足か
け前転 .転向前かり

とびこみ前転

るょうにする。

足かけ上が りと足かけ前転が連続 してで き、転向前かりでかり
れるようにする。

両足ふみ切りでも遠くに手をついて、せ ,こ し ,かかとの順に
ついて前転ができるようにする。

0
回

一回

操
百石再葛爾驀爾蔵可 ぢtt身体を全身的に動かして、
筋力をやしなう。

友だちの運動を、竃 く見たり、見てもらったりして、気づいた
ことを進んで注意し合い、楽 しく学習する。ご登理学習態轟

押 し上げ .豪支持と多立の練習

でけってとう立の練習

足かけ上が りの練習

さか手に持ちかえ前転の練

―
3つの運動をとぎれないように
練習
シールは何色

台上から前回 りの練習

2～ 3歩勝走から、両足ふみ
りの前転練習

して、前

ふみ切り点と手のつく位置の間
をだんだん遠 くしての前転練習

反 省 の こ と ば

分 8-(4)… 11

①

繊

EDD 体

感

そ

う

班

の

活

動

月 .日 。() E 難 先  生   よ   り



資 料 ⑦

少 しでも遠 ぐに手 をついて、とび込み前転の練習をしなさい0

。
と
彗鷺]『[;:[I]i12

前回 りを行なう0    0

障害物をとびこして前転

する。

踏み切シ点と手の位置の

間をだんだん遠 くして前転

する。

かたがいの演技を見合 っ

て練習する。

障害物を錠わないでとび

込み前転の練習をする。

o 班でとび込み前転の発表を

し合 う。

. 1人ずつ演技をし、みん

なで見合 う。

o 班で整理運動をする。

0 班て本時の学習についての

反省を、評価表を使って話 し

合い記入する。

. 課題の達成度を相互評価

。 班で助け合い、注意し合 って

練習させる0

0 うまくできない子には個別指

導をし、意欲を持たせる。

0 じょうずにできる子に示演さ

せる。友だちの試技を見せ、わ

からせて練習する。

o 少しても遠 くに手

をつくようにして、

とび込み前転の練習

ができているか。

(巡回 .個別指導 )

(相互批正 )

0 とび込み前転が じ

ょうずにできている

か 0

(相互評価 )

o 本時の目標がどの

程度達成できている

力、

(観察 )

o 本時の学習目標が

達成できたわ。

(自 由会話 ,評価表

に記入 )

班 で 演 技 を 発 表 し 合 い な さ い 。

―

あ

o かたがいの演技を見合わせ、

評価 じ合わせる。

o 見ふポイントをかさえさせ為

o よくできた子には拍手を送 ら

せるように指示する。

o 演技を見て、本時の学習目標

の達成度を知る。

。 班ごとに集まり、班長を中心

にのびのびと行なわせる0

0 号令は 1人にかけさせ、整理

運動の内容については、事前に

教師が指導 しておく。

o巡回 し、助言する。

分 8-‐(4)-12



.す る。          |
.学 習態度について話し合 う。

o 話 し合いの終った班から集合

する。

o 本時の学習について反省を聞

く。

. 感想を発表する。

o 次時の予告を聞く0

o 礼をする。

O 後片付けをする。

o 達成度 、.練習態度について話

してやる○

o 10月 に学習する時の目あて

にさせるO

O 発汗処理 `手 あらい 。うがい

について指導する。

o 協力 して、すぱやく後片付け

をさせる。

資 料

督1立 (捕瞬 ) 足かヤす上がり 足 か け 前 転 転 向 前 か り とび込み前転
ヽ

市

言募
に

計
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男
性

女
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男 :
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女 :
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14
8  :
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‐・ ・`1 14
7 :
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Ｊ
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Ｊ
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6  :
……・: 14
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一
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1  :
‐
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2  :

5  :
・  ~・

三 10
5 :

2  :
°……・

:  7
5 :

分 8-(4)… 13

o 教師は器具庫までついて行き

確認する。

9  :
………‐

: 16
7 :

男 :

~:計

女 :

1   :
~: 2

1   :



第 8分 科会 (健康 と生活 )

よ りよい授業 をめ ざ して

一 課題 の精選 一―

愛 知 県  春 日井 市 立 東 部 中学 校 佐 善 康 郎

1・ は じめに

教材 (課題 )の 精選 とい うことが よくいわれるが、実際の授業 となると指導書や教育課程をじゅう

ぶん吟味 。検討 もしないで利用 した りしている0ま た、経験主義的な発想や、過剰な親切心か らあれ

もこれ も教えてやろうとした りして、ついつい課題の量を多 くし、不燃焼 な授業に終 った リヒノてい為

課題が多いといるいろ○弊害があ多かえって生徒の意欲を減退させた りする。思考の探イヒや ドリル

(フ ィー ドバ ック )、 定着化、相互活動等に要する時間が少なくなった りするO従 って生徒僕1に すれ

ば十分理解できず、要求 も満たされないま警の受業 となり互いに不燃焼に終 多いやな思いをし′た りす

るO

現場のわたしたちは指導内容が多すぎるからとい って逃げがちであるが、研究を深めこの問題をの

りこえてい くことが、 自己の力量を高め、生徒の欲求を溝たす授業へとなってい くと思われるOま た

資料や発間の精選が教師償」でできていても生徒の実態に即 していない場合が多々あった りする。

よい課題 とは、やはり生徒の実態 1/C即 した ものであるべきと考え、実践の中から課題の精選に取 り

組んでみた。

2.取 り組みの経過の概要

校内の現職教育で共通理解 したこと

(D 授業の成立するための基本的条件

o 的確な学習内容の指示  o 授業が生徒 自身のもの o 教師 と生徒の間に望ま しL/2人間関係

があることc

総 授業をどの ように組みたてるか0

軸
澤

程一→
ずノ心過程

ザ
認過程

↓レ′fffイ
メ́オ″

課題提示一奪個人思考 ―→ バズー→発表 一→教師のまとめ

(Э 課題の重要性

○ 課題の役害:

.受業の流れを推 じ進めてい く力  .授業を組み立てる柱  .意図的に問題状況に向かわせ る。

○ 課題の提示のために

。授業の目標にI「 して明確に提示 (よ り課題を発堀 してい く作業を意識的に、継続的に )

o 課題への取 多組ませ方

.全員がわかることをめざす○  。わか る ,で きる者の輪を広げ る。

分基刊D-1



.課題と認識 (実践 }のずれを発見  .取 り組むことの値打を知らせる。

(4)評価のねらいをどうとらえるかO

.学習目標を把握 じ到達への見通 しを持たせる。 .目標への到達度を知 り、意欲を持たせるO

.学書前後の理解度を比較 し、生徒の変容を知る。 .指導計画 .方法の改善に役立てる。

以上の内容をおさえて、特に、課題 と認識 (実践 )のずれ、つまずきに焦点化 し、サッカーの指導

と評価を通 して課題づくりを試みた。

課題づくりの取り組み方

教材研究の段階 ================〒 >授 業の段階

o教育課程の批判 。検討

|
o生徒の実態把握

t
o課題の構成 (男職 資料 1)

0 筋力不足

o ス タミナ不足

○ 調整力不足

キ ックに必要な

力をいつ、どこに

集中す るかができ

ない (リ セラクセ

ーシ ョンを )

o学習課題の提示

.技能の構造化

.ン デ ィネス

.指導方法 .内容

.負荷

.発問

.パズの位置づけ

o キックが不安定 (1)

.ス イングが大きい

o ボールコントロールガミうまく

できない

。トラップがまずい

。浮き球の処理がまずい

。動きなつミらコントロールカゞで

きない

o バスが単純

o ヘ ッディングがまずい

分 8-(⇒ -2

以上の過程を経て課題づくりを行った。その内容は資料 1である。

3,実践の中で (実態抵麟

(1)第 1時でとらえた問題点とその内容 (簡単なルールによるグームを通 して )

体 力  面

問

一 ¬

o課題の実践

.評価 (教師側 .生徒側 )

精選の効果の判定 (ずれ

つまず きの発見 )

。修正 (生徒偶1か らの精選 )

(生徒側の多様な反応 )

作 導計画 .内容の改善、

組みかえ運動の負荷の

検討 )

0 攻守の基本的な戦術の共通

理解ができていない

。密集型 llCな るO

.予測 したブレーができない

。オープンスペースの使い方

を知 らない

。守 り方を知 らない

o ルールに精通 していない



o キープカがない

○ 補強運動を

｀あざらし ″

o チェンジオブペ

ース走を

o キックの力学を

科学的に理解させ

キックのフォームづ くり

キックの力学を

リラタセーションを

輿階的な練習とくり返 じや

る場の保障

身体のどの部分が使えるか

くり返 し練習の場を

ボールに慣れる場 を

ス トップと合わせて

技術的特性の理解

.ボ ジシ ョンフータを

。オープンスペースとマータに

ついて

.攻防の基本について

。戦術の練習 (ダ リット
゛
で )

まず覚え理解させる

。カー ドを作る

。プンイの中で時にふれて

.浮 き球の処理を意識的にさ

せる

パス .パ メーンを練習

.基本的な動 きを

,いい位置へのフ リーランニ

ング

,正 しいフォームを

。有効性 を

個人技育:の レベルア_ノ プ

ドリブル、フェイン ドで

自分の体を利用 して

以上のような方法で L卜′1れ まで実践した。 ( 資 3～
1た

3は別紙資料で )

4. 実践を通 して

よりよい授業をめざして課題の精選に焦点をあて、サ ソカーについて試みた。指導書等を批―■l検討

し、自分なりの教材感をもって実践 した。生徒の反応に注目し、その反応に対 して研究を行 った0教

育課程を検討 したなかでの問題点は、 ドリルの時間が少ない。段階指導が糧い、 210の コンピプン

ーの軽視、グームが少ないなどがあった。以上の点に留意 し、プラン化 した課題を実践させ施除修正

をした。

この活動で得たものは、 .構造化ができ指導体系ができた 。効果的な展開ができ体力づ くり、のつ

ながりもできた ,球技指導のパターンができた 。生徒一人早人の反応に注 目することにより、意

欲化へとつながった、である。残された問題点についてふれてみると、 .技能の構造化と生徒との実

態のずれ、つまずきの修正をより確実に、 .個人差の配慮のま菫切化、 ,効果的なバズの位置づけ、

.戦術、ルールのかさえの通切化、など以上のことが浮き出てきたG今後、これらの点に目を向けて

分8」D-3

対



いき、生徒の要求 .実態にあった質の高い課題づ くりをめざした松0

なか、 11/13～ 13/13の 実践では、球技大会 を相ま って試合形式の練習を学級討議を重ねた上で

実践させた。

全員参加の大会で有意義に進められた。大会を盛 り上げるため今までにない個人表彰の音麟ミつ くられ

ベストインプン、得点玉、アシス ト玉、などがつ くらね′ゝ大会は熱気のなかで開かれた。大会終了は

ベス トインプンとわれわれ教師チームとのダームも実施され、生徒とのつながりも深甕ったO

大会終了後は、生徒自身の運営で体育館で表彰式が行われ、スボットライトも点火され、その灯に

頼を紅 〈染妙ながら上がっていった生徒が印象的で した。

分 3・
‐僻 -4



第 8分 科会 (健 康 と生活 )

交通安全指導における豊かな人 FElづ く多

滋 賀 県  五個 荘 町 立 五 個 荘小学 校   小  菅  融  宣

1・ はじめ1/C

本校は昭和 51.52年度 県教委指定の交通安全指導の研究校として、テーマを「変化する交通環

境に通応できる実践的能力や態度の育成Jと設定して、その実践に取 りくんできた。学級指導 .児童

会活動 .学校行事等広範囲に及ぶ実験の中から特に本稿にかいては集団登校の指導に焦点をあてて、

その実践の経過を述べ問題を提起したい。

2.本校の交通安全教育の基本性

(1)パ ズ学習体制による交通安全指導

② 学校教育活動の全領域の中で達成する

(3 地域社会への啓蒙と協力

(4)将来への志向

3.集団登校指導の必要性

学校にかいて、学校指導の学習を通して、交通安全の意識を高めたり、安全な行動について学習 じ

たことが、現実に生かさま′る場は校外生活である。そこには毎 日車が激 しく行を来する道路があり、

その中で児童が安全な歩行や道路の検断を実践することによって、はじめて安全な行動の定着や習慣

fヒが期待できるのであるO

このように意識化→実践化→習慣化へと学習を発展させてい く指導過程の中で、習慣化の評価がで

きる最も通切な場 と言えるのは、日常の集団下校の場である。              1

4.集団登校バズ

本校では 1昨年より登校バズを実施 している。これは朝集団登校 した時、校庭のあちこちの適当な

所を見つけ、各分爾ごとにひとかたまりになって「 今 日の登校はどうであったかJと 自分や友達の歩

行、横断の仕方等について話し合せる0こ うした話 し合tハ によって、交通安全に対する意識を高め、

ひとりひとりの自党の上に立って、安全な集団登校を自らの力で実践させることを願 っている。

(1)記録用紙

登 校 バ ズ記 録

(    月 )

字   分 団

分 団 長 (       )

分 8刊鱗… 1

副 分 団長

人 )

l、 _/へ＼_/ヽ、ノ〆＼ ′́′i＼v/⌒＼_/・

~＼
/｀ヽ/｀、へ /⌒ヽだ＼/へνr＼ ´、/へ、/~＼ /́＼ /＼v/＼ノ/＼



理

´
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、ヽノ

ス の つ い

た こ と

o バズの項目は分団長会で話し合った時の問題点の中から共通のものとして

① 出発時亥1ま でに全員そろったか (忘れ物はないか )

② 列をみださずさっさと歩けたか (右倶12夢1 雨の日1夕1)

③ 横断は正しく早くできたか (分懸長の笛、旗の指示で }

O 分爾のめあて

② 実践をふりかえって

■ 分団長の声

。今唆で出発時刻にかくれがちだったが、みんながかくれないように来てくれ.る。

.さ っさと歩けるようになった。車が来た時よく注意されたが、気をつけるようになったG

.挨拶がだれにでもはっきりできるようになった。

.今まであまり話さなかった 1年生の子も、話すようになったのがうれしい。

.横断歩道のわたり方もだんだん良くなったが、笛や旗の使い方を工夫するとよい○

.雨の日はきちんと一列に並べるようになったO

.3夕 1な らびをすることがあるが、注意すると1回で開いてくれるようになったO

。みんなが協力し合って、登校の安全や列をみださないよう守れるようになったO

イ・ 作文「登校パズに思うことJ分団長 5年 王子 「わたしは、登校バズをしてよかったと思うこ

とがよくありますO私が「反省やで」と言っても先に教室へ行ってしまうこともあって、その時

はいやになります。でもパズをはじめて反省する時、 1年生の人達もこの頃は「 じっかり歩けま

した。」とか「 よく歩けました。Jと言ってくれます。またちょっと僕に出たのでいけなかっ赳

とか正直に言います0紙に○やXを書 く時は「 集合出発時幻は守れましたか」と蘭くと、「 よか

ったJ「 よかったでJ「よかっな」と答えてくれます0そんな時 1年生の人も答えてくれるのだ

なと思うと、うれじくなります0集期豊校の途中で「足がいたい」と言った男の子がいました。

そうなると心配で「 も
'ど

うもないか」と何度も銅きます○「 どうもない」と言ったのでその時

はなっとします0私が「 これで反省を終ります」と言うと1年生の人もうれしそう1/C昇降目へ自

って歩いていきます0それを見ていい子だなあといつも層、います。それに正直に答えてくれるこ

分8く6)… 2

横

正

列

だ
　
い
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を み

さ な

③

断 は

し く

④

各 分 団

①

出  発

時  刻

週

月  日



こと、 1年生の人で もいっしょに考えて くれ るからです。大ない人は大きい人なりにt/・ ろいろ間

題 もありますが、一つの字の人がまとまって登校バズをすることは大へん良いことだとわた しは

思います。

。 この作文の中には、分璽長 としての限 多ない責任感 と低学年の子を思 う上級生 としての愛情

が深 くあらわれていると思 う。さらに子ども同志が作 多上げてい く人間関係が、 多るわしくか

もし出されている。 ここに交通安全以前t//D深 い結びつきができたことを非常に喜 こぱ しいこと

だと思ってい ,6。

5.集団下校

1日 の学習を終えた子はなっとした気のゆるみや解放感から、安全能力を低下させ思わぬ事故に結

びつ くものである。下校は一斉にはできない (土躍のみ実施 )の で学年 で同 じ方面に帰 る友達 5～ 8

人 ぐらいでグループをつ くり、班長をきめ、
~FFの

目あてを話 し合 って班長が先頭になって下校 して

しヽ
'る

。

6。 今後の問題点

集団登校は一般の学習形態と違いメンバーが同学年でな く、 1年から6年までと年令を異にする集

団であること、また活動の場が殆んど教師の目の とどかない所に多い。そのため リーダーとなる 5.6

年生の責任は重大であり、彼等は要求されるものは指導性、責任感、愛情……等人間関係 を豊かに し

ていく要素が殆ん ど含まれている。また、集国のメンパー もこうした リーダーの立場 を各 自が理解 じ

て積極的に協力 していかればならない。

(1)安全な行動を身につけさせ るためには、 くり返 し、 くり返 じして習慣化 してい くのである静ヽ 反

面、比較釣変化の少ない集観下校にかいては、 マンネ リ化 してい 〈傾向がみ られるOこのマンネリ

化を防 ぐ、効果的な指導の手だてはどうすれば よいか。

(a 集団登校

の問題 ←~~~学 級の問題 fff夕 児童会の問題

個人の問題
を

ヽ
‐
Ｌ
Ｔ
、
―
ノ

組織だてた指導体制のあ り方はどうすれば ょいか。

分8く0… 2



第 9分科会 (芸術 と生活 )

音 楽 性 を伸 ば しあ 多 バ ズ学 習

―一アンサンプル学習を試みて一

兵 庫 県  姫 路 市立 砥 堀小 学 校    柳  内   翠

<研究テーマとその要旨>
音楽科にかける授業のあり方を追求 し、期待される授業像をつかみたいとい 多念願か ら本テーマを設

定 し、技術中心に偏するとか、主要教科でないか 夕■どなどにとか、専科に任せてかけば よいとか、間

題の多い中で、要するに、授業で何を (リ ズムと旋律の美 しさをみつけ出す。 )ど のように学習させ

れば よいのかをは っきりさせ、音楽は楽 しいと感 じた り、美 しいものを求めようとする心を培 っていき

たい。

そして、音楽を学習する本質的な楽しさは、単にきいたり、多たったり、ひいたりする作業的な楽し

さを指すものではなく、「基礎的な能力の伸長Jを基盤に、楽しさを本物にする。「やふ気と根気Jを

育て、感動する「よるこびの心Jを育てていきたい。

豊かな感覚で表現すふ能力を育てるために、「基礎指導Jは、特別にとり出して指導するのでなく、

仲間 と共に考え、それに もとづいて表現活動ができる。『 月ヽアンサンブル学習 』を試みて、個人の能力

をも高めてい くことをね らって実践的に取 り組んでいる。

<研究の経過 と概要>
ひとりひとりを生かすアンサンブル学習

バズ学習のもつ特徴を教育や指導の中に導入することから出発 して、旋律楽器や打楽器の組み合せ

によって楽しませる小人数の重奏や合奏で、人間関係を基盤にした一つの包括的な指導方法であふ。

学習は本来、個人が主体であり、個人のエネルギーの集まりとしての集団でなければならない。

しかし、音楽学習の中心になる表現活動にか棒ては、多人数の編成によふ演奏形態で行われふことが

多く、そこでは、優秀児優先になりがちで、数名の者がその場を支配 し、́大部分の者が終始受動的な

態度ですごしてしまう0このような授業形態を続けていると、個人の立場をかろそかにする傾向が生

じ、集団としての機奮:も 弱くなりがちになる。

そこで、児童ひとりひとりを生かし、それぞれの力に応じた音楽活動ができるバズ分団を構成

し、それぞれの立場で、自分のパー トを認識し互いに合わせながら曲想を創シあげていく学習法

を試みた。アンサンプル学習は、小集圏の中で音楽によるコミュニケーションができ、各人の自

己実現をはかっていくとい う価値も認めることができ込。

指導の形態と方法

1・ 楽 しく学ばせる授業 (音楽経験を多くもたせふ )

① 一斉 ― li:個別 一→バズ :||一→ グループ発表

②  ll:ダループー→ 一斉 :霧 ―→教師の補足修正一→個別に確認

分9く0-1   ,
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して授業ャ



2.児童の実態をふまえての内容の焦点化

意夫
轟百Li奪裏

~Ц

T賃1賓軍二真ュξ]_{堡
[:色

l裏勇憂i雪考「1lI票霧藤量言
｀

砥堀小学校  第 1学年音楽教育基本計画表

期  間 標 |

リズムを楽 しく

0 就学前に、 習 った歌、好きな歌、教科書の

歌、コマーシャルソングなど、楽 しく歌唱 じ

なが ら、拍感、 リズム感等を中心に器楽 も加

えて指導する。

(打楽器が中心 )

容内導

第 2学 期

第 3学 期

合奏を楽しく

(4ヽ アンサンブル )

1.2月

されいに合わせ よ

う

3月
小さな音楽会を楽
しもう

o 鍵盤ハーモニカを中心に簡単な旋律の演奏

法を指導 し、打楽器と加えての小アンサンプ

ルを指導する。

o 歌唱では少 しずつ由の味わいの表現を、器

楽では拍のそろ った気持ちの よい表現をねら

って、そろう美 しさを体験的にとらえさせ為

0 好きな表現法で、人の前に出て、ひとりで

演奏できる力を養 う。

砥 堀 小学 校 教 育 目標 1学 年 学 級 経 営 目標 障 害 児 I子 の 生 活 目標

友だちとあそべるようになる『 ともに手をたずさえていけ

る子 』

o 感情や思いや りの心が深

く、互いに協力 して向上を

めざす0

『 ねば り強い子 』

o 強い意志と体力で、計画

飽に最後までや りとげる。

『 力い っぱい 考える子 』

。 全力をあげて学習や生活

にとりくみ、自ら問題をみ

つけて深 く考え、解決 して

いこうとする。

安心 して学べるムー ト
｀
づ くり

o 感 じる耳や轟、感 じる心

を育てる。

○ 明る〈楽 しい教室

0 わらべうた あそびの伸

間入りができる。

教室で学ベスようになス

o リズムあそびに参加する

心の解放をはか り、みんなと

学習で きるようになる。

O 音楽会に出演する。

]

なかよく学ぶ 多れ しさづ く

り

O よくき棒て 認めあう

o はげましあい なか よく

学ぶ

思いや りの深い学級づ くり

o 力い っぱい とりくむ子

o 手をたずさえて学ぶ子

分 し―(1)… 2

学年

第 1学 期



学級・………感覚をみが き、感性を高めふ手だてを考えな

が ら、身心両面の調和のとれた子どもを育て

ふ。

どうすれば 美 しく

うたえるか。

ひとりひとり

のト

何に気をつけて うた う

か 。

幽想がわかれば、何を

どの ように表現するか

3.基礎能力の重視

感覚一一技能――読譜一一記譜

探究するす じ道 を大

切に した学習過程

資料〔さらさらぼしのアンサンプル学習 実践記録 )

教えム指導でなく、表現を通 じ音楽的な語いを豊かにひき

だ してい く指導の実践で、

目 あ て を もつ

児 童 の 活 動

導 入 す ス 段 階

曲想をとらえる段階

で

で          |

グループの変容とK子の変容

友だちltCな じめず孤立したK子が、みんなの中で学べふようになったのil■ 、K子をとりま

分団が変わっていったからだと思う。

バズ学習の成果だと受け止めている。

グループの変容 K子の変容

読譜活動や聴唱法によ

る旋律がうたえた段階

バ ズオ

・
　

）

○ 楽器選びのけんか .リ ーダーの独占とか

客さん

6月   友だちにつれられて、花いちもんめ

などして遊ぶ

分9-(D-3

4.主体的な学習態度の養成

表 現 へ の 欲 求   1学 習の必要性の自覚

美 しく うた ってみた

い 。

切にした学習過程

導 入 す ふ段 階
試行 .困難点の分折

練習の ぐりかえ じ

自分の ものとして

ま く表現できたか

児 童 の 活 動

5

練 習 検 証

目あてを意識 して多

たう

た しかめ

2 3



楽器の音が 多ふさくて困る等、多 くの トラ

ブルを経て話 し合いの場がもてるようにな

る。

o 楽器の特徴を生か したり、個 々のイメー

ジにあった リズムの工夫をする。

7月    飛び出しが少なくなり、教室てン

コー ドをきくようになふ。

9月    テンポははずれてくるが、「 かう

まのかやこJが 多たえるようにな`聰

10,11月  グループの支えで、リズムあそび
|°

音l』皇l〔ζξ:言T:[霞]よ

たり、
 12月

  
に
3菫121、 ヵスタネットで演奏

三
<問 題 提起 >
o 児童の能力差をすこしても少なくするためには、どのような指導をしていったらよいか○

0 芸能教科の現在かかれている立場はどうだろうか。 (学校 .父 兄 ―教師 )

o 編曲についての教師の技能をどのように伸ばしていくか。

デ
・　
署
」
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幼 .小 。中 .高 と発達段階での系統を考え図工 .美術教育の真の目標を求めるべ 豊ヾ高校区一貫教育

体制づ くりにとり組む中で、島の子供達の実体をふまえ島の子供達の生活をみつめる図工 .美術教育を

テーマとL実 践を通 じ今後の方向性を見い出したい。

1.地域実態

みかんの島豊町、この島の主産物であるみかんづ くりの歴史を学ぶ中で、

のかかわり、親達の実態を明らかに し、身近な課題を求めてみた。

2.主題 「かいこJに学ぶ (実践例 )

なぜ「かいこJを扱ったか………。 みかんづくりの主要な農具であった

この地で生 きる子供達 と

「かいこJの果した鶴 も

3.主題から創造への道すじ

④ 個人研究  「 かいこ」について各自調査研究を進める。手だてとして、親 .祖父母 。身近な人達

に語 勢べとなっていただき、生徒自らの手で学習課題を求めさせてみた。

O 主題をどのように捕 らえ、どのように主題に迫っていったか。

資料をもとに、かいこづくりのこと .機能 。地域での役書1を 明らかにし、地域によ夕使用目的に

より異なふかいこの姿を浮き彫りにし、汗の臭い、労働の痕跡か ら労働17C対すふ認知を深める。

実際にかいこを背負い、かいこの機能、形体美を肌を通 して学ぶ。

○ 個人の課題をグループヘかつ全体か ら個人へどのように返 していったか。

個人の資料 .体験をもとにバズ。伸FE5の課題を学び自己の目標を明確にする。

0 表現方法

マジッタベン .竹ベンを用いての素描。切多絵によふ協同制作。造形差の追求。

4.相互確認  自己評価 .グループ評価

主題へのせ まり方はどうであったかQ目 標に対 してどの程度せまり得たか.

5.展望と課題  郷土の姿を図二 .美術教育一貫体制づ くりの中でどのように位置づけ、取組むか。

分 9-(動 …1

第 9分 科 会 (芸 術 と生 活 )

芸術的な表現力をどう育てるか。

一感動し、そして創造へと向う道すじを明年かにする。―

豊 高校 区教 育推進協議会  長 尾 源 一  {奎 申 )

ｔ／
ｈ



「感動から表現へJ

東   登基子

1,地域の実態と方向性

この地域は、四方が海に囲まれ、岩場や砂浜の美 しい姿を見せてくれる。そ して由は、頂止まで開

墾され、みかんが作られている。その海と理が、,日 ―編と変化する四季折 の々すばらしい自然に接し

ながらも、生徒は、よさを見失ってしまっているのが現状である。そこでv音楽を通して、自然のつ

くり出す美しさ.すげ:ら しさに、少しても気付いてくれることを指導の方向にしてやってきた。

2.音楽の観点から見た生徒の実態

          lけ とめてよるのか、明らかにしていきたい。  
｀

象i

音楽の意識調査を通 して、生徒が音楽などのように受
J=

4il

3.実践例 一――中学校一一―                                   …Ⅲ

歌唱教材「曲のいぶき」をもとに、生徒の活動をとらえていく。

0 ソプラノ .ア ルト。テノールの各パートを、パズ班として音を取っていった。手立てとして、各

班の数人に事前指導を行なった0

0 2つのパ守卜を組み合わせて、二声部の響きをつかんでいったO

O 混声二部合唱の重厚な響きに慣れ、より美しい和声をつくっていったO

O 感動から表現へと向かわせるために、体験をもとに歌のもつ内容を意識づけ、表現力を引き出し

ていった.

0 歌を通 して、ふふさとの山のすばらしさに気付かせた。

4.展望 と課題

表現力を引き出す難しさを、今後どのように克服していくか。

5◆ 実践例 .一――小学校―一―

音楽朝会 .グームから導入 していく授業などの取 り組みについて。

6.幼 。小 .中の共通課題

問題点などをさぐり出しながら、今後の,貫した音楽教育へとつなげてい く。この一貫とい う言葉

の中で、高校の音楽とどのように結びつ広ていくのか、大きな課題が残されている。

分 9-ω …2
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